
ま
ず
学
習
院
大
学
史
料
館
は
、
学
習
院
が
華
族
子
女
の
教
育
を
目
的
と
し
て
開
校
し

た
こ
と
に
鑑
み
、
皇
族
・
華
族
家
に
関
す
る
資
料
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
核
と
す
る
博
物

館
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
、
院
長
在
職
中
の
乃
木
の
直
筆
書
簡
や
、
当
時
学
生
と
し
て

在
籍
し
て
い
た
華
族
の
旧
蔵
品
に
含
ま
れ
た
乃
木
関
連
資
料
が
あ
り
、
今
回
は
そ
の
一

部
を
出
陳
し
た
。

学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
は
、
学
習
院
の
公
式
文
書
を
扱
う
組
織
で
あ
り
、
乃
木
院
長

に
関
す
る
記
述
を
含
む
公
式
文
書
を
所
蔵
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
身
が
院
史
資
料
室
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
乃
木
が
院
内
で
使
用
し
て
い
た
日
用
品
や
、
院
長
在
任
時
の
下
賜
品

な
ど
も
引
き
継
い
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
、乃
木
の
遺
言
に
よ
り
大
正
二
年
（
一
九
一
二
）

に
学
習
院
に
寄
贈
さ
れ
た
品
の
一
部
で
あ
る
。

学
習
院
大
学
図
書
館
に
は
、
こ
の
時
学
習
院
に
寄
贈
さ
れ
た
遺
品
の
う
ち
、
主
に
図

書
類
が
所
蔵
さ
れ
、「
乃
木
文
庫
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
学
習
院
内
の
各
科
に
も
乃
木
関
係
資
料
が
伝
来
す
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
は

い
ま
だ
不
明
な
と
こ
ろ
も
多
い
が
、
今
後
、
各
校
に
お
け
る
調
査
に
よ
り
目
録
作
成
が

進
む
こ
と
で
、
全
容
の
判
明
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。
初
等
科
に
お
い
て
は
近
年
資
料

整
理
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
游
泳
記
録
な
ど
を
今
回
展
示
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

本
展
で
は
、
こ
れ
ら
学
習
院
内
の
所
蔵
品
の
ほ
か
、
乃
木
神
社
や
山
口
県
立
大
学
、

ま
た
個
人
の
方
々
の
所
蔵
す
る
品
を
展
示
し
、
あ
わ
せ
て
関
連
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
写
真
を

紹
介
し
た
。
展
示
は
次
の
三
章
構
成
と
し
た
。

第
一
章

教
育
者
と
な
っ
た
乃
木
希
典

第
二
章

武
課
教
育
と
修
身
教
育
の
充
実

は
じ
め
に

学
習
院
大
学
史
料
館
で
は
年
に
二
回
の
特
別
展
を
「
日
本
の
伝
統
文
化
」
と
「
学
習

院
の
歴
史
」
を
主
題
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。
平
成
三
〇
年
度
は
春
季
特
別
展
に
「
宮

中
和
歌
の
世
界
」
を
、
秋
季
特
別
展
に
は
「
学
び
舎
の
乃
木
希
典
」
を
開
催
し
た（

１
）。

平

成
三
〇
年
は
明
治
時
代
が
始
ま
っ
て
か
ら
一
五
〇
年
を
数
え
、
ま
た
学
習
院
が
現
在
の

目
白
校
地
に
移
転
し
て
か
ら
一
一
〇
年
と
な
る
年
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
記
念
す
る
展
覧

会
と
し
て
、
当
時
の
学
習
院
長
・
乃
木
希
典
（
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
～
大
正
元
年

（
一
九
一
二
））
に
焦
点
を
当
て
た
の
で
あ
る
。

乃
木
希
典
は
明
治
初
年
よ
り
新
政
府
の
軍
属
と
な
り
、
数
々
の
戦
争
に
従
軍
し
て
陸

軍
大
将
に
ま
で
の
ぼ
っ
た
、
明
治
期
を
代
表
す
る
軍
人
で
あ
る
。
明
治
天
皇
崩
御
か
ら

乃
木
の
死
に
至
る
一
連
の
出
来
事
は
、
夏
目
漱
石
が
『
こ
こ
ろ
』
に
描
い
た
よ
う
に
明

治
時
代
の
終
わ
り
を
象
徴
す
る
も
の
と
も
捉
え
ら
れ
、
乃
木
の
名
は
そ
の
自
決
の
事
実

と
共
に
今
も
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
晩
年
の
乃
木
希
典
が
学
習
院
の
院
長
で
あ

り
、
寄
宿
舎
で
学
生
た
ち
と
共
に
生
活
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
人
は
そ
う
多
く
な
い
だ

ろ
う（

２
）。

そ
こ
で
「
学
び
舎
の
乃
木
希
典
」
展
（
以
下
、「
本
展
」）
で
は
、
軍
人
・
乃
木

希
典
で
は
な
く
、
教
育
者
と
し
て
の
学
習
院
長
・
乃
木
希
典
の
側
面
を
紹
介
す
る
こ
と

に
主
眼
を
置
き
、
学
習
院
の
各
所
に
所
蔵
さ
れ
る
乃
木
関
連
資
料
を
中
心
に
展
示
を
構

成
し
た
。

学
習
院
内
の
乃
木
関
連
資
料
の
所
蔵
先
は
、
学
習
院
大
学
史
料
館
、
学
習
院
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
、
学
習
院
大
学
図
書
館
、
各
科
（
初
等
科
な
ど
）
の
四
系
統
に
分
か
れ
る
。

以
下
、
各
系
統
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

「
学
び
舎
の
乃
木
希
典
」
展
覚
書

吉
廣
さ
や
か

戸
矢

浩
子

西
山

直
志
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第
一
章

乃
木
希
典
の
院
長
生
活

（
一
）
明
治
天
皇
の
御
沙
汰
と
裕
仁
親
王
入
学

　
　

い
さ
を
あ
る

人
を
教
へ
の
親
に
し
て

　
　
　

お
ほ
し
た
て
な
む

や
ま
と
な
で
し
こ

こ
の
歌
は
明
治
天
皇
よ
り
乃
木
に
授
け
ら
れ
た
御
製
で
あ
る
。
勲
功
あ
る
人
を
「
教

へ
の
親
」、
つ
ま
り
学
習
院
長
に
任
じ
て
、
日
本
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
を
育
て
よ

う
と
い
う
天
皇
の
意
志
、
さ
ら
に
は
乃
木
へ
の
期
待
を
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る（

５
）。

明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
八
月
二
五
日
、
乃
木
は
宮
内
省
御
用
掛
を
拝
命
し
た
。

こ
れ
は
明
治
天
皇
の
意
向
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
同
日
に
は
、「
学
習
院
学
生
ノ
教
育

ハ
朕
ノ
夙
二
診
念
ス
ル
所
ナ
リ
。
今
回
特
二
卿
二
命
シ
、
同
院
教
育
ノ
事
二
参
与
セ
シ

ム
。
卿
能
ク
此
意
ヲ
体
シ
実
績
ヲ
挙
グ
ル
コ
ト
ヲ
勉
メ
ヨ
」
と
の
御
沙
汰
が
あ
っ
た（

６
）。

学
習
院
は
華
族
子
女
の
た
め
に
創
立
さ
れ
た
学
校
で
あ
り
、
明
治
一
七
年
か
ら
は
宮
内

省
管
轄
下
に
お
か
れ
て
い
た
た
め
、
乃
木
は
学
習
院
の
教
育
に
参
与
す
る
に
際
し
、
ま

ず
は
宮
内
省
御
用
掛
と
し
て
学
習
院
の
教
育
に
参
画
し
た
の
で
あ
る（

７
）。

宮
内
省
御
用
掛
と
な
っ
た
乃
木
は
、明
治
天
皇
の
御
沙
汰
に
応
え
る
形
で
動
き
だ
す
。

学
習
院
の
教
育
方
針
の
要
を
〝
品
性
の
統
治
〟
と
し
、
初
等
学
科
・
中
等
学
科
・
高
等

学
科
各
科
で
の
教
育
を
、
相
互
に
連
関
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
一
貫
教
育
を

推
進
し
、
高
等
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
意
見
書
を
提
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
翌

年
四
月
に
廃
止
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
高
等
科
は
存
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
し
て
明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）
一
月
三
一
日
、
乃
木
は
第
一
〇
代
学
習
院
長
に

就
任
。
軍
事
参
議
官
・
陸
軍
大
将
と
の
兼
任
で
あ
っ
た
。
先
の
御
製
は
こ
の
際
に
授
け

ら
れ
た
も
の
で
、『
明
治
天
皇
紀
』
に
は
「
天
皇
の
希
典
を
以
て
院
長
た
ら
し
め
、
粛

然
校
風
を
刷
新
せ
ん
と
し
た
ま
ふ
叡
旨
」
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

乃
木
が
学
習
院
長
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
一
〇
年
の
学
習
院
開
業
以
来
、
在
学
す
る

皇
族
の
人
数
が
特
に
多
か
っ
た
時
期
で
、
何
よ
り
、
明
治
天
皇
の
孫
で
あ
る
迪
宮
裕
仁

第
三
章

自
刃
と
顕
彰

本
稿
は
、「
学
び
舎
の
乃
木
希
典
」
展
の
彙
報
と
し
て
、
展
示
で
は
ス
ペ
ー
ス
の
関

係
で
紹
介
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
含
め
、
展
覧
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
お
こ
な
っ
た
調

査
研
究
の
成
果
を
記
録
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
展
覧
会
の
内
容
に
沿
う
形

で
、
学
習
院
長
・
乃
木
希
典
を
軸
に
、
晩
年
の
乃
木
と
明
治
四
〇
年
代
の
学
習
院
の
歴

史
を
資
料
で
た
ど
る
。
第
二
章
は
、展
示
の
内
容
（
す
な
わ
ち
第
一
章
）
を
補
う
形
で
、

乃
木
院
長
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
書
簡
史
料
を
中
心
に
紹
介
し
、
今
後
の
研
究
に
供

し
た
い
。
あ
わ
せ
て
〈
表
１
〉
と
し
て
、
本
展
で
公
開
し
た
「
乃
木
希
典
院
長
と
学
習

院
年
表
」
を
掲
載
す
る
。
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
今
回
展
示
さ
れ
た
資
料
の
う
ち
、
学
習
院
内
に
所
蔵
さ
れ
る
下
賜
品
や
軍
服
な

ど
主
だ
っ
た
遺
品
お
よ
び
遺
書
に
関
し
て
は
、
吉
廣
さ
や
か
が
前
号
の
紀
要
に
「
学
習

院
所
蔵
の
乃
木
希
典
遺
書
と
そ
の
周
辺
」（
以
下
、「
遺
書
と
そ
の
周
辺
」）
と
題
し
た

論
考
を
寄
せ
て
そ
の
詳
細
を
紹
介
し
て
い
る（

３
）。

こ
れ
は
本
展
の
開
催
を
目
し
て
学
習
院

内
に
保
管
さ
れ
る
乃
木
関
連
資
料
を
事
前
調
査
し
た
う
ち
の
一
部
を
報
告
と
し
て
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
展
示
資
料
中
、
図
書
館
所
蔵
の
書
籍
『
中
興
鑑
言
』
に
関
し

て
は
本
誌
所
収
の
中
嶋
諒
論
文
「
乃
木
希
典
と
小
柳
司
氣
太
─
学
習
院
大
学
図
書
館
蔵

『
中
興
鑑
言
』
に
附
さ
れ
た
原
稿
用
紙
を
め
ぐ
っ
て
─
」
に
詳
し
い
。
な
お
当
館
の
刊

行
物
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
レ
タ
ー
」
三
八
号
に
は
、
本
展
の
概
要
と
解
説
お
よ
び
主
な

出
品
資
料
の
画
像
を
掲
載
し
て
い
る（

４
）。

こ
れ
ら
も
併
せ
て
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

本
稿
中
、
資
料
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
字
を
常
用
の
表
記
に
適
宜
改
め
、
必
要
に

応
じ
て
読
点
を
補
っ
た
箇
所
が
あ
る
。
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〇
庶
務
課
日
誌
（
列
品
番
号
：
１
）

学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
所
蔵
さ
れ
る
「
庶
務
課
日
誌
」
は
、
学
習
院
の
庶
務
課
で

日
々
と
ら
れ
た
記
録
を
ま
と
め
た
簿
冊
で
、
学
習
院
に
と
っ
て
の
重
要
事
項
が
多
く
記

載
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。『
昭
和
天
皇
実
録
』
に
も
「
学
習
院
院
史
資
料
室
所
蔵
資
料
」

の
名
で
、
典
拠
の
一
つ
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
明
治
四
一
年
の
簿
冊
中
、
初
等
学

科
の
始
業
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
四
月
一
一
日
の
項
に
は
、
裕
仁
親
王
が
四
谷
の
学
習
院

に
初
登
院
し
た
際
の
様
子
が
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

四
月
十
一
日

土

晴

一

新
学
年
始
業
式
ヲ
挙
行
ス

　
　
　

皇
孫
迪
宮
殿
下
本
学
年
ヨ
リ
御
降
学
此
ノ
日
午
前
八
時
五
十
分
頃
附
属
校
舎
ニ

成
ラ
セ
ラ
レ
院
長
御
先
導
ニ
テ
御
休
憩
所
ニ
入
ラ
セ
ラ
ル
而

式
場
ニ
ハ
職
員

学
生
整
列
ヲ
終
リ
タ
ル
後
院
長
御
先
導
ニ
テ
臨
マ
セ
ラ
レ
初
等
学
科
ノ
列
前
ニ

並
ハ
セ
ラ
レ
タ
ル
博
義
王
武
彦
王
博
忠
王
三
殿
下
ノ
右
ニ
立
タ
セ
ラ
ル
於
是
始

業
式
始
マ
リ
式
終
リ
テ
院
長
新
任
助
教
授
鈴
木
克
己
川
本
為
次
郎
講
師
堀
竹
雄

白
井
亀
吉
ノ
新
任
告
達
式
ヲ
行
ヒ
次
テ
学
生
ニ
対
シ
テ
新
学
年
修
学
ノ
心
得
並

ニ
迪
宮
殿
下
ニ
対
シ
奉
ル
心
得
方
ヲ
訓
辞
セ
ラ
ル

　
　
　

然
後
迪
宮
殿
下
正
堂
ノ
東
室
ニ
入
ラ
セ
ラ
レ
職
員
一
同
正
堂
内
東
室
戸
扉
ノ
前

面
ニ
整
列
ス
須
臾
ニ
シ
テ
院
長
御
先
導
ニ
テ
東
室
ヲ
出
テ
サ
セ
ラ
レ
通
御
ノ
際

職
員
ニ
拝
謁
ヲ
賜
ヒ
再
御
休
憩
所
ニ
入
ラ
セ
ラ
レ
間
モ
ナ
ク
還
御
遊
ハ
サ
ル
本

学
年
ヨ
リ
久
邇
宮
邦
久
王
殿
下
華
頂
宮
博
忠
王
殿
下
モ
御
入
学
ア
ラ
セ
ラ
ル
本

院
ノ
光
栄
宏
大
責
任
更
ニ
深
甚
ヲ
加
フ

　
　
　

今
後
儀
式
ノ
節
殿
下
方
ハ
列
ノ
前
面
ニ
並
ハ
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ニ
定
メ
ラ
ル

右
の
よ
う
に
当
日
の
次
第
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
、
院
長
で
あ
る
乃
木
を
中
心
に
裕
仁

親
王
を
出
迎
え
た
様
子
が
よ
く
分
か
る
。
ま
た
最
後
に
「
今
後
儀
式
ノ
節
殿
下
方
ハ
列

ノ
前
面
ニ
並
ハ
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ニ
定
メ
ラ
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
学
習
院
内

に
お
け
る
皇
族
対
応
の
基
準
が
徐
々
に
定
め
ら
れ
て
い
く
様
子
も
う
か
が
え
る
。

初
等
学
科
の
授
業
は
翌
週
月
曜
日
の
四
月
一
三
日
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
裕
仁
親
王
は

登
院
す
る
と
始
め
に
呼
吸
体
操
を
お
こ
な
い
、
八
時
か
ら
授
業
を
受
け
る
と
い
う
学
校

親
王
（
後
の
昭
和
天
皇
）
の
修
学
を
控
え
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
裕
仁
親
王
が
学

習
院
の
初
等
学
科
に
お
い
て
修
学
す
る
こ
と
が
「
御
治
定
」（
確
定
）
と
な
っ
た
の
は
、

明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
二
月
二
七
日
の
こ
と
で
あ
る（

８
）。

天
皇
の
命
を
受
け
た
東
宮

職
と
乃
木
と
の
間
で
種
々
の
検
討
が
な
さ
れ
、
当
時
皇
太
子
で
あ
っ
た
父
・
嘉
仁
親
王

（
後
の
大
正
天
皇
）
の
例
を
参
考
と
し
た
結
果
で
あ
る
。
初
等
教
育
は
貴
賤
男
女
の
別

な
く
必
須
の
学
科
を
学
習
す
る
も
の
で
あ
り
、
皇
族
も
初
等
学
科
に
お
い
て
学
ぶ
べ
き

と
の
判
断
か
ら
で
あ
っ
た（

９
）。

ま
た
乃
木
は
初
等
学
科
主
任
（
後
の
科
長
職
に
相
当
）
の
石
井
国
次
に
命
じ
て
、
皇

族
の
教
育
方
針
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
覚
書
を
作
成
し
た）

（1
（

。

　
　
　

皇
族
教
育
の
覚
書

　
　

一
、
御
健
康
を
第
一
と
心
得
べ
き
こ
と
。

　
　

二
、
御
宜
し
か
ら
ぬ
御
行
状
と
拝
し
奉
る
時
は
、
之
を
御
矯
正
申
上
ぐ
る
に
御
遠

慮
あ
る
ま
じ
き
こ
と
。

　
　

三
、
御
成
績
に
つ
き
て
は
御
斟
酌
然
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
。

　
　

四
、
御
幼
少
よ
り
御
勤
勉
の
御
習
慣
を
つ
け
奉
る
べ
き
こ
と
。

　
　

五
、
成
る
べ
く
御
質
素
に
御
育
て
申
上
ぐ
べ
き
こ
と
。

　
　

六
、
将
来
陸
海
の
軍
務
に
つ
か
せ
ら
る
べ
き
に
つ
き
、
其
の
御
指
導
に
注
意
す
る

こ
と
。

そ
の
後
も
天
皇
の
御
沙
汰
に
従
い
、
東
宮
職
と
学
習
院
の
間
で
基
本
方
針
や
具
体
的

対
応
が
相
談
さ
れ
、
天
皇
へ
の
奉
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。
裕
仁
親
王
は
〝
一
年
西
組
〟

に
所
属
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
主
管
（
担
任
）
の
石
井
国
次
は
、
国
語
・
算
術
・
訓

話
の
授
業
を
担
当
。
級
友
に
は
、
華
頂
宮
博
忠
王
と
久
邇
宮
邦
久
王
、
三
人
の
御
学
友

（
松
平
直
国
・
久
松
定
孝
・
渡
辺
昭
）
を
含
む
一
二
名
が
配
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）

（（
（

。

そ
し
て
、
明
治
四
一
年
四
月
一
一
日
。
裕
仁
親
王
が
学
習
院
初
等
学
科
へ
初
登
院
す

る
日
が
や
っ
て
く
る
。
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幸
に
関
し
て
は
、「
式
事
録

明
治
四
十
二
年
」
の
「
第
七
號

七
月

校
舎
新
築
落

成
ニ
付
キ
天
皇
陛
下
竝
裕
仁
雍
仁
両
親
王
殿
下
御
臨
幸
啓
ノ
件
」
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
内
容
は
、「（
一
）
御
臨
幸
次
第
及
招
待
状
（
二
）
奉
迎
順
序
（
三
）
校
舎
新
築

顛
末
（
四
）
展
覧
ニ
供
シ
タ
ル
書
物
物
品
及
講
演
書
（
五
）
献
上
図
書
（
六
）
式

場
設
備
（
七
）
各
皇
族
以
下
来
賓
（
八
）
学
期
末
学
生
人
名
表
及
官
報
掲
載
其
ノ
他
」

の
八
つ
に
分
類
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

「（
一
）
御
臨
幸
次
第
及
招
待
状
」
に
含
ま
れ
る
行
幸
当
日
の
式
次
第
は
次
の
通
り
で

あ
る
（
図
は
省
略
）。

　
　

明
治
四
十
二
年
七
月
十
四
日
学
習
院
ヘ

行
幸
御
次
第
書

　
　

午
前
十
時

御
出
門

　
　

第
一

奉
迎

　
　
　
　
　
院
長
本
館
玄
関
前
ニ
職
員
学
生
正
門
内
ニ
奉
迎
（
第
一
図
）

　
　
　
　
　
臨
院
ノ
皇
族
方
本
館
玄
関
前
ニ
参
院
ノ
親
任
官
以
下
玄
関
前
右
方
及
図
書
館
前
ニ
奉
迎

此
時
奏
楽
（
第
一
図
）
奉
迎
終
ラ
ハ
勅
任
官
以
上
ハ
院
長
室
前
ニ

参
集
他
ノ
参
院
者
ハ
直
ニ
正
堂
ニ
入
ル

　
　

第
二

院
長
御
先
導
便
殿
ニ　
　

入
御

　
　

第
三

院
長
拝
謁　
　

図
面
書
類
ヲ
献
ル

　
　

第
四

勅
任
官
以
上
拝
謁
参
院
奏
任
官
及
奏
任
取
扱
以
上
ノ
職
員
ハ
正
堂
参
列
ノ

位
置
ニ
於
テ
拝
謁

　
　

第
五

諸
員
正
堂
ニ
着
席
（
第
二
図
）

　
　

第
六

院
長
御
先
導
正
堂
ニ　
　

臨
御

　
　
　
　
　

選
抜
学
生
講
義

　
　
　

一

口
演　
　
初
等
学
科
六
年
級
学
生

神
田
盾
夫

　
　
　

一

漢
文　
　
中
等
学
科
三
年
級
学
生

戸
田
忠
孝

　
　
　

一

英
語　
　
中
等
学
科
四
年
級
学
生

黒
木
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

平
松
時
賢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
等
学
科
五
年
級
学
生

松
平
信
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

島
津
忠
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
等
学
科
六
年
級
学
生

市
原
一
郎

生
活
が
始
ま
っ
た
。

学
習
院
長
は
、
初
等
学
科
・
中
等
学
科
・
高
等
学
科
・
女
学
部
（
幼
稚
園
含
む
）
と

い
う
学
習
院
全
体
を
統
括
す
る
立
場
に
あ
り
、
乃
木
は
初
等
学
科
の
学
生
と
も
交
流
の

時
間
を
と
っ
て
、
多
く
の
訓
示
を
与
え
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
後
に
「
学
習
院

初
等
学
科
訓
示
要
項
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
後
述
）。
当
時
そ
れ
ら

の
教
え
に
接
し
た
裕
仁
親
王
は
、昭
和
五
〇
年（
一
九
七
五
）、天
皇
と
し
て
海
外
メ
デ
ィ

ア
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
際
に
、「
感
化
を
受
け
た
人
物
」）

（1
（

と
し
て
乃
木
希
典
の

名
を
挙
げ
て
い
る
。

（
二
）
明
治
天
皇
の
行
幸

明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
八
月
、
学
習
院
の
中
等
学
科
は
高
等
学
科
は
北
豊
島
郡

高
田
村
の
新
校
地
に
移
転
し
た
。
図
書
館
や
院
長
官
舎
な
ど
の
施
設
が
落
成
し
て
新

校
地
の
建
築
物
す
べ
て
が
完
成
を
見
る
の
は
翌
年
一
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
総
面
積

八
万
一
七
九
三
坪
（
二
七
万
三
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
広
大
な
土
地
で
あ
っ
た）

（1
（

。
正

門
を
入
る
と
西
側
（
目
白
駅
側
）
に
教
室
棟
、
東
側
に
寄
宿
舎
が
並
び
、
両
者
を
つ
な

ぐ
よ
う
に
本
館
と
図
書
館
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
図
書
館
の
南
側
に
は
運
動
場
が
広
が

り
、
そ
の
さ
ら
に
奥
の
構
内
周
縁
は
池
や
原
も
残
さ
れ
て
い
た
。
正
門
の
外
、
目
白
通

り
を
挟
ん
だ
北
側
に
は
馬
場
と
官
舎
が
置
か
れ
た
。

新
校
地
に
校
舎
群
が
完
成
す
る
と
、
明
治
四
二
年
七
月
九
日
、
院
長
の
乃
木
や
、
設

計
者
の
文
部
省
技
師
・
久
留
正
道
を
は
じ
め
、
校
舎
新
築
に
尽
力
し
た
教
職
員
や
技
師

ら
に
、
天
皇
か
ら
慰
労
の
品
と
恩
賜
金
が
下
賜
さ
れ
た）

（1
（

。
さ
ら
に
天
皇
は
同
月
一
四
日

に
目
白
校
地
へ
行
幸
し
、新
校
地
内
を
見
て
廻
っ
て
い
る
。こ
の
行
事
は
学
習
院
に
と
っ

て
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

○
式
事
録
（
列
品
番
号
：
15
）

学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
所
蔵
の
「
式
事
録
」
に
は
、
明
治
天
皇
の
行
幸
に
向
け
て
学

習
院
が
整
え
た
準
備
内
容
か
ら
当
日
の
こ
と
ま
で
が
詳
し
く
記
録
さ
れ
る
。

「
式
事
録
」
は
、
学
習
院
で
お
こ
な
わ
れ
た
行
事
や
式
典
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
行
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参
院
者
及
職
員
学
生
奉
送
ノ
位
置
ニ
就
ク
（
第
一
図
ノ
如
シ
）

　
　

第
十
二

還
幸　
　
此
時
奏
楽

　
　
　
　
　
　
　

諸
員
奉
送

右
の
内
容
は
、「（
二
）
奉
迎
順
序
」
の
他
の
頁
の
記
述
と
突
合
せ
る
こ
と
で
さ
ら
に

そ
の
詳
細
が
立
体
的
に
見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
当
日
の
出
迎
え
に
あ
た
っ
て
は
、
早

朝
に
正
門
と
本
館
車
寄
せ
に
国
旗
を
掲
揚
し
、
午
前
一
〇
時
に
天
皇
が
宮
城
の
門
を
出

発
し
、
二
〇
分
後
に
学
習
院
で
は
学
生
と
教
職
員
が
正
門
付
近
か
ら
本
館
・
図
書
館
前

に
か
け
て
並
ぶ
。
行
幸
の
列
の
先
頭
の
騎
馬
が
目
白
台
を
通
過
し
た
時
点
で
門
に
電
話

連
絡
が
入
り
、
門
か
ら
の
喇
叭
の
相
図
で
、
皇
族
方
や
来
賓
を
本
館
玄
関
と
図
書
館
前

の
奉
迎
位
置
に
案
内
し
、
半
円
形
に
整
列
さ
せ
る
…
、
こ
の
よ
う
に
、
天
皇
行
幸
に
あ

た
っ
て
は
一
つ
一
つ
の
動
き
を
記
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
綿
密
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、（
六
）
の
式
場
設
備
の
付
属
図
面
に
は
、
学
習
院
本
館
や
特
別
教
室
を
は
じ
め
、

現
存
し
な
い
も
の
を
含
め
た
建
物
内
部
の
見
取
り
図
や
、
当
日
の
各
部
屋
の
用
途
な
ど

も
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

行
幸
に
際
し
、
当
日
の
参
加
者
は
学
習
院
の
教
職
員
、
学
生
は
も
と
よ
り
、
有
栖
川

宮
威
仁
親
王
を
は
じ
め
各
皇
族
に
も
台
臨
奉
請
が
出
さ
れ
た
。
学
習
院
か
ら
の
招
待
状

が
送
ら
れ
た
記
載
さ
れ
た
来
賓
の
総
数
は
一
三
一
六
名
。
皇
族
・
華
族
を
は
じ
め
勅
任

官
・
奏
任
官
な
ど
の
第
一
来
賓
は
午
前
中
か
ら
の
招
待
、
宮
内
省
関
係
者
・
他
諸
官
庁

奏
任
官
、
特
別
・
有
爵
者
・
旧
職
員
・
保
証
人
・
卒
業
生
・
職
員
な
ど
の
第
二
来
賓
は

午
後
か
ら
の
参
加
と
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、明
治
天
皇
が
校
地
内
を
巡
る
順
路
が
記
さ
れ
た
「
学
習
院
本
院
略
図
」【
図

１
】
や
、
臨
幸
記
念
の
絵
葉
書
（
勅
額
・
旧
校
舎
・
新
校
舎
〔
本
館
・
図
書
館
〕
の
三

葉
一
組
）
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
な
記
録
は
、
一
大
記
念
行
事
と
な
っ
た

行
幸
当
日
の
様
子
を
鮮
や
か
に
再
現
し
て
く
れ
る
好
資
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
こ
の
日
、
乃
木
は
運
動
場
の
御
座
所
の
前
に
二
鉢
の
榊
を
供
え
て
明
治
天
皇
の

閲
覧
に
供
し
た
。「
当
時
、
運
動
場
の
南
側
に
は
唯
一
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
っ
て
、

此
の
東
南
の
両
側
に
コ
ー
ト
を
半
ば
囲
む
芝
生
の
高
い
丘
が
あ
つ
た
。
此
の
丘
の
北
端

に
設
け
ら
れ
た
天
幕
内
に
玉
座
が
運
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
玉
座
の
左
右
に
は
真
榊
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

土
井
利
安

　
　
　

一

国
史　
　
高
等
学
科
一
部
三
年
級
学
生

柳
澤
保
承

　
　

第
七

院
長
御
先
導
便
殿
ニ　
　

入
御

　
　

第
八

正
午　
　

御
昼
餐　
　
此
時
奏
楽

　
　

第
九

午
後
一
時
院
長
御
先
導
特
別
教
室
ニ　
　

臨
御

　
　
　
　
　

参
院
親
任
官
随
従
他
ノ
参
院
者
ハ

練
兵
場
ニ
集
合

　
　
　
　
　

学
生
ノ
製
作
品
及
理
科
実
験　
　

御
覧

　
　
　

一

理
科
実
験　
　
　
　

実
験
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
等
学
科
二
部
三
年
級
学
生

坪
井
眞
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

田
中
春
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

菅
田
敏
光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

溝
口
正
男

　
　

第
十

院
長
御
先
導
練
兵
場
ニ　
　

臨
御

　
　
　
　
　

武
課　
　

御
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
揮
者）

（1
（

　
　
　

一

歩
兵
操
練　
　
　
　
　
　
　
高
等
学
科
一
部
三
年
級
学
生

中
村
貫
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
等
学
科

高
等
学
科
学
生

同

木
場
貞
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

山
内
英
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

大
村
謙
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
揮
者

　
　
　

一

馬
術　
　
高
等
学
科
学
生

高
等
学
科
一
部
三
年
級
学
生

伊
達
九
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
揮
者

　
　
　

一

体
操　
　
中
等
学
科
学
生

高
等
学
科
一
部
三
年
級
学
生

野
間
荘
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
揮
者

　
　
　

一

呼
吸
体
操

初
等
学
科
学
生

学
習
院
助
教
授

内
藤
栄

　
　
　

一

剣
道
柔
道

中
等
学
科
高
等
学
科
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
（
雨
天
ノ
節
ハ
歩
兵
操
練
及
馬
術
ハ
之
ヲ
止
メ
体
操
及
剣
道
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
雨
覆
体
操
場
ニ
於
テ
行
ヒ
柔
道
ハ
特
別
教
室
ニ
於
テ
行
フ
）

　
　

第
十
一

院
長
御
先
導
寄
宿
舎

御
通
覧
便
殿
ニ　
　

入
御
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鉢
が
、
乃
木
院
長
の
御
心
入
り
で
飾
ら
れ
て
あ
つ
た）

（1
（

」。「
式
次
第
」
の
「
第
十
」
に
あ

た
る
武
課
の
参
観
の
後
、
乃
木
は
「
此
の
榊
は
特
に
天
覧
を
賜
は
り
た
し
。
本
院
内
の

然
る
べ
き
場
所
に
植
え
て
永
く
御
臨
幸
の
記
念
と
致
し
た
し）

（1
（

」
と
奏
上
し
た
。
そ
う
し

て
植
樹
さ
れ
た
の
が
今
も
残
る
〝
御
榊
壇
〟
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
校
舎
の
構
内
に
神
域

を
設
け
よ
う
と
し
た
乃
木
が
、学
習
院
教
授
の
国
学
者
・
井
上
頼
圀
の
助
言
に
よ
り
、「
岩

を
畳
み
、そ
の
上
に
神
木
を
植）

（1
（

」
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
神
域
と
な
す
場
所
と
し
て
、

乃
木
は
構
内
の
「
富
士
見
台
」
と
呼
ば
れ
る
地
を
選
定
、
前
方
後
円
型
の
壇
を
神
社
同

様
に
真
南
に
向
け
て
築
き
、
円
形
部
中
央
に
榊
を
植
え
た
。
壇
を
築
く
石
の
う
ち
八
〇

個
は
当
時
の
日
本
領
土
の
境
界
か
ら
乃
木
が
取
り
寄
せ
た
石
で
、
番
号
が
付
さ
れ
て
採

集
地
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る）

（1
（

。
す
べ
て
乃
木
が
私
費
を
投
じ
て
準
備
し
、
建
立

し
た
も
の
で
あ
る
。
落
成
式
は
明
治
四
三
年
三
月
二
三
日
春
季
皇
霊
祭
の
日
、
乃
木
自

ら
植
樹
し
て
祝
詞
を
奏
上
し
て
執
り
行
っ
た）

11
（

。
こ
の
御
榊
壇
も
ま
た
、
明
治
天
皇
の
行

幸
を
後
世
に
伝
え
る
記
念
碑
な
の
で
あ
る
。

（
三
）
乃
木
院
長
の
寄
宿
舎
生
活

　
　

寄
宿
舎
で
楽
し
き
こ
と
を
か
そ
ふ
れ
ば

撃
剣
音
読
朝
め
し
の
あ
じ

右
は
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
二
九
日
、
友
人
桂
彌
一
に
宛
て
た
書
簡
中
の

歌
で
あ
る）

1（
（

。
広
大
な
土
地
を
有
し
た
目
白
校
地
に
は
寄
宿
舎
が
整
え
ら
れ
、
全
寮
制
が

敷
か
れ
て
い
た）

11
（

。
明
治
四
一
年
九
月
に
学
生
が
入
寮
す
る
と
、
乃
木
は
総
寮
部
の
会
議

室
を
寝
室
と
し
、
学
生
と
共
に
院
内
で
の
生
活
を
開
始
し
た
。
明
治
四
二
年
に
は
院
長

官
舎
が
竣
工
す
る
が
、
乃
木
は
総
寮
部
に
起
居
し
続
け
た
た
め
に
、
同
舎
に
は
皇
族
が

入
室
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
総
寮
部
は
正
門
と
寄
宿
舎
の
間
に
位
置
し
、
乃
木
の
使
用

し
た
二
間
か
ら
は
、
第
一
寮
か
ら
第
四
寮
、
第
六
寮
の
入
り
口
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き

た）
11
（

。
寝
室
に
は
寝
台
と
衝
立
、
書
棚
が
あ
る
き
り
で
、
携
帯
品
は
行
李
二
つ
に
入
る
の

み
。
住
居
用
で
は
な
い
建
物
で
、
夏
の
暑
気
、
冬
の
寒
気
は
厳
し
か
っ
た
が
、
乃
木
は

板
敷
き
の
ま
ま
に
ス
リ
ッ
パ）

11
（

で
過
ご
し
て
暖
を
と
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
い
う
。
明
治

【図１】「学習院本院略図」�（「式事録　明治四十二年」　学習院アーカイブズ蔵）
明治天皇の鳳輦の動線が書き込まれている。
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○
蓋
物
（
塩
入
れ
）、
石
鹸
入
れ
、
薬
鑵
【
図
２
】（
列
品
番
号
：
８
）

乃
木
は
朝
四
時
半
頃
に
起
き
、
冷
水
で
洗
面
を
し
、
歯
磨
き
に
は
塩
を
用
い
た
。
塩

は
小
さ
な
蓋
物
に
入
れ
て
い
た
が
、
も
と
は
丼
の
よ
う
な
器
に
入
れ
て
い
た
と
い
う
。

石
鹸
入
れ
の
中
に
は
、
小
さ
く
な
っ
た
石
鹸
が
今
も
残
っ
て
い
る
。
戦
地
で
の
経
験
か

ら
水
を
大
事
に
し
た
乃
木
が
一
日
に
使
用
す
る
水
は
薬
鑵
一
杯
分
で
、
ど
ん
な
に
寒
く

と
も
湯
を
使
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
洗
面
器
な
ど
で
使
用
し
た
水
を
捨
て

る
時
に
も
植
木
の
根
に
か
け
て
や
る
な
ど
し
て
い
た）

11
（

。

○
鎌
【
図
３
】（
列
品
番
号
：
６
）

毎
朝
、
洗
面
を
終
え
る
と
乃
木
は
鎌
を
携
え
て
院
内
の
散
策
に
出
た
。
鎌
は
小
鎌
を

五
本
、
長
柄
の
鎌
を
一
本
所
有
し
、
柄
に
「
乃
木
」
と
刻
し
て
い
た
。
当
時
の
目
白
校

地
に
は
自
然
が
残
り
、
敷
地
の
中
に
森
や
崖
や
池
が
あ
っ
た
。
学
習
院
教
授
・
馬
場
轍

の
述
懐
に
よ
れ
ば
、
乃
木
は
崖
に
攀
登
木
を
備
え
、
谷
に
は
丸
木
橋
を
架
け
、
路
傍
の

草
木
に
は
植
物
学
名
の
表
示
を
つ
け
、
蔦
を
切
り
取
り
、
道
に
か
か
る
枯
れ
枝
を
取
り

除
き
、
筍
や
小
松
の
芽
生
え
な
ど
に
は
保
護
を
与
え
て
い
た
と
い
う）

11
（

。
嵐
の
後
な
ど
に

は
長
柄
の
鎌
で
池
面
の
落
ち
葉
を
浚
っ
た
。
敷
地
内
の
安
全
に
気
を
配
り
、
整
備
す
る

だ
け
で
な
く
、普
段
の
外
出
を
制
限
さ
れ
て
い
る
学
生
た
ち
の
運
動
や
散
歩
の
た
め
に
、

散
歩
道
を
作
る
目
的
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
乃
木
は
少
年
時
代
の
学
問
修
業
中
に
は
農
事

に
も
励
み
、
軍
務
に
つ
い
て
か
ら
も
休
職
中
に
は
那
須
野
で
農
耕
生
活
を
送
っ
て
い
た

た
め
、
庭
仕
事
に
精
通
し
て
い
た
。
草
木
の
成
長
に
気
を
配
り
、
瑞
香
花
や
梔
子
な
ど

の
苗
木
を
寄
付
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

○
食
器
一
式
（
列
品
番
号
：
13
）

起
床
時
間
の
早
い
乃
木
は
朝
食
を
楽
し
み
と
し
、「
学
習
院
の
朝
の
味
噌
汁
は
非
常

に
旨
い）

11
（

」
と
人
に
語
っ
て
い
た
。
そ
の
朝
食
と
は
味
噌
汁
に
煮
豆
や
海
苔
な
ど
が
一
品

つ
く
程
度
で
、
夕
食
は
焼
魚
や
肉
な
ど
の
主
菜
が
加
え
ら
れ
た
。

朝
夕
の
食
事
の
際
、
乃
木
は
各
寮
（
幼
年
部
・
中
年
部
・
青
年
部
）
の
食
堂
を
一
日

交
替
に
訪
れ
て
、
食
卓
を
共
に
し
た
。
昼
食
は
教
職
員
と
共
に
と
る
た
め
、
寮
の
食
事

を
弁
当
箱
に
入
れ
て
運
び
、
箸
は
箸
袋
に
入
れ
て
上
着
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
い
た
と

四
一
年
一
二
月
、
か
つ
て
学
習
院
長
を
務
め
た
田
中
光
顕
（
第
六
代
院
長
）
と
岩
倉
具

定
（
第
五
代
院
長
）
が
院
内
視
察
に
訪
れ
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
残
っ
て
い
る
。
乃
木

の
部
屋
で
あ
る
会
議
室
で
の
休
憩
中
、「
田
中
宮
内
大
臣
よ
り
院
長
の
寝
室
は
何
処
ぞ

と
尋
ね
ら
れ
た
れ
ば
、
院
長
は
自
ら
次
の
小
室
を
開
き
、
是
が
寝
室
な
り
と
て
示
さ
る
。

其
の
時
岩
倉
爵
位
頭
は
田
中
宮
相
を
顧
み
て
曰
く
、「
田
中
サ
ン
、
お
互
は
早
く
院
長

を
勤
め
て
善
か
つ
た
。
乃
木
サ
ン
の
後
で
は
た
ま
ら
ん
で
」
と）

11
（

」。

学
習
院
長
と
軍
事
参
議
官
陸
軍
大
将
と
を
兼
任
し
て
い
た
乃
木
は
、
目
白
の
学
習
院

本
院
・
四
谷
の
初
等
学
科
・
永
田
町
の
女
学
部
に
加
え
、
陸
軍
や
宮
中
を
行
き
来
す
る

日
々
で
あ
っ
た
。
当
時
の
学
生
や
教
職
員
の
談
話
が
数
多
く
記
さ
れ
た
『
乃
木
院
長
記

念
録
』
か
ら
は
、
乃
木
が
そ
の
多
忙
な
生
活
の
中
で
学
生
た
ち
と
の
時
間
を
大
切
に
し

て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
朝
夕
は
学
生
と
食
事
を
共
に
し
、日
中
は
授
業
の
視
察
、

剣
道
の
授
業
で
は
自
ら
竹
刀
を
振
る
っ
て
稽
古
を
つ
け
、
夜
の
自
習
時
間
に
は
訓
話
や

音
読
を
す
る
。
本
展
で
は
そ
う
し
た
乃
木
の
寄
宿
舎
生
活
を
、
学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

に
伝
わ
る
乃
木
の
日
用
品
を
通
し
て
振
り
返
っ
た
。
本
稿
で
は
そ
の
一
部
を
採
り
上
げ

て
、
乃
木
の
日
常
を
紹
介
し
た
い
。

【図２】蓋物（塩入れ）、歯ブラシ、
石鹸入れ、薬鑵（展示風景より）
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○
碁
石
（
列
品
番
号
：
12
）

乃
木
は
職
員
集
会
所
に
碁
盤
と
碁
石
を
寄
贈
し
、
時
間
に
余
裕
の
あ
る
時
は
教
員
と

囲
碁
を
打
ち
な
が
ら
学
生
の
訓
育
の
話
を
す
る
機
会
と
も
し
て
い
た）

11
（

。
職
員
集
会
所
は

敷
地
の
東
南
隅
、
鴨
池
と
呼
ば
れ
る
池
の
辺
に
あ
る
建
物
で
、
も
と
は
こ
の
地
に
あ
っ

た
松
浦
伯
爵
別
邸
の
茶
室
だ
っ
た）

1（
（

。
乃
木
は
こ
の
集
会
所
付
近
の
風
景
を
好
み
、
よ
く

散
策
し
て
い
た
と
い
う）

11
（

。

○
石
【
図
３
】（
列
品
番
号
：
７
）

乃
木
が
石
を
好
ん
で
拾
う
姿
は
し
ば
し
ば
目
撃
さ
れ
た
。
明
治
四
五
年（
一
九
一
二
）

七
月
、
学
期
試
験
後
の
茶
話
会
で
、
五
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
多
摩
川
遠
足
の
活
動
写
真

を
鑑
賞
し
た
時
の
こ
と
。「
院
長
が
河
原
に
て
従
容
と
し
て
散
歩
せ
ら
れ
、
或
は
体
を

屈
し
て
石
塊
を
拾
は
る
る
所
な
ど
、
其
の
様
実
際
を
見
る
が
如
く
、
院
長
自
身
も
其
の

余
り
に
屢
々
現
る
ゝ
を
以
て
、平
手
を
以
て
頭
を
撫
で
つ
ゝ
覧
ら
れ
た
り）

11
（

」。乃
木
は「
石

は
形
が
面
白
く
て
も
坐
る
の
で
な
く
て
は
い
か
ぬ）

11
（

」
と
語
り
、
持
ち
帰
っ
た
石
は
文
鎮

に
用
い
た
と
い
う）

11
（

。

○
文
具
類
（
墨
壺
・
蝋
石
文
鎮
・
イ
ン
ク
壺
・
筆
）（
列
品
番
号
：
10
）

歌
や
漢
詩
を
詠
み
、書
を
よ
く
し
た
乃
木
は
揮
毫
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

石
碑
な
ど
の
大
き
な
書
を
認
め
る
と
き
は
床
に
紙
を
広
げ
て
書
い
た
た
め
、
床
に
は
墨

滴
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。
前
述
の
石
は
そ
う
し
た
折
に
文
鎮
と
し
て
用
い
た
の
で
あ
ろ

う
。『

記
念
録
』
に
よ
れ
ば
、
乃
木
は
学
生
の
夏
休
み
の
日
記
や
作
文
を
読
み
、
一
人
一

人
に
添
削
の
赤
字
を
入
れ
て
指
導
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
書
物
に
は
朱
や
墨
で
印
を
つ

け
、
書
き
込
み
を
し
な
が
ら
読
み
こ
ん
で
い
る
。
書
物
へ
の
こ
だ
わ
り
は
深
く
、
自
費

出
版
を
す
る
ほ
ど
で
、『
中
興
鑑
言
』
な
ど
が
学
習
院
寄
宿
舎
に
も
寄
贈
さ
れ
、
今
に

伝
え
ら
れ
て
い
る）

11
（

。
朝
晩
に
時
間
が
あ
る
と
乃
木
は
書
物
に
目
を
通
し
、
学
生
た
ち
の

自
習
時
間
に
は
大
き
な
声
で
音
読
を
し
、
勉
学
に
励
む
姿
勢
を
示
し
て
い
た
。

い
う
。

【
図
４
】
は
寮
の
食
堂
で
用
い
ら
れ
て
い
た
碗
と
櫃
で
、
こ
れ
に
大
小
の
皿
を
あ
わ

せ
て
一
式
と
な
る
。
碗
と
皿
に
は
院
章
の
桜
を
正
面
に
配
し
、
裏
に
は
「
硬
陶
」
の
印

が
見
ら
れ
る
。
三
つ
の
碗
は
重
ね
て
櫃
内
に
収
納
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
櫃
の

蓋
に
は
「
給
養
部
」
の
焼
き
印
が
お
さ
れ
て
い
る
。

乃
木
は
食
材
の
衛
生
を
気
遣
い
、食
事
前
に
個
々
の
皿
を
確
認
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ま
た
成
長
期
の
学
生
た
ち
の
発
育
上
、
栄
養
価
と
分
量
を
大
事
に
し
、
好
き
嫌
い
は
厳

し
く
戒
め
、
ど
ん
な
も
の
で
も
食
べ
る
習
慣
を
つ
け
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
祝
祭
日
に
は

そ
の
行
事
に
相
応
す
る
食
事
や
間
食
を
出
す
よ
う
に
も
命
じ
て
い
る）

11
（

。

【図４】食器一式より、飯櫃・碗

【図３】鎌、石（展示風景より）
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課
と
し
、
初
等
学
科
六
年
の
木
剣
体
操
開
始
、
中
等
学
科
一
・
二
年
の
木
銃
教
練
開
始
、

中
等
学
科
四
年
以
上
の
行
軍
演
習
を
期
間
延
長
す
る
な
ど
、
身
体
の
発
育
に
応
じ
た
課

題
を
与
え
た
。
陸
軍
特
別
大
演
習
の
見
学
も
明
治
四
〇
年
か
ら
開
始
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
目
的
は
精
神
の
修
養
で
あ
る
と
し
て
、
明
治
四
二
年
一
月
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

「
本
院
に
て
武
課
を
教
授
す
る
目
的
は
、
軍
隊
の
如
く
武
器
を
執
り
直
接
戦
争
の
場

裡
に
立
つ
も
の
と
は
同
じ
か
ら
ず
、
武
課
訓
練
に
基
づ
き
精
神
の
修
養
を
企
図
し
、
自

ら
品
性
を
保
ち
、
以
て
厳
粛
な
る
紀
律
の
涵
養
を
得
し
め
、
他
日
指
導
監
督
の
任
に
堪

へ
し
む
る
に
在
り）

11
（

」。

乃
木
の
教
育
の
主
眼
は
、「
精
神
の
修
養
」
に
あ
っ
た
。
特
に
乃
木
は
撃
剣
（
剣
道
）

の
授
業
に
は
欠
か
さ
ず
出
て
、
自
ら
指
導
し
た
。
授
業
を
受
け
持
た
な
い
乃
木
は
、
直

接
学
生
に
教
え
る
こ
と
の
で
き
る
こ
の
時
間
を
大
切
に
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
教
え

は
勝
敗
よ
り
も
気
合
や
太
刀
筋
を
重
視
す
る
も
の
だ
っ
た
。

「
精
神
の
修
養
」
は
夏
季
休
業
中
に
も
、
游
泳
演
習
の
場
を
通
じ
て
実
践
さ
れ
た
。

学
習
院
で
は
明
治
一
三
年
（
一
八
八
〇
）
か
ら
、
夏
季
休
業
中
に
游
泳
演
習
を
お
こ

な
っ
て
い
た
。
満
一
〇
歳
以
上
の
学
生
の
う
ち
希
望
者
が
参
加
し
て
、
隅
田
川
下
流
と

両
国
の
中
州
で
演
習
を
実
施
し
て
い
た
が
、
明
治
二
四
年
か
ら
は
鎌
倉
郡
片
瀬
に
場
所

を
移
し
た
。
同
三
八
年
に
は
同
地
に
游
泳
寄
宿
舎
が
竣
工
し
、
ま
た
演
習
規
定
と
転
地

游
泳
心
得
を
制
定
し
て
、
演
習
の
た
め
の
環
境
を
整
え
た
。
乃
木
は
院
長
と
な
っ
た
明

治
四
〇
年
か
ら
こ
の
演
習
に
参
加
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
年
よ
り
乃
木
は
学
生
の
天
幕
（
テ
ン
ト
）
生
活
を
導
入
し
た
。
始
め
は

宿
舎
に
入
り
き
ら
な
い
学
生
を
収
容
し
て
い
た
が
、
翌
年
か
ら
は
中
等
学
科
以
上
の
学

生
は
天
幕
で
の
生
活
を
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
天
幕
で
生
活
を
す
る
こ
と

が
「
精
神
の
修
養
」
に
適
う
と
し
て
導
入
し
た
も
の
で
、
乃
木
自
身
も
天
幕
で
生
活
し

て
生
活
指
導
に
あ
た
っ
た
。

乃
木
は
泳
ぎ
は
得
手
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
演
習
中
は
望
遠
鏡
で
学
生
た
ち
の
様

子
を
見
守
り
、
時
に
初
等
学
科
の
学
生
を
指
導
し
た
。
晴
雨
計
（
気
圧
計
）
と
温
度
計

を
常
に
気
に
か
け
、
曇
天
で
あ
れ
ば
晴
雨
計
と
首
っ
引
き
で
気
象
を
観
測
し
、
游
泳
演

習
に
及
ぼ
す
影
響
を
気
遣
っ
て
い
た
と
い
う）

1（
（

。
本
展
に
は
乃
木
所
用
の
晴
雨
計
（
列
品

〇
軍
行
李
【
図
５
】（
列
品
番
号
：
20
）

乃
木
の
所
持
品
は
行
李
二
つ
に
入
る

程
度
で
あ
っ
た
。こ
の
行
李
は
軍
用
で
、

革
に
木
枠
を
つ
け
て
強
度
を
高
め
て
あ

り
、
蓋
の
内
側
に
は
二
つ
の
ポ
ケ
ッ
ト

が
つ
く
。「
乃
木
希
典
」
の
記
名
は
蓋

表
と
両
側
面
に
あ
る
。
乃
木
は
こ
れ
を

日
露
戦
争
の
際
に
も
使
用
し
て
い
た
と

い
う）

11
（

。
夏
季
游
泳
へ
の
携
行
品
は
、
一

方
の
行
李
に
は
毛
布
二
枚
と
襦
袢
、
袴

下
の
着
替
え
、
盥
と
薬
鑵
が
各
一
個
と

若
干
の
日
用
品
、も
う
一
方
に
は「
種
々

な
る
書
籍
が
一
杯
詰
め
て
あ
る
切
り）

11
（

」

だ
っ
た
と
い
う
。

以
上
、
遺
品
の
中
か
ら
日
用
品
を
通
し
て
乃
木
の
一
日
と
学
習
院
の
様
子
を
振
り

返
っ
た
。
学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
は
こ
の
他
に
も
洗
面
器
、
靴
ブ
ラ
シ
な
ど
、
生
活

に
密
着
し
た
品
々
が
伝
わ
り
、
乃
木
希
典
の
日
常
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

（
四
）
武
課
教
育
と
精
神
修
養

乃
木
が
学
習
院
の
教
育
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
一
つ
に
、
武
課
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ

る
。
皇
族
男
子
は
相
応
の
年
齢
に
な
る
と
陸
海
軍
の
将
官
と
な
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

い
た
。
明
治
一
四
年
（
一
八
八
一
）
に
発
せ
ら
れ
た
天
皇
の
御
沙
汰
に
お
い
て
、
華
族

は
陸
海
軍
に
従
事
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
た
め）

11
（

、
学
習
院
で
は
も
と
よ
り
武
道
や
体

操
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
現
在
の
体
育
に
あ
た
る
武
課
の
授
業
で
は
、体
操
・
柔
道
・
剣
道
・

弓
道
・
馬
術
・
遊
泳
・
射
撃
・
野
外
演
習
な
ど
が
学
齢
に
応
じ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

乃
木
は
こ
れ
ら
の
充
実
を
計
り
、
中
等
学
科
で
は
剣
道
・
柔
道
（
三
年
以
上
）
を
正

【図５】軍行李（展示風景より）
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渡
欧
日
誌）

11
（

」
は
、
同
年
二
月
一
四
日
に
正
式
な
随
行
員
の
辞
令
が
発
表
さ
れ
た
後
、
四

月
一
二
日
の
出
発
ま
で
の
準
備
期
間
か
ら
、
帰
国
後
の
各
国
へ
礼
状
を
発
送
に
至
る
ま

で
の
、
渡
欧
に
関
す
る
詳
細
な
記
録
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
渡
欧
前
の
準
備
と
し
て
、
随
行
員
一
同
は
度
々
東
伏
見
宮
邸
に
参

集
し
打
合
せ
を
行
い
、
ま
た
、
各
個
で
も
旅
程
や
物
品
に
関
す
る
手
配
、
各
関
係
者
へ

の
挨
拶
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。
天
皇
皇
后
か
ら
の
贈
呈
品
以
外
に
、
乃
木
も
独
自
に
現

地
の
人
々
へ
の
贈
呈
品
を
用
意
し
た
よ
う
だ
。
今
回
展
示
し
た
品
に
関
す
る
と
こ
ろ
で

は
、
前
述
の
「
乃
木
大
将
渡
欧
日
誌
」
二
月
二
〇
日
に
「
本
日
御
前
九
時
乃
木
大
将
ヲ

学
習
院
ニ
訪
ヒ
旅
行
準
備
ニ
関
ス
ル
詳
細
ノ
指
示
ヲ
受
ケ
午
後
…
（
中
略
）
弥
左
エ
門

町
宮
本
商
工
及
三
越
ニ
到
リ
土
産
品
ノ
考
案
ヲ
命
ズ
」
と
あ
り
、二
月
二
三
日
に
は
「
本

日
土
産
品
ト
シ
テ
三
越
美
術
部
ニ
「
ボ
ン
ボ
ン
入
」
百
個
ヲ
宮
本
商
工
ニ
紋
章
附
巻
煙

草
入
三
拾
個
ヲ
注
文
ス
」
と
記
述
さ
れ
る
。

展
示
し
た
銀
製
煙
草
入
（
列
品
番
号
：
24
、
乃
木
神
社
蔵
）
は
、
本
体
表
中
央
に
乃

木
家
の
家
紋
を
配
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、
内
側
に
は
「
為
記
念
贈
呈
／
明
治
四
十
四
年
／

乃
木
希
典
」
の
文
字
が
彫
ら
れ
、
付
属
の
箱
に
は
「M

IY
A
M

O
T
O

SH
O
K
O

／
京

橋
区
弥
左
衛
門
町
二
番
地
／
貴
金
属
美
術
品
宮
本
商
工
」
の
札
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
意

匠
、
為
書
、
年
紀
、
製
作
会
社
の
情
報
が
全
て
日
誌
の
記
述
と
も
合
致
す
る
た
め
、
こ

の
銀
製
煙
草
入
は
渡
欧
に
あ
た
り
乃
木
か
ら
指
示
を
受
け
た
吉
田
中
佐
が
、
そ
の
日
の

内
に
宮
本
商
工
を
訪
ね
て
現
地
へ
の
手
土
産
品
の
考
案
を
命
じ
、
さ
ら
に
三
日
後
に
は

乃
木
家
の
紋
章
を
入
れ
る
指
定
を
し
発
注
し
た
巻
煙
草
入
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
日
誌

に
は
、
英
国
で
の
戴
冠
式
後
の
七
月
一
二
日
、
乃
木
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ヴ
ァ
イ
ス
キ

ル
ヒ
ェ
ン
の
士
官
学
校
で
、
年
に
一
度
の
学
生
の
競
馬
大
会
を
参
観
し
た
際
に
、
そ
の

「
賞
品
ト
シ
テ
銀
製
煙
草
入
三
個
ヲ
贈
ル
大
将
の
紀
年
品
を
得
タ
ル
学
生
ハ
歓
喜
極
リ

ナ
ク
大
将
帰
維
ノ
後
礼
電
ヲ
送
」
っ
た
と
、
実
際
に
贈
呈
さ
れ
た
例
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。銀

製
巻
煙
草
入
と
並
び
記
述
さ
れ
る
三
越
製
の
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
該

当
す
る
も
の
が
不
明
だ
が
、
今
回
の
展
示
で
は
、
特
別
出
陳
と
し
て
「
銀
製
八
稜
鏡
形

人
物
文
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
」（
口
絵
７
）（
列
品
番
号
：
☆
、
個
人
蔵
）
を
展
示
し
た
。

制
作
年
代
は
、
そ
の
造
り
か
ら
、
明
治
末
～
大
正
初
期
頃
と
思
わ
れ
る
。
八
稜
鏡
は
、

番
号
：
27
、
乃
木
神
社
蔵
）
を
展
示
し
た
。
こ
れ
は
明
治
四
四
年
、
英
国
王
の
戴
冠
式

に
出
席
す
る
東
伏
見
宮
依
仁
親
王
に
随
行
し
て
渡
欧
し
た
際
に
購
入
し
た
も
の
だ）

11
（

と
い

う
。游

泳
場
か
ら
は
富
士
が
一
望
で
き
、
乃
木
は
「
仰
ぎ
み
れ
ば
心
も
い
と
ゝ
す
み
わ
た

る
旭
て
り
そ
ふ
富
士
の
神
山
」
と
い
う
歌
を
詠
ん
で
い
る）

11
（

。
明
治
四
〇
年
に
は
、
こ
の

歌
と
富
士
を
描
い
た
乃
木
自
筆
の
絵
葉
書）

11
（

が
記
念
と
し
て
作
成
さ
れ
た
。
以
後
、
游
泳

記
念
絵
葉
書
は
恒
例
と
な
り
、
参
加
者
に
配
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た）

11
（

。

学
習
院
初
等
科
蔵
の
「
学
習
院
初
等
学
科
游
泳
記
録
」
に
は
、
游
泳
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
内
容
、
参
加
者
な
ど
の
詳
細
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
右
の
絵
葉
書
も
含
ま
れ
、
游

泳
期
間
中
に
乃
木
が
学
生
の
た
め
に
講
演
し
た
内
容
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
学
習
院

の
游
泳
場
は
、
そ
の
後
明
治
四
五
年
に
沼
津
に
移
転
さ
れ
、
以
降
現
在
に
至
る
ま
で
、

游
泳
は
同
地
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

（
五
）
英
国
王
戴
冠
式
と
世
界
の
学
校
視
察

乃
木
が
学
習
院
長
在
任
中
の
明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）、同
盟
国
で
あ
っ
た
英
国
で
、

新
王
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
の
戴
冠
式
が
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
日
本
か
ら
は
、
天

皇
皇
后
の
名
代
と
し
て
東
伏
見
宮
依よ

り
ひ
と仁

親
王
・
周か

ね

子こ

妃
が
出
席
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ

の
随
行
員
と
し
て
軍
事
参
議
官
陸
軍
大
将
乃
木
希
典
、
同
海
軍
大
将
東
郷
平
八
郎
、
他

数
名
が
渡
欧
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
乃
木
が
随
行
員
と
な
っ
た
経
緯
は
第
二
章
に
後
述

す
る
）。

当
時
の
宮
内
省
の
記
録
「
外
交
接
待
録
」（
宮
内
公
文
書
館
蔵
、
識
別
番
号
：

11002

）
第
八
号
及
び
第
一
一
号
に
よ
れ
ば
、
渡
欧
に
あ
た
り
、
外
交
の
た
め
の
贈
呈

品
と
し
て
、
天
皇
か
ら
英
国
皇
帝
（
王
）
に
は
「
大
勲
位
菊
花
章
頸
飾
」
が
、
皇
后
か

ら
英
国
皇
后
（
王
妃
）
に
は
「
御
紋
付
蒔
絵
手
箱
躑
躅
ニ
孔
雀
模
様
」
が
用
意
さ
れ
た
。

ま
た
、「
宮
内
省
省
報
」（
宮
内
公
文
書
館
蔵
、
識
別
番
号
：77882

「
明
治
天
皇
以
後

皇
族
実
録282

」
よ
り
）
に
よ
れ
ば
、
各
随
行
員
に
は
旅
費
其
他
の
費
用
が
下
賜
さ
れ
、

乃
木
と
東
郷
は
、
こ
の
時
八
千
五
百
円
を
賜
っ
て
い
る
。

随
行
員
の
一
人
、
陸
軍
砲
兵
中
佐
の
吉
田
豊
彦
が
記
録
し
た
と
さ
れ
る
「
乃
木
大
将
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新
事
情
を
視
察
し
、
新
し
い
教
育
法
を
取
り
入
れ
る
と
い
う
試
み
も
行
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。

な
お
、
渡
欧
に
関
わ
る
資
料
と
し
て
、
本
展
で
は
渡
航
中
に
洋
上
か
ら
学
習
院
初
等

学
科
へ
宛
て
た
絵
葉
書
も
展
示
し
た
（
列
品
番
号
：
26
）。
本
稿
で
は
出
品
し
な
か
っ

た
も
の
も
含
め
て
全
八
点
を
〈
表
2
〉
に
ま
と
め
た
。

（
六
）
乃
木
院
長
の
訓
示

学
習
院
の
教
育
に
は
一
般
的
な
学
業
だ
け
で
な
く
品
性
の
淘
治
が
重
要
で
あ
る

と
意
見
し
た
乃
木
は
、
折
に
ふ
れ
て
学
生
に
訓
話
を
し
た
。
本
展
に
出
品
し
た
「
乃
木

院
長
の
初
等
学
科
訓
示
要
項
」（
列
品
番
号
：
14
、
学
習
院
初
等
科
蔵
）
は
、
乃
木
が

院
長
在
任
中
に
学
生
に
折
々
与
え
た
訓
示
の
中
か
ら
代
表
的
な
も
の
を
ま
と
め
、
箇
条

書
き
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
訓
示
要
項
は
、
初
等
学
科
で
は
太
平
洋
戦
争
が
終
わ

る
ま
で
毎
年
全
学
生
に
配
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
内
容
は
『
乃
木
院
長
記
念
録
』
に
掲
載

さ
れ
た
事
項
に
準
じ
て
い
る
た
め
、
同
書
よ
り
紹
介
す
る）

11
（

。

　
　

一
、
口
を
結
べ
。
口
を
開
い
て
居
る
や
う
な
人
間
は
心
に
も
し
ま
り
が
な
い
。

　
　

二
、
眼
の
つ
け
方
に
注
意
せ
よ
。
始
終
き
よ
ろ
〳
〵
し
て
居
る
の
は
心
の
定
ま
ら

な
い
証
拠
で
あ
る
。

　
　

三
、
敬
礼
の
時
は
先
方
を
よ
く
注
視
せ
よ
。

　
　

四
、
自
分
の
家
の
紋
所
、
家
柄
、
先
祖
の
こ
と
は
よ
く
聞
い
て
忘
れ
な
い
や
う
に

し
て
置
け
。
先
祖
の
祭
は
大
切
で
あ
る
ぞ
。

　
　

五
、
男
子
は
男
子
ら
し
く
な
く
て
は
い
か
ん
。
弁
当
の
風
呂
敷
で
も
赤
い
の
や
美

し
い
模
様
の
あ
る
の
を
喜
ぶ
や
う
で
は
駄
目
だ
。

　
　

六
、
決
し
て
贅
沢
を
す
る
な
。
贅
沢
ほ
ど
人
を
馬
鹿
に
す
る
も
の
は
な
い
。

　
　

七
、
人
力
車
に
は
成
る
べ
く
乗
る
な
。
家
で
人
力
車
を
よ
こ
し
て
も
乗
ら
な
い
で

帰
る
位
に
せ
よ
。

　
　

八
、
寒
中
水
で
顔
を
洗
ふ
も
の
は
幾
人
あ
る
か
。
湯
で
洗
ふ
や
う
で
は
い
か
ん
。

　
　

九
、
寒
い
時
は
暑
い
と
思
ひ
、
暑
い
時
は
寒
い
と
思
へ
。

縁
が
八
弁
菱
花
形
を
し
た
銅
鏡
の
こ
と
で
、
日
本
で
は
奈
良
・
平
安
時
代
に
は
そ
の
存

在
が
認
め
ら
れ
る
古
典
的
な
道
具
類
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
は
、
蓋

表
の
鏡
面
部
分
に
、
東
伏
見
宮
依
仁
親
王
と
周
子
妃
の
姿
が
並
ん
で
写
し
出
さ
れ
る
趣

向
と
な
っ
て
い
る
。
ボ
ン
ボ
ニ
エ
ー
ル
に
は
様
々
な
造
形
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
写
真
を
利
用
し
た
も
の
は
他
に
類
例
が
な
い
。
二
人
の
像
の
部
分
は
、
ま

る
で
金
属
に
直
接
印
刷
し
て
あ
る
よ
う
で
、
拡
大
す
る
と
こ
の
像
が
無
数
の
点
の
集
合

体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
日
本
に
入
っ
て
き
て
実
用
化
さ
れ
た
写
真

平
版
な
ど
の
写
真
製
版
の
新
技
術
を
応
用
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
英
国
王
戴
冠
式
記
念
絵
葉
書
」（
口
絵
６
）（
列
品
番
号
：
25
）
に
使
用
さ
れ
た
依
仁

親
王
・
周
子
妃
の
写
真
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
た
め
、
こ
の
点
か
ら
も
、
明
治
四
四
年
に

近
い
年
代
の
製
作
と
推
測
さ
れ
る
。

日
誌
を
み
る
と
、
乃
木
は
ま
た
、
渡
欧
前
に
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
シ
ア
各
国
の

駐
日
大
使
の
元
を
訪
問
し
、
戴
冠
式
後
の
各
国
視
察
の
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
学
校

や
軍
隊
を
参
観
で
き
る
よ
う
依
頼
し
て
ま
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
三

月
二
八
日
に
は
、
ロ
シ
ア
大
使
に
「
露
国
ノ
貴
族
学
校
ハ
世
界
ニ
於
ケ
ル
貴
族
学
校
ノ

好
模
範
タ
ル
ヲ
以
テ
是
非
参
観
シ
タ
キ
コ
ト
其
他
一
部
ノ
軍
隊
及
学
校
ヲ
見
学
シ
タ

キ
コ
ト
」
と
し
て
交
渉
し
、
ロ
シ
ア
側
の
快
諾
を
得
て
い
る
。
四
月
一
二
日
か
ら
八
月

二
八
日
の
約
四
ヵ
月
半
に
渡
る
渡
欧
中
に
は
、
各
寄
港
地
で
現
地
の
学
校
や
日
本
人
学

校
を
見
学
し
、
戴
冠
式
後
は
、
英
国
の
名
門
イ
ー
ト
ン
や
ボ
ー
イ
・
ス
カ
ウ
ト
、
近
隣

諸
国
の
貴
族
学
校
・
普
通
学
校
・
士
官
学
校
な
ど
、
あ
わ
せ
て
二
〇
校
以
上
も
の
学
校

視
察
を
行
っ
た
。
ま
た
、
英
国
の
ボ
ー
イ
・
ス
カ
ウ
ト
に
つ
い
て
は
、
戴
冠
式
後
の
視

察
で
見
学
し
た
天
幕
張
り
や
救
護
演
習
等
の
様
々
な
競
技
に
感
動
し
、
現
地
の
学
生
の

前
で
講
演
す
る
一
幕
も
設
け
ら
れ
、
帰
国
後
の
学
習
院
の
生
徒
へ
の
講
演
で
も
そ
の
様

子
に
触
れ
て
い
る
。
創
立
者
の
ベ
ー
デ
ン
・
パ
ウ
エ
ル
中
将
が
初
め
て
ボ
ー
イ
・
ス
カ

ウ
ト
の
実
験
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た
明
治
四
〇
年
八
月
、
院
長
に
な
っ
た
ば
か
り
の
乃
木

も
学
習
院
の
沼
津
游
泳
に
学
生
の
天
幕
生
活
を
導
入
し
て
お
り
、
英
国
に
お
け
る
ボ
ー

イ
・
ス
カ
ウ
ト
の
参
観
は
、
乃
木
が
模
索
し
て
い
た
教
育
法
に
大
い
に
参
考
に
な
っ
た

と
見
え
る
。
翌
年
か
ら
は
現
地
で
見
学
し
た
競
技
の
一
つ
〝
木
銃
教
練
〟
を
学
習
院
の

授
業
に
取
り
入
れ
た
。
乃
木
は
こ
の
よ
う
に
、
学
習
院
長
と
し
て
、
世
界
の
教
育
の
最
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（
七
）
乃
木
の
自
刃
と
そ
の
後

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
九
月
一
三
日
、
明
治
天
皇
の
大
喪
儀
の
日
。
こ
の
朝
、
乃

木
は
写
真
士
の
秋
尾
新
六
を
自
邸
に
呼
び
、
正
装
の
写
真
を
撮
影
し
て
い
る
。
こ
の
時

撮
影
さ
れ
た
一
枚
に
、
新
聞
を
読
む
姿
の
写
真
【
図
６
】
が
あ
る
。

乃
木
は
右
目
が
遠
視
、
左
目
は
若
い
頃
の
怪
我
に
よ
り
視
力
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

と
い
う
。
し
か
し
普
段
は
裸
眼
で
問
題
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
乃
木
が
眼
鏡
を
か
け
て

い
る
写
真
は
少
な
い
。

今
回
展
示
し
た
【
図
７
】
の
眼
鏡
（
列
品
番
号
：
９
）
は
、【
図
６
】
の
写
真
で
乃

木
が
か
け
て
い
る
眼
鏡
と
比
較
す
る
と
、
形
や
つ
る
の
曲
げ
具
合
か
ら
見
て
同
一
の
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　
　

一
〇
、
破
れ
た
着
物
を
其
の
儘
着
て
居
る
の
は
恥
だ
が
、
そ
こ
を
つ
ぎ
を
し
て
繕

つ
て
着
る
の
は
決
し
て
恥
で
は
な
い
。
い
や
恥
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。

　
　

一
一
、
恥
を
知
れ
。
道
に
は
づ
れ
た
こ
と
を
し
て
、
恥
を
知
ら
な
い
も
の
は
禽
獣

に
劣
る
。

　
　

一
二
、
健
康
の
時
は
無
理
の
出
来
る
や
う
体
を
鍛
錬
せ
よ
。
け
れ
ど
も
一
旦
病
気

に
な
つ
た
ら
、
医
者
の
い
ふ
こ
と
を
よ
く
き
け
。

　
　

一
三
、
洋
服
や
靴
は
大
き
く
作
れ
。
格
好
な
ど
は
か
ま
ふ
な
。

　
　

一
四
、
学
習
院
の
学
生
は
成
る
た
け
陸
海
軍
人
に
な
れ
と
は
、
陛
下
の
御
沙
汰
で

あ
る
か
ら
、
体
の
丈
夫
な
も
の
は
、
な
る
べ
く
軍
人
に
な
ら
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
け
れ
ど
も
生
れ
つ
き
体
の
弱
い
も
の
も
あ
り
、
又
い
ろ
〳
〵
の
事

情
で
軍
人
に
な
れ
な
い
も
の
も
あ
ら
う
。
之
も
仕
方
が
な
い
が
、
何
に
な

る
に
も
御
国
の
た
め
に
役
に
立
つ
人
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
の

た
め
に
役
に
立
た
な
い
者
、
或
は
国
の
害
に
な
る
や
う
な
人
間
は
、
死
ん

で
し
ま
つ
た
方
が
よ
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
訓
示
に
関
わ
っ
て
、
裕
仁
親
王
が
初
等
学
科
に
通
っ
て
い
た
頃
の
有
名
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
破
れ
た
洋
服
や
靴
下
が
新
し
い
も
の
に
取
り
か
え
ら
れ
て
い
る

と
、「
院
長
閣
下
は
継
ぎ
の
当
た
っ
た
の
を
着
る
の
は
恥
で
は
な
い
と
仰
っ
た
。
穴
が

開
い
た
の
は
継
ぎ
を
当
て
て
お
く
よ
う
に
」
と
命
じ
、
継
ぎ
の
当
た
っ
た
正
服
を
誇
ら

し
げ
に
着
て
い
た
、
と
い
う
も
の
だ）

11
（

。
乃
木
の
質
実
剛
健
の
教
育
方
針
は
こ
の
訓
示
要

項
に
如
実
に
表
れ
て
お
り
、
ま
た
学
生
に
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

乃
木
は
個
々
の
学
生
に
も
「
揮
毫
」
と
い
う
形
で
訓
示
を
与
え
た）

11
（

。
揮
毫
は
主
に
初

等
学
科
の
学
生
に
流
行
し
、
扇
面
に
乃
木
の
書
を
も
ら
っ
た
と
い
う
。
そ
の
内
容
は
漢

文
や
論
語
、漢
籍
、古
典
書
籍
か
ら
採
ら
れ
て
い
た
。本
展
に
は
そ
う
し
た
扇
の
一
つ（
列

品
番
号
：
34
）
を
展
示
し
た
。
扇
面
に
は
「
立
身
行
道
」
で
始
ま
る
「
考
経
」
の
一
節

が
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

【図６】乃木希典・夫人静子（明治45年９月31日撮影）
当館蔵

【図７】眼鏡
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催
さ
れ
た
乃
木
追
悼
行
事
の
様
子
や
、「
忠
臣
」「
軍
神
」
と
い
っ
た
乃
木
イ
メ
ー
ジ
が

社
会
の
中
で
増
幅
・
再
生
産
さ
れ
て
い
く
過
程
を
詳
細
に
検
証
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ

ろ
う
。

本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
①
東
京
朝
日
新
聞
と
②
国
民
新
聞
に
加
え
て
、
特
徴

の
著
し
い
⑳
地
方
各
新
聞
の
三
冊
に
つ
い
て
の
み
、
内
容
目
次
の
一
覧
表
〈
表
３
〉
を

掲
載
す
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

遺
さ
れ
た
辞
世
歌
や
遺
書
か
ら
、
乃
木
の
死
は
「
殉
死
」
と
も
言
わ
れ
た
。
幕
末
に

生
ま
れ
、
明
治
と
い
う
時
代
を
駆
け
軍
人
の
最
高
位
・
陸
軍
大
将
と
な
り
、
天
皇
の
信

頼
を
受
け
、
そ
の
治
世
の
終
わ
り
と
と
も
に
自
ら
世
を
去
っ
た
乃
木
の
選
択
は
、
近
代

化
が
進
ん
だ
明
治
末
の
時
代
に
お
い
て
、
稀
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
当
時
の
作
家

や
芸
術
家
の
創
作
活
動
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。
乃
木
の
死
と
い
う
事
件
は
、
森
鴎

外
の
短
編
『
興
津
弥
五
衛
門
の
遺
書
』
や
夏
目
漱
石
の
『
こ
こ
ろ
』
な
ど
小
説
に
題
材

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、各
地
で
多
く
の
乃
木
像
が
制
作
さ
れ
た
。
前
掲
吉
廣
論
文「
遺

書
と
そ
の
周
辺
」
で
も
そ
の
一
部
を
取
り
上
げ
た
が
、
今
回
の
展
示
で
は
二
体
の
乃
木

の
銅
像
を
展
示
し
た
。
渡
辺
長
男
原
型
・
岡
崎
雪
聲
鋳
造
「
乃
木
希
典
胸
像
」（
列
品

番
号
：
44
、
学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
蔵
）
と
、
本
山
白
雲
原
型
・
阿
部
胤
齋
鋳
造
「
乃

木
希
典
胸
像
」（【
図
８
】
列
品
番
号
：
43
、
個
人
蔵
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
乃
木
が

な
く
な
っ
た
そ
の
年
の
う
ち
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
山
白
雲
（
一
八
七
一
─
一
九
五
二
）
は
、
土
佐
出
身
の
彫
塑
家
で
、
明
治
か
ら
昭

和
に
か
け
、
幕
末
の
志
士
や
明
治
の
元
勲
の
銅
像
原
型
を
数
多
く
作
っ
た
人
物
で
あ

る
。
土
佐
藩
の
旧
主
・
伊
賀
陽
太
郎
や
岩
村
通
俊
男
爵
の
援
助
を
受
け
、
明
治
二
一
年

（
一
八
八
八
）
高
村
光
雲
に
弟
子
入
り
し
、
東
京
美
術
学
校
の
学
生
と
な
り
、
光
雲
の

助
手
と
し
て
皇
居
外
苑
の
楠
正
成
像
や
、
上
野
公
園
西
郷
南
洲
翁
像
（
西
郷
隆
盛
像
）

の
原
型
制
作
に
も
携
わ
っ
た
。
後
、
彫
塑
科
教
授
の
長
沼
守
敬
に
師
事
し
、
彫
塑
の
道

へ
進
ん
だ
。
桂
浜
の
坂
本
龍
馬
像
や
、
国
会
議
事
堂
の
伊
藤
博
文
像
な
ど
の
作
例
が
あ

り
、
史
料
館
所
蔵
の
資
料
群
で
あ
る
山
階
宮
芳
麿
博
士
旧
蔵
資
料
の
一
つ
で
、
大
正
時

代
に
皇
后
（
貞
明
皇
后
）
か
ら
山
階
芳
麿
侯
爵
に
下
賜
さ
れ
た
「
銅
製
瓢
箪
蜻
蛉
瓶
」

も
こ
の
白
雲
の
作
で
あ
る
。（
詳
細
は
史
料
館
発
行
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
レ
タ
ー
№
29
」

を
参
照
の
こ
と
）。
が
、白
雲
の
制
作
し
た
銅
像
や
そ
の
原
型
は
、戦
時
の
金
属
供
出
や
、

午
後
八
時
、
宮
城
を
出
発
し
た
天
皇
の
棺
が
、
大
喪
儀
の
会
場
と
な
っ
た
青
山
練
兵

場
へ
向
か
う
頃
、
乃
木
は
赤
坂
の
自
邸
に
お
い
て
、
辞
世
歌
「
う
つ
し
世
を
神
さ
り

ま
し
ゝ
大
君
の
み
あ
と
し
た
ひ
て
我
は
ゆ
く
な
り
」
や
、
関
係
者
へ
複
数
の
遺
書
を

遺
し
、
自
刃
し
た
（
こ
の
辺
り
は
前
掲
論
文
「
遺
書
と
そ
の
周
辺
」
に
詳
し
い
）。
そ

の
報
せ
は
、
す
ぐ
に
青
山
の
大
喪
儀
会
場
と
学
習
院
に
も
た
ら
さ
れ
、
翌
日
か
ら
は
新

聞
各
紙
に
よ
り
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
。

学
生
か
ら
慕
わ
れ
た
乃
木
の
自
刃
は
、
学
習
院
内
に
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
、
学
生

ら
は
自
発
的
に
通
夜
を
営
ん
だ
。
乃
木
の
没
後
、
顕
彰
活
動
が
進
む
中
で
、
学
習
院
に

お
い
て
は
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
『
乃
木
院
長
記
念
写
真
帖
』、翌
年
に
は
教
職
員
・

学
生
の
談
話
を
ま
と
め
た
『
乃
木
院
長
記
念
録
』
を
編
纂
・
出
版
し
た
。
当
時
の
学
生

や
教
職
員
が
語
る
学
習
院
長
・
乃
木
希
典
の
姿
は
、
教
育
者
と
し
て
の
乃
木
の
横
顔
を

鮮
明
に
伝
え
て
い
る
。
本
稿
も
こ
れ
ら
の
本
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
こ
の
中
か
ら
採

り
上
げ
て
語
り
た
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
尽
き
な
い
。

ま
た
学
習
院
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
は
、
乃
木
の
自
刃
後
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
す
な
わ

ち
大
正
元
年
～
二
年
の
間
に
、
新
聞
各
紙
に
掲
載
さ
れ
た
乃
木
お
よ
び
学
習
院
に
関
す

る
記
事
切
抜
を
各
社
ご
と
に
綴
っ
た
「
故
乃
木
院
長
ニ
関
ス
ル
事
項
」
と
題
す
る
冊
子

が
二
〇
冊
遺
さ
れ
て
お
り
、
本
展
で
も
一
部
を
紹
介
し
た
（
列
品
番
号
：
42
）。

記
事
が
切
り
抜
か
れ
た
新
聞
を
冊
子
毎
に
挙
げ
る
と
、
①
東
京
朝
日
新
聞
、
②
国
民

新
聞
、
③
時
事
新
報
、
④
中
央
新
聞
、
⑤
中
外
商
業
新
報
、
⑥
東
京
日
日
新
聞
、
⑦
日

本
新
聞
、
⑧
二
六
新
報
、
⑨
報
知
新
聞
、
⑩
東
京
毎
夕
新
聞
・
東
京
毎
日
新
聞
、
⑪
都

新
聞
、
⑫
や
ま
と
新
聞
、
⑬
読
売
新
聞
、
⑭
万
朝
報
、
⑮
大
阪
朝
日
新
聞
、
⑯
大
阪
時

事
新
報
、
⑰
大
阪
新
報
、
⑱
大
阪
日
々
新
聞
、
⑲
大
阪
毎
日
新
聞
、
以
上
の
在
京
・
在

阪
の
大
手
各
紙
を
網
羅
し
て
い
る
ほ
か
、
⑳
地
方
各
新
聞
を
集
成
し
た
も
の
も
あ
る
。

と
く
に
⑳
地
方
各
新
聞
に
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
の
日
本
内
地
は
も
と

よ
り
朝
鮮
・
台
湾
・
樺
太
の
地
域
紙
も
含
め
て
、
六
〇
を
越
え
る
新
聞
か
ら
記
事
が
切

り
抜
か
れ
て
お
り
、
そ
の
収
集
範
囲
は
驚
異
的
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
①
～
⑲
の
各

冊
も
、
各
紙
か
ら
恐
ら
く
ほ
ぼ
遺
漏
無
く
採
取
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
記
事
の
量
は
膨
大

で
あ
り
、
そ
の
点
で
も
稀
有
な
史
料
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
乃
木

の
「
殉
死
」
を
め
ぐ
る
様
々
が
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
各
地
に
伝
播
す
る
様
相
、
各
地
で
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第
二
章

乃
木
院
長
時
代
の
学
習
院
に
関
す
る
史
料
紹
介

本
章
で
は
、
本
展
の
準
備
過
程
に
お
い
て
行
っ
た
調
査
・
研
究
の
結
果
、
得
ら
れ
た

知
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
。
収
集
し
た
史
資
料
の
紹
介
が
中
心
と
な
る
が
、
従
来
紹
介

が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
、
ま
た
は
本
展
の
準
備
過
程
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
も
の
を

中
心
に
と
り
あ
げ
て
い
く
。

（
一
）
乃
木
院
長
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

本
展
で
は
、
展
示
品
に
関
連
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
小
パ
ネ
ル
を
展
示
室
の

各
所
に
配
置
し
た
。
本
節
で
は
、
こ
れ
ら
エ
ピ
ソ
ー
ド
パ
ネ
ル
の
内
容
に
つ
い
て
引
用

箇
所
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
文
字
数
の
関
係
で
省
略
し
た
内
容
や
、
調
査
の
過
程
で

判
明
し
た
事
項
も
含
め
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

１
．
乃
木
坂
の
起
源

乃
木
は
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
以
来
、
赤
坂
新
坂
町
（
現
・
港
区
赤
坂
八
丁
目
）

に
邸
宅
を
か
ま
え
て
お
り
、
乃
木
が
自
刃
し
た
の
も
こ
の
邸
宅
の
一
室
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
乃
木
邸
は
東
京
市
に
寄
附
さ
れ
て
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
乃
木

神
社
が
創
建
さ
れ
て
、
乃
木
を
顕
彰
す
る
場
所
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
敷

地
の
南
隣
に
接
す
る
坂
は
、
江
戸
時
代
に
は
行
合
坂
な
い
し
幽
霊
坂
と
呼
ば
れ
て
い
た

が
、
乃
木
の
自
刃
後
に
「
乃
木
坂
」
と
改
称
さ
れ
、
現
在
に
は
広
く
坂
名
と
し
て
人
口

に
膾
炙
し
て
い
る
。
こ
の
乃
木
坂
の
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
、
史
料
に
基
づ
い
て
検
討

し
て
み
た
い
。

乃
木
坂
と
い
う
名
前
を
提
唱
し
た
初
出
と
み
ら
れ
る
の
は
、
明
治
三
九
年

（
一
九
〇
六
）
一
月
一
五
日
に
、
原
田
稔
甫
と
い
う
人
物
が
『
中
央
新
聞
』
に
寄
せ
た

投
書
で
あ
る）

11
（

。

　
　

○
乃
木
坂

赤
坂
新
坂
町
な
る
乃
木
大
将
邸
宅
の
附
近
に
幽
霊
坂
と
い
ふ
が
あ

こ
れ
を
悲
観
し
た
白
雲
本
人
が
自
宅
保
管
の
原
型
を
自
ら
破
壊
し
た
こ
と
も
あ
り
、
鋳

造
し
た
銅
像
の
多
く
が
失
わ
れ
た
作
家
で
あ
る
。

今
回
展
示
し
た
白
雲
原
型
の
乃
木
希
典
胸
像
は
、
読
売
新
聞
社
に
よ
っ
て
制
作
を
企

画
、
受
注
販
売
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
読
売
新
聞
に
は
そ
の
広
告
や
関
連
記
事
が
見

ら
れ
る
。
乃
木
が
自
刃
し
た
二
日
後
の
九
月
一
五
日
に
は
製
作
の
旨
と
そ
の
詳
細
が
紙

上
で
発
表
さ
れ
、
製
作
完
了
期
は
一
一
月
三
〇
日
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
〇
月
一

日
の
紙
面
で
は
、「
乃
木
大
将
の
銅
像
」
の
タ
イ
ト
ル
で
白
雲
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
白
雲
は
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
旅
順
表
忠
塔

の
模
型
を
製
作
し
て
以
来
乃
木
と
親
交
が
あ
り
、
肖
像
制
作
を
約
束
、
片
瀬
で
游
泳
中

の
乃
木
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
そ
れ
を
も
と
に
原
型
を
制
作
し
た
の
が
、こ
の
銅
像
で
あ
る
。

銅
像
原
型
の
制
作
の
様
子
を
見
学
し
に
き
た
岩
村
通
俊
男
爵
か
ら
は
、「
実
に
将
軍
そ
っ

く
り
」
と
の
言
が
出
た
と
い
う
。
銅
像
の
製
作
に
関
す
る
情
報
と
と
も
に
、
乃
木
と
白

雲
の
二
人
に
面
識
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。

以
上
、
第
一
章
で
は
展
示
を
概
観
し
な
が
ら
、
個
々
の
資
料
に
つ
い
て
調
査
に
よ
り

新
た
に
判
明
し
た
知
見
な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
紹
介
し
た
。

【図８】本山白雲原型・阿部胤齋鋳造
乃木希典胸像
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年
八
月
末
、
第
一
〇
代
学
習
院
長
に
就
く
の
は
翌
年
一
月
末
の
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
原
田
が
乃
木
坂
を
提
唱
し
た
時
点
で
は
、
乃
木
と
直
接
関
係
す
る
こ
と
に
な
ろ
う

と
は
予
想
外
の
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
附
言
す
れ
ば
、
原
田
は
明
治
四
〇
年

（
一
九
〇
七
）
一
二
月
に
学
習
院
を
非
職
と
な
る
が
、
そ
の
理
由
は
乃
木
院
長
の
教
育

方
針
と
馬
が
合
わ
な
い
と
み
ら
れ
た
下
田
歌
子
が
女
学
部
長
を
辞
職
し
た
こ
と
に
連
袂

し
た
た
め
で
あ
っ
た）

11
（

。
乃
木
坂
の
提
唱
者
が
、
二
年
と
経
た
ず
乃
木
そ
の
人
と
対
立
す

る
よ
う
な
形
と
な
っ
た
こ
と
に
な
り
、
皮
肉
と
言
う
ほ
か
な
い
。

さ
て
、
こ
の
原
田
に
よ
る
提
案
の
後
、
い
く
つ
か
の
新
聞
記
事
か
ら
、
乃
木
坂
の
名

前
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
例
え
ば
、
明
治
三
九
年
七
月

二
三
日
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
、
赤
坂
檜
町
に
新
校
舎
を
建
設
し
た
高

等
女
子
實
脩
学
校
の
参
観
記
で
は
、
そ
の
場
所
を
「
新
名
乃
木
坂
（
乃
木
将
軍
が
其
附

近
に
居
ら
る
ゝ
故
に
爾
名
づ
く
）
の
上
に
在
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
明
治
四
一

年
一
二
月
三
日
の
同
紙
に
は
、「
東
京
新
名
所
」
と
し
て
東
郷
坂
と
乃
木
坂
を
併
せ
て

紹
介
し
た
記
事
が
あ
る
。
次
に
掲
げ
た
い）

11
（

。

　
　

▲
東
郷
坂

麹
町
区
上
六
番
町
の
小
阪
路
、
別
に
名
も
な
か
り
し
を
日
露
役
大
捷

の
結
果
威
名
隆
々
た
る
東
郷
大
将
の
邸
宅
が
坂
の
中
途
に
あ
る
を
以
て
、
東
郷
坂

の
称
を
得
る
に
至
れ
り
。
当
時
講
話
談
判
に
赫
々
の
功
あ
り
し
桂
首
相
小
村
大
使

等
の
居
住
地
を
も
、
桂
町
と
か
小
村
坂
と
か
名
づ
け
ん
と
云
出
せ
し
も
の
あ
り
し

も
殴
ら
れ
て
止
め
た
り
。

　
　

▲
乃
木
坂

乃
木
将
軍
邸
に
近
き
赤
坂
新
坂
町
の
坂
に
て
、
是
も
戦
捷
の
結
果
将

軍
の
威
望
を
現
は
し
た
る
な
り
。
去
れ
ど
二
百
三
高
地
ほ
ど
に
高
か
ら
ず
、
戦
功

に
誇
ら
ぬ
将
軍
の
鼻
と
同
様
何
方
か
と
云
へ
ば
低
い
方
な
り
。
俗
に
幽
霊
坂
と
呼

ぶ
縁
故
に
よ
り
ロ
ス
ケ
の
幽
霊
で
も
現
れ
た
な
ら
、
お
で
ん
屋
の
出
る
程
見
物
人

の
賑
ふ
べ
き
に
惜
し
い
か
な
其
噂
も
な
し
。

こ
の
記
事
か
ら
二
つ
の
点
が
興
味
深
い
。
第
一
は
、
日
露
戦
争
の
功
労
者
で
あ
る
首

相
の
桂
太
郎
や
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
話
会
議
の
日
本
側
全
権
の
小
村
寿
太
郎
な
ど
も
、
地
名

に
採
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
も
の
の
、
乃
木
・
東
郷
と
い
う
軍
事
的
英
雄
と
は
異

な
っ
て
、
現
実
に
は
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
大
衆
の
志
向
性
が
よ
く
表

れ
て
い
よ
う
。
第
二
は
、
乃
木
の
自
刃
後
に
は
東
京
市
民
が
押
し
寄
せ
る
一
大
ス
ポ
ッ

り
。
斯
名
何
に
因
り
て
附
せ
ら
れ
し
か
を
知
ら
ざ
る
も
、
古
来
人
家
疎
な
る
寂
寥

た
る
場
處
な
り
し
を
以
て
、
何
時
の
頃
よ
り
と
も
無
く
斯
く
は
称
呼
せ
ら
れ
た
る

に
や
あ
ら
ん
。
而
か
も
今
や
同
地
界
隈
は
人
家
櫛
比
せ
る
繁
華
の
地
と
な
り
て
、

最
早
幽
霊
坂
と
い
ふ
は
無
意
味
の
称
呼
と
な
れ
り
。
故
に
思
ふ
に
今
回
偉
勲
赫
々

た
る
乃
木
大
将
の
凱
旋
せ
ら
れ
た
る
を
好
機
と
し
、
彼
の
坂
の
名
を
改
め
て
向
後

永
に
乃
木
坂
と
呼
ぶ
こ
と
と
せ
ば
妙
な
ら
ん
か
。
曾
て
聞
く
往
年
聖
上
陛
下
函
根

に
御
行
幸
の
砌
、
夫
の
大
地
獄
小
地
獄
を
ば
い
は
れ
無
き
称
呼
な
り
と
あ
り
て
大

涌
谷
小
涌
谷
と
其
名
を
改
め
さ
せ
ら
れ
た
る
こ
と
あ
り
。
近
く
は
東
郷
大
将
邸
附

近
の
坂
を
東
郷
坂
と
命
け
た
る
こ
と
も
あ
れ
ば
此
好
例
を
追
ふ
て
、
赤
坂
の
幽
霊

坂
を
ば
自
今
乃
木
坂
と
命
名
せ
ん
こ
と
を
熱
心
に
提
唱
す
る
も
の
は
東
京
市
民
の

一
人
な
り
（
原
田
生
投
）

こ
の
前
日
、
つ
ま
り
一
月
一
四
日
に
乃
木
は
、
日
露
戦
争
の
戦
地
か
ら
帰
国
し
て
新

橋
に
凱
旋
し
て
い
た
。
原
田
は
翌
月
の
雑
誌
『
歴
史
地
理
』
に
も
、
こ
の
投
書
と
同
様

の
意
見
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
の
文
中
に
は
「
予
は
大
将
凱
旋
の
当
時
、
之
を
新
橋

に
迎
へ
、
翌
日
の
中
央
新
聞
に
此
意
見
を
掲
げ
し
」
と
記
さ
れ
て
い
る）

1（
（

。
つ
ま
り
、
原

田
は
乃
木
の
凱
旋
を
熱
狂
的
に
迎
え
た
群
衆
の
一
人
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
興
奮
体
験
が

投
書
を
書
か
せ
た
直
接
の
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
察
さ
れ
よ
う
。

投
書
の
内
容
を
見
る
と
、
こ
こ
で
原
田
は
、
乃
木
坂
の
命
名
を
提
唱
す
る
に
至
っ
た

背
景
を
二
つ
挙
げ
て
い
る
。
一
つ
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
八
月
に
明
治
天
皇
が
箱

根
に
行
幸
し
た
こ
と
を
契
機
に
「
大
地
獄
小
地
獄
」
が
「
大
涌
谷
小
涌
谷
」
に
改
称
さ

れ
た
事
例
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
乃
木
と
並
ん
で
日
露
戦
争
の
英
雄
と
賞
さ
れ
て
い

た
東
郷
平
八
郎
が
、
前
年
一
〇
月
二
三
日
に
東
京
へ
凱
旋
し
た
際
に
、
そ
れ
を
記
念
し

て
麹
町
区
上
六
番
町
の
東
郷
邸
に
接
す
る
法
眼
坂
（
行
人
坂
）
が
「
東
郷
坂
」
と
改
名

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
東
郷
坂
へ
の
改
名
は
、
麹
町
区
民
の
有
志
の
発
起
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
区
会
で
の
議
決
を
東
京
市
へ
届
け
出
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た）

11
（

。
日
露
戦

争
の
軍
事
的
英
雄
の
凱
旋
に
際
し
て
、
坂
の
改
名
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

有
力
な
動
機
付
け
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

な
お
原
田
稔
甫
は
こ
の
当
時
、
学
習
院
女
学
部
の
教
授
で
あ
っ
た）

11
（

。
ち
な
み
に
、
乃

木
が
宮
内
省
御
用
掛
に
任
命
さ
れ
学
習
院
の
教
育
に
参
与
す
る
よ
う
に
な
る
の
が
同

71
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杭
（【
図
９
】
参
照
）
が
建
て
ら

れ
た
。翌
日
以
降
の
新
聞
各
紙
は
、

葬
儀
の
様
子
と
と
も
に
、
こ
の
こ

と
を
伝
え
て
い
る）

11
（

。
そ
も
そ
も
、

坂
の
名
称
は
法
規
上
の
定
め
は
無

か
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
区
会
決

議
と
棒
杭
の
建
設
を
も
っ
て
、
乃

木
坂
が
坂
の
公
式
名
称
と
し
て
一

般
に
流
布
し
た
画
期
と
見
做
し
得

る
だ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
直
後
に
は
、
乃
木
邸
の
横
に
あ
る
路
面
電
車
の
停
留
所
が
「
乃
木
坂
停

留
所
」
と
改
称
さ
れ
た
と
い
う）

11
（

。
し
か
し
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
後
、
軍
人
の
名
前
が

避
け
ら
れ
て
「
新
坂
町
」（
の
ち
「
赤
坂
八
丁
目
」）
に
停
留
所
名
が
変
更
さ
れ
、
さ
ら

に
昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
に
は
こ
の
区
間
の
路
面
電
車
が
廃
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
に
な
っ
て
こ
こ
に
地
下
鉄
千
代
田
線
が
開
業
す
る
と
、
そ

の
新
駅
は
「
乃
木
坂
」
と
命
名
さ
れ
、
再
び
駅
名
と
し
て
復
活
す
る
と
共
に
、
周
辺
一

帯
の
地
域
名
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
。

２
．
回
想
録
﹁
学
習
院
物
語
﹂
よ
り

乃
木
院
長
時
代
の
学
習
院
に
関
す
る
回
想
は
、『
乃
木
院
長
記
念
録
』
に
掲
載
さ
れ

た
も
の
を
始
め
と
し
て
、
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
従
来
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
回
想
録
「
学
習
院
物
語）

11
（

」
を
も
と
に
、
印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
い
く
つ
か

紹
介
し
た
い
。

ま
ず
、
移
転
当
初
の
目
白
校
地
に
つ
い
て
記
し
た
戸
澤
富
寿
「
目
白
点
描
」
の
一
節

を
引
こ
う
。

　
　

移
転
当
時
は
未
だ
東
京
府
下
北
豊
島
郡
高
田
村
で
交
通
も
不
便
で
あ
っ
た
が
、
辺

り
は
至
っ
て
閑
静
で
あ
り
敷
地
は
四
谷
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
程
広
大
で
あ
っ
た
。

然
も
松
・
杉
・
櫟
・
欅
な
ど
が
沢
山
あ
っ
て
そ
れ
に
囲
ま
れ
た
高
燥
な
一
角
か
ら

ト
と
な
っ
た
乃
木
坂
も
、
そ
れ
以
前
に
は
さ
ほ
ど
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
当
時
の
乃
木
が
、
学
習
院
内
の
寄
宿
舎
に
起

居
し
て
い
た
こ
と
も
、
一
つ
の
要
因
か
も
し
れ
な
い
。

最
終
的
に
、
乃
木
坂
と
い
う
名
称
が
完
全
に
定
着
し
た
の
は
、
乃
木
の
自
刃
後
の
こ

と
で
あ
る
。
教
育
家
の
峰
間
信
吉
（
鹿
水
）
は
、
そ
の
経
緯
を
自
身
の
経
験
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）

11
（

。

　
　

私
は
、
い
ち
早
く
も
、
乃
木
邸
の
ほ
と
り
の
坂
を
、
一
大
記
念
と
し
て
「
乃
木
坂
」

と
命
名
し
、こ
の
千
古
の
偉
人
を
歩
々
是
れ
忘
却
せ
ぬ
タ
ツ
キ
と
し
よ
う
と
し
た
。

是
れ
よ
り
先
、
友
人
な
る
学
習
院
教
授
原
田
稔
甫
君
が
、
雑
誌
「
地
理
歴
史
」
に
、

「
此
の
坂
を
乃
木
坂
と
命
名
す
べ
き
説
」を
載
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。そ
こ
で
、

そ
の
雑
誌
を
抽
き
出
し
、
友
人
油
田
亀
五
郎
君
に
、
私
の
古
び
た
フ
ロ
ツ
ク
コ
ー

ト
に
山
高
帽
を
貸
与
し
人
力
を
雇
う
て
、
油
田
君
を
乗
せ
、
雑
誌
「
地
理
歴
史
」

を
持
た
せ
、
各
新
聞
社
を
歴
訪
さ
し
て
、「
乃
木
坂
」
の
こ
と
を
熟
説
せ
し
め
た
。

翌
朝
の
新
聞
紙
に
は
何
れ
も
そ
の
記
事
を
載
せ
て
あ
つ
た
。
為
に
赤
坂
区
会
も
早

速
区
会
を
開
い
て
「
乃
木
坂
」
と
命
名
す
る
こ
と
を
決
議
し
、
之
を
上
司
に
申
達

し
た
の
で
、
私
の
素
願
は
成
就
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
。

原
田
稔
甫
と
友
人
関
係
に
あ
っ
た
峰
間
は
、
原
田
の
提
案
を
覚
え
て
お
り
、
改
め
て

改
名
の
提
案
を
働
き
か
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
実
際
に
九

月
一
八
日
の
『
万
朝
報
』
で
は
、
乃
木
の
葬
儀
執
行
を
伝
え
る
記
事
の
中
で
、「
改
称

乃
木
坂
」
の
小
見
出
し
の
下
に
、
赤
坂
区
の
動
向
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る）

11
（

。

　
　

赤
坂
区
に
て
は
将
軍
終
焉
の
邸
宅
を
区
内
に
有
す
る
を
名
誉
と
し
、
満
腔
の
弔
意

を
表
せ
ん
と
て
十
七
日
区
会
協
議
会
の
決
議
に
て
弔
辞
を
草
し
た
る
が
、
今
十
八

日
に
は
代
表
者
が
同
邸
に
至
り
近
親
の
人
々
に
呈
す
る
筈
な
り
。
又
本
日
の
葬
儀

に
対
し
て
も
霊
前
に
花
環
を
供
ん
と
の
議
あ
り
し
も
、
斯
く
て
は
大
将
生
前
の
素

志
に
悖
る
べ
け
れ
ば
と
て
取
消
し
と
し
、
改
め
て
将
軍
を
記
念
す
る
為
区
内
有
志

等
協
議
の
上
、
乃
木
邸
附
近
の
通
称
幽
霊
坂
を
『
乃
木
坂
』
と
改
称
す
る
事
と
な

り
、
本
日
坂
の
上
に
其
木
標
を
樹
つ
る
筈
な
り
。

こ
の
記
事
中
に
あ
る
よ
う
に
、
乃
木
の
葬
儀
が
行
わ
れ
た
九
月
一
八
日
に
、
赤
坂
区

会
の
決
議
を
以
て
、
坂
の
上
に
青
竹
の
柵
で
囲
ま
れ
た
「
乃
木
坂
」
と
墨
書
さ
れ
た
棒

【図９】�『読売新聞』1912年９月
19日3面
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や
か
な
時
代
」
で
あ
っ
た
。

次
に
、
学
生
か
ら
見
た
乃
木
院
長
の
姿
に
つ
い
て
、
中
等
学
科
第
二
年
級
か
ら
高
等

学
科
第
一
年
級
に
か
け
て
乃
木
院
長
時
代
を
過
ご
し
た
酒
井
忠
正
（
在
学
当
時
の
姓
名

は
阿
部
元
彦
）
の
回
想
「
乃
木
院
長
」
を
引
き
た
い
。

　
　

こ
の
個
人
教
育
と
い
ふ
も
の
は
三
、四
十
名
の
人
間
な
ら
ば
先
づ
出
来
得
る
と
い

ふ
常
識
に
今
ま
で
な
っ
て
居
る
と
思
ふ
の
で
す
が
、
そ
の
頃
、
三
百
人
か
ら
の
学

生
の
個
人
教
育
を
や
っ
て
行
か
う
と
さ
れ
た
努
力
も
偉
い
け
れ
ど
も
、
事
実
そ
れ

が
行
届
い
て
居
た
こ
と
は
、
こ
れ
は
非
常
な
努
力
だ
っ
た
と
思
ふ
の
で
す
。
だ
か

ら
一
般
の
学
生
も
非
常
に
懐
い
て
、
殊
に
小
さ
い
幼
年
寮
の
学
生
達
に
は
特
に
親

切
に
さ
れ
て
、
茶
話
会
や
何
か
の
時
に
は
努
め
て
出
席
し
て
い
ろ
い
ろ
面
白
い
話

を
聴
か
し
て
、
我
々
も
乃
木
さ
ん
の
幽
霊
の
話
と
か
、
狐
が
ば
か
し
た
話
と
い
ふ

よ
う
な
実
験
談
を
茶
話
会
で
も
っ
て
聴
い
た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら
時
に
は
謠
を
う

た
っ
て
聴
か
さ
れ
た
り
、
と
い
ふ
や
う
な
や
り
方
で
し
て
、
非
常
に
和
や
か
な
生

活
を
学
生
の
人
達
に
さ
せ
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
、
一
面
非
常
に
嚴
し
い
嚴
格
な
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
と
同
時
に
、
一
面
非
常
に
親
子
に
も
等
し
い
心
持
の
ゆ
た
か
さ
を

も
っ
て
学
生
に
接
し
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
あ
れ
は
余
程
の
精
神
的
の
努
力
が

な
け
れ
ば
出
来
な
い
こ
と
と
思
ふ
の
で
す
。

酒
井
は
、
乃
木
の
個
人
教
育
の
努
力
が
行
届
い
て
い
た
こ
と
を
称
賛
し
て
お
り
、
一

面
で
は
好
々
爺
の
よ
う
な
乃
木
の
人
物
像
が
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
乃
木
は
院
長
と
し
て
、
学
生
と
生
活
を
共
に
す
る
中

で
、
学
生
へ
の
個
人
教
育
を
熱
心
に
行
っ
た
。
こ
の
熱
血
指
導
に
つ
い
て
は
、
白
樺
派

の
長
与
善
郎
（
乃
木
の
院
長
就
任
時
に
中
等
学
科
第
五
年
級
）
が
、「
四
六
時
中
、
個

人
個
人
の
こ
と
に
ま
で
、
差
図
を
さ
れ
る
こ
と
は
不
愉
快
極
ま
り
な
か
っ
た）

11
（

」
と
回
想

し
て
い
る
よ
う
に
、
否
定
的
に
捉
え
る
者
も
い
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
う
し
た
評
価

の
背
景
に
は
、
乃
木
が
そ
れ
ま
で
の
院
長
と
は
大
き
く
異
な
る
教
育
方
針
を
と
っ
た
こ

と
に
も
原
因
が
あ
っ
た
。
乃
木
の
就
任
当
時
、
高
等
学
科
第
二
年
級
生
で
あ
っ
た
徳
川

義
親
（
在
学
当
時
の
姓
名
は
松
平
錦
之
丞
）
は
、「
最
初
、
乃
木
大
将
が
院
長
に
な
ら

れ
た
時
は
、
軍
人
な
ん
か
院
長
に
持
っ
て
来
て
、
一
体
ど
う
な
る
の
だ
ら
う
。
兵
隊
屋

敷
の
や
う
に
な
っ
て
は
た
ま
ら
な
い
と
い
ふ
連
中
が
多
か
っ
た
。
と
に
か
く
質
実
剛
健

は
遠
く
西
の
方
秀
麗
の
富
士
を
朝
夕
眺
め
ら
れ
る
し
、
近
く
脚
下
一
面
の
稲
田
は

遥
か
高
田
馬
場
へ
続
い
て
そ
の
遠
近
の
眺
め
は
四
季
様
々
の
趣
が
あ
っ
た
。
そ
し

て
敷
地
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
の
小
鳥
や
雉
が
棲
ん
で
い
た
か
ら
俗
塵
を
離
れ
た
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
っ
た
。
斯
様
な
丘
の
此
方
彼
方
に
校
舎
と
寄
宿

舎
が
配
置
よ
く
建
て
ら
れ
た
の
で
如
何
に
も
落
ち
つ
き
の
あ
る
学
園
の
感
じ
を
強

く
抱
か
せ
た
。

移
転
当
初
の
目
白
校
地
は
、
未
だ
東
京
の
郊
外
で
あ
り
自
然
豊
か
な
場
所
で
あ
っ
た

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
別
の
箇
所
で
は
「
そ
の
頃
の
敷
地
に
は
今
想
像
す
る
こ
と
さ
へ

困
難
な
位
蛇
や
雉
が
沢
山
棲
ん
で
い
た
し
狸
の
住
む
に
も
都
合
の
い
い
と
こ
ろ
だ
っ

た
。」と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
目
白
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、長
年
の
増
改
築
に
よ
り
、

移
転
当
初
と
は
全
く
様
相
が
異
な
っ
て
い
る
が
、
乃
木
院
長
時
代
の
い
く
つ
か
の
建
物

が
場
所
は
移
動
し
て
い
る
が
現
存
し
て
い
る）

1（
（

。

続
い
て
、
目
白
校
地
に
お
け
る
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
近
衛
文
麿
「
父
の
追

憶
を
中
心
と
し
て
」
か
ら
、
運
動
会
の
様
子
を
述
べ
た
部
分
を
引
用
す
る
。

　
　

感
銘
の
深
か
っ
た
の
は
、
そ
の
前
年
、
目
白
へ
移
転
し
て
秋
の
学
期
が
始
ま
っ
て

間
も
な
く
十
月
中
旬
に
初
め
て
目
白
で
運
動
会
を
開
い
た
時
に
皇
太
子
殿
下
の
行

啓
を
仰
い
だ
時
の
こ
と
で
す
。
私
共
は
そ
の
時
分
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
や
っ
て
居
り
ま

し
た
。
伊
藤
〔
博
文
〕
公
が
正
面
の
天
幕
の
中
で
皇
太
子
殿
下
即
ち
大
正
天
皇
の

御
側
に
侍
し
て
運
動
会
を
見
ら
れ
て
居
り
ま
し
た
。
慥
か
統
監
服
を
着
て
居
っ
た

と
思
ひ
ま
す
。
李
王
世
子
も
御
同
列
で
し
た
。
あ
の
時
分
に
は
伊
藤
公
は
と
く
今

の
李
王
殿
下
の
御
手
を
引
い
て
御
供
を
し
て
居
り
ま
し
た
。
そ
の
時
分
の
学
習
院

は
運
動
部
に
は
先
輩
に
三
島
〔
弥
彦
〕
君
や
二
荒
〔
芳
徳
〕
君
の
や
う
な
第
一
流

の
選
手
が
居
て
花
や
か
な
時
代
で
し
た
。

近
衛
は
当
時
、
中
等
学
科
六
年
級
に
在
籍
し
て
お
り
、
翌
年
に
第
一
高
等
学
校
へ
入

る
ま
で
約
半
年
間
、
目
白
校
地
で
過
ご
し
た
。
こ
こ
で
回
想
し
て
い
る
の
は
明
治
四
一

年
（
一
九
〇
八
）
一
〇
月
一
八
日
に
開
院
記
念
式
と
同
時
に
行
わ
れ
た
第
一
二
回
運
動

会
で
あ
る
。
文
中
に
あ
る
よ
う
に
皇
太
子
嘉
仁
親
王
は
、
運
動
会
や
端
艇
競
漕
会
・
卒

業
証
書
授
与
式
な
ど
の
学
習
院
の
行
事
に
、
た
び
た
び
行
啓
し
て
い
た
。
ま
た
当
時
の

学
習
院
に
は
、
後
に
日
本
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
な
る
三
島
弥
彦）

11
（

ら
が
お
り
、「
花
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年
（
一
八
八
七
）
か
ら
一
年
余
り
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
た
経
験
が
あ
り
、
ま
た
明
治

二
〇
年
代
前
半
に
は
ド
イ
ツ
語
で
日
記
も
記
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
か
な
り
の
程
度
ド

イ
ツ
語
に
通
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ほ
か
に
も
乃
木
院
長
時
代
の
回
想
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係

も
あ
る
た
め
、
本
展
で
紹
介
し
た
以
上
の
内
容
に
留
め
て
お
き
た
い
。

３
．
乃
木
院
長
と
武
道
・
ス
ポ
ー
ツ

乃
木
は
院
長
と
し
て
、
現
在
の
体
育
に
相
当
す
る
武
課
を
奨
励
し
た
。
し
か
し
、
剣

道
や
柔
道
と
い
っ
た
日
本
の
武
道
や
游
泳
を
盛
ん
に
推
奨
す
る
一
方
で
、
西
洋
ス
ポ
ー

ツ
に
つ
い
て
は
批
判
的
で
あ
っ
た）

11
（

。

そ
の
考
え
が
表
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
二
つ
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
目
は
、
院
長

就
任
以
前
の
明
治
三
九
年（
一
九
〇
六
）に
、宮
内
省
御
用
掛
と
し
て
初
め
て
学
習
院（
四

谷
校
地
）
を
視
察
し
た
際
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
見
て
次
の
よ
う
な
感
想
を
述
べ
た
と
い

う）
11
（

。

　
　

一
体
一
個
の
柔
か
な
護
謨
毬
を
投
げ
て
遊
ぶ
の
に
、
砲
台
で
は
あ
る
ま
い
し
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
で
造
る
と
は
、
い
く
ら
金
が
あ
る
華
族
の
子
弟
の
集
つ
て
居
る

学
校
で
も
、
随
分
贅
沢
過
ぎ
た
話
で
あ
る
。
一
個
の
毬
を
投
げ
る
に
は
、
小
石
等

は
少
し
あ
つ
て
も
、
地
面
に
凹
凸
位
は
あ
つ
て
も
、
普
通
の
草
原
な
ど
で
十
分
で

は
無
い
か

こ
の
よ
う
に
乃
木
は
、
軍
人
的
発
想
に
よ
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
断
じ
た
。
加
え
て
、
テ

ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、「
一
体
杓
子
の
様
な
網
で
、
一
度
毬
を
一
方
か
ら
他
の

方
へ
折
角
投
げ
た
の
を
、
何
故
又
元
の
方
へ
投
げ
返
す
の
で
す
か
。」
と
疑
問
を
呈
し

た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
乃
木
の
反
応
は
、「
目
下
流
行
し
て
居
る
西
洋
の
運
動
に
は
、

大
々
的
弊
害
が
あ
る
」
と
い
う
考
え
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
乃
木

就
任
以
前
に
は
三
島
弥
彦
ら
が
活
躍
し
て
い
た
野
球
部
も
、
活
動
を
制
限
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。

軍
人
的
発
想
は
、
運
動
を
す
る
際
の
服
装
へ
も
注
文
を
つ
け
た
。
明
治
四
一
年
五
月

一
〇
日
に
陸
上
部
員
の
二
荒
芳
徳
（
在
学
当
時
の
姓
名
は
伊
達
九
郎
）
ら
が
乃
木
邸
を

厳
格
一
点
ば
り
で
、
武
課
の
如
き
は
一
掃
張
り
切
っ
て
、
ぎ
う
〳
〵
や
ら
れ
る
も
の
と

観
念
し
て
ゐ
た
。
こ
れ
は
学
生
ば
か
り
で
な
く
先
生
方
も
同
様
で
あ
っ
た
。」
と
回
想

し
て
い
る
。
も
っ
と
も
徳
川
は
こ
れ
に
続
け
て
、
徐
々
に
そ
の
「
真
意
」
を
理
解
し
て

い
き
、「
一
面
に
は
線
が
太
く
、
他
面
に
は
繊
細
な
心
づ
か
い
で
あ
る
。
温
か
い
厳
格

さ
の
乃
木
院
長
を
知
っ
た
。」
と
記
し
て
い
る）

11
（

。
厳
格
さ
と
親
切
さ
の
同
居
と
い
う
評

価
は
酒
井
の
回
想
に
も
見
ら
れ
、
徐
々
に
乃
木
の
教
育
方
針
が
学
生
の
間
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。
ま
た
、
長
与
・
徳
川
と
酒
井
と
の
評
価
の
差

異
は
、
乃
木
の
就
任
時
に
既
に
高
学
年
で
あ
っ
た
者
と
、
乃
木
院
長
時
代
を
通
し
て
経

験
し
た
者
と
の
差
異
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
厳
格
な
軍
人
と
い
う
乃
木
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
も
う
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
し
て
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
四
～
八
月
に
、
東
伏
見
宮
夫
妻
の
英
国
王
戴
冠

式
参
列
に
随
行
し
た
際
に
立
ち
寄
っ
た
ド
イ
ツ
で
の
挿
話
を
紹
介
し
た
い
。
昭
和
一
六

年
（
一
九
四
一
）
五
月
に
行
わ
れ
た
「
学
習
院
乃
木
院
長
時
代
思
出
座
談
会
」
で
、
当

時
ド
イ
ツ
大
使
館
で
書
記
官
を
つ
と
め
て
い
た
武
者
小
路
公
共
は
、「
学
習
院
で
非
常

に
厳
格
な
方
と
聞
い
て
居
つ
た
が
、
私
共
お
伴
を
し
て
居
る
と
、
非
常
に
く
だ
け
た
お

爺
さ
ん
」
だ
っ
た
と
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る）

11
（

。

　
　

フ
オ
ン
ア
イ
ネ
ム
と
云
ふ
陸
軍
大
臣
の
所
に
大
き
な
宴
会
が
あ
つ
た
。
私
は
乃
木

さ
ん
の
通
訳
み
た
や
う
な
恰
好
で
傍
に
附
い
て
居
た
。
さ
う
す
る
と
其
所
に
鹿
の

角
で
出
来
た
灰
落
し
が
あ
つ
た
。
乃
木
さ
ん
が
「
是
は
非
常
に
面
白
い
物
だ
か
ら

褒
め
て
や
つ
て
下
さ
い
」
と
斯
う
言
は
れ
る
。
私
が
フ
オ
ン
大
将
に
褒
め
や
う
と

し
た
所
が
、「
シ
ヤ
イ
レ
ア
ル
バ
イ）

11
（

」
と
乃
木
さ
ん
が
仰
有
つ
た
。
フ
オ
ン
大
将

は
驚
い
て
し
ま
つ
た
。「
シ
ヤ
イ
レ
ア
ル
バ
イ
」
と
云
ふ
言
葉
は
余
程
独
逸
語
を

知
つ
て
居
な
け
れ
ば
言
へ
な
い
の
だ
。
さ
う
す
る
と
フ
オ
ン
大
将
が
「
之
を
献
上

さ
せ
て
戴
き
ま
せ
う
」
と
言
つ
た
。
さ
う
す
る
と
乃
木
さ
ん
が
小
さ
い
声
を
出
し

て
「
実
は
褒
め
た
け
れ
ど
も
、
余
り
良
い
物
で
は
な
い
。
貰
ふ
と
迷
惑
だ
か
ら
宜

し
く
断
つ
て
呉
れ
」
と
言
は
れ
た
。（
笑
声
）

英
国
王
戴
冠
式
へ
の
参
列
を
終
え
た
後
、
乃
木
は
帰
国
の
途
次
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地

を
周
遊
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
へ
は
七
月
九
～
一
〇
日
に
滞
在
し
て
い
る

が
、
こ
の
引
用
箇
所
は
二
日
目
の
晩
餐
会
に
お
け
る
話
で
あ
ろ
う）

11
（

。
乃
木
は
明
治
二
〇
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て
参
加
し
、
躊
躇
す
る
学
生
を
叱
咤
激
励
し
た
の
で
あ
る
。

４
．
乃
木
式
教
育
へ
の
風
刺
画

当
時
の
『
東
京
二
六
新
聞
』
一
面
に
は
「
二
六
ポ
ン
チ
」
と
い
う
投
稿
に
よ
る
風
刺

画
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
九
月
に
は
【
図
10
・
11
】
の

訪
れ
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ー
ス
の
服
装
に
つ
き
軽
装
を
認
め
る
よ
う
伺
い
立
て
を

し
た
際
に
、
乃
木
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
と
い
う）

11
（

。

　
　

断
郊
競
争
〔
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
レ
ー
ス
〕
で
も
長
距
離
で
も
、
只
早
く
走
れ
ば

よ
い
と
云
ふ
の
で
な
い
。
忍
耐
や
克
己
心
を
養
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
競
争
者
が
皆

制
服
を
着
て
駈
け
れ
ば
御
互
で
あ
る
。
兵
隊
で
も
襯
衣
一
枚
で
な
け
れ
ば
、
重
く

つ
て
突
貫
が
出
来
ん
や
う
で
は
困
る
。
殊
に
こ
れ
か
ら
先
殿
下
方
も
中
学
に
御
出

で
遊
ば
さ
れ
る
や
う
に
な
れ
ば
、
や
つ
ぱ
り
御
加
入
に
な
る
事
と
な
る
。
そ
の
時

に
俄
に
服
装
を
変
へ
る
と
か
、
又
は
殿
下
丈
は
御
制
服
を
召
す
と
云
ふ
事
は
出
来

ん
か
ら

乃
木
に
と
っ
て
運
動
の
意
義
が
精
神
修
養
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
瞭
で
あ
り
、
制
服
を

着
用
す
る
こ
と
を
譲
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
そ
の
背
景
に
は
、
こ
の
年
に
初
等
学
科
へ

入
学
し
た
皇
孫
・
裕
仁
親
王
へ
の
配
慮
も
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、武
道
の
う
ち
、と
く
に
剣
道
に
つ
い
て
は
乃
木
自
ら
指
導
に
当
た
っ

た
。
通
常
の
授
業
に
加
え
て
、
冬
季
休
暇
中
に
行
わ
れ
る
寒
稽
古
に
も
欠
か
さ
ず
出
席

し
た
と
い
う
。
明
治
四
四
年
一
月
の
寒
稽
古
は
、
次
の
よ
う
な
新
聞
記
事
と
な
っ
た）

1（
（

。

　
　

▲
此
夜
予
て
病
気
と
承
は
つ
た
乃
木
院
長
が
軍
服
を
着
て
ヒ
ヨ
ツ
コ
リ
道
場
へ
入

つ
て
来
ら
れ
た
。
寒
い
か
ら
一
本
や
ら
う
と
上
着
を
脱
ぎ
洋
袴
の
裾
を
捲
つ
て
道

具
を
着
け
る
。
生
徒
監
督
等
は
驚
い
て
ま
だ
閣
下
は
御
病
気
が
本
当
で
な
い
と
承

は
り
ま
す
か
ら
お
控
に
な
つ
た
方
が
と
止
め
て
も
、
将
軍
は
却
々
に
用
ひ
ら
れ
な

い
。
止
む
な
く
生
徒
監
督
は
こ
つ
そ
り
学
生
一
同
に
閣
下
の
御
病
気
は
耳
だ
か
ら

余
り
乱
暴
に
仕
合
つ
て
閣
下
の
耳
を
撃
た
ぬ
様
に
と
伝
へ
た
。

　
　

▲
そ
ん
な
事
と
は
閣
下
は
御
存
知
な
い
か
ら
、
い
ざ
来
い
若
者
と
許
り
に
竹
刀
を

取
つ
て
道
場
に
出
ら
れ
る
。
御
相
手
を
す
る
学
生
等
こ
そ
迷
惑
千
万
で
、
全
力
を

籠
め
て
仕
合
つ
て
は
院
長
の
耳
を
撃
つ
か
も
知
れ
ぬ
。
然
り
と
て
手
加
減
し
て
居

れ
ば
閣
下
が
大
喝
一
声
、
何
を
愚
図
々
々
し
て
居
る
元
気
を
出
さ
ん
か
、
も
つ
と

元
気
に
も
つ
と
元
気
に
と
激
励
さ
れ
る
の
で
、
ま
ご
ま
ご
し
て
る
間
に
、
何
れ
も

此
れ
も
皆
ポ
カ
ポ
カ
殴
ら
れ
て
し
ま
ふ
。
評
す
れ
ば
乃
木
大
将
の
剣
術
は
極
め
て

拙
い
。
併
し
学
習
院
剣
道
部
の
唯
一
の
誇
り
だ
。

前
年
夏
に
罹
っ
た
中
耳
炎
の
病
み
明
け
の
乃
木
は
、
心
配
の
声
を
よ
そ
に
張
り
切
っ

【図10】�『東京二六新聞』明治41
年９月19日

【図11】『東京二六新聞』明治41年9月22日
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つ
同
年
代
の
乃
木
と
寺
内
は
親
友
と
い
え
る
間
柄
で
あ
っ
た
。
と
く
に
和
歌
の
一
首
は

「
思
ふ
と
ち
語
り
つ
く
し
て
か
へ
る
夜
の
そ
ら
に
は
月
も
ま
と
か
な
り
け
り
」
と
い
う

も
の
で
、
親
密
な
間
柄
が
滲
み
出
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
乃
木
が
寺
内
に
宛
て
た

書
簡
は
、
山
口
県
立
大
学
図
書
館
所
蔵
の
「
寺
内
正
毅
関
係
資
料
」
に
一
〇
通
が
残
さ

れ
て
い
る）

11
（

。
こ
れ
ら
の
和
歌
・
書
簡
に
つ
い
て
は
既
に
翻
刻
・
解
説
が
存
在
し
、
本
展

の
関
連
講
座
で
も
東
京
大
学
准
教
授
の
山
口
輝
臣
氏
に
詳
し
く
解
説
し
て
頂
い
た
た

め）
11
（

、
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

以
下
で
紹
介
す
る
各
書
簡
を
他
の
書
簡
と
突
き
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
乃
木
と
寺
内
だ
け
で
な
く
、
山
県
有
朋
・
石
黒
忠
悳
ら
も
含
め
た
立
体
的
な
関
係

性
を
垣
間
見
て
い
き
た
い
。

【
書
簡
１
】
寺
内
正
毅
宛
て
平
田
東
助
書
簡

〔
明
治
三
八
年
〕
一
一
月
二
三
日

拝
啓

益
御
清
安
奉
欣
賀
候
。
陳
は
過
日
参
邸
之
節
御
相
談
申
上
候
学
習
院
長
候

補
者
之
儀
に
付
、
大
磯
に
御
意
見
之
趣
開
陳
仕
置
候
処
、
奥
将
軍
な
ら
は
至
極
適

当
に
有
之
、
此
際
専
務
と
申
訳
に
は
難
相
成
も
先
つ
兼
務
に
て
可
然
老
閣
よ
り
田

中
宮
相
に
御
相
談
被
下
候
上
に
て
、
奥
将
軍
に
御
内
談
御
取
計
被
下
候
様
、
迂
生

よ
り
御
協
議
可
申
上
と
の
事
に
御
座
候
間
、
日
夜
御
多
端
之
折
柄
乍
御
手
数
可
然

御
処
置
被
下
候
様
奉
願
候
。
同
院
々
長
未
定
之
為
種
々
之
浮
説
運
動
等
を
生
し
荏

苒
久
に
及
候
時
は
、
同
院
之
将
来
に
不
容
易
不
利
を
醸
し
可
申
、
且
つ
三
月
に
て

学
期
之
終
を
告
け
候
得
は
、
其
以
前
に
於
て
改
正
之
準
備
不
致
て
は
学
務
上
又
幾

多
之
不
利
可
有
之
、
乍
蔭
憂
慮
罷
在
候
次
第
に
御
座
候
。
小
生
昨
夜
帰
京
仕
候
間

参
趨
之
上
御
相
談
申
上
度
存
候
得
共
、
御
多
端
之
此
際
却
て
御
妨
と
存
、
不
取
敢

書
中
啓
上
仕
候
。
右
に
関
し
尚
御
話
之
旨
も
御
座
候
得
は
、
電
話
に
て
御
報
被
下

度
何
時
も
拝
候
可
仕
奉
存
候
。
大
磯
よ
り
今
日
帰
京
之
由
被
申
居
候
間
、
疾
々
御

承
知
之
儀
と
存
候
得
共
、
為
念
申
添
候

頓
首

　
　

十
一
月
廿
三
日　
　

東
助

　
　
　

寺
内
老
台

よ
う
に
、
二
度
に
わ
た
っ
て
乃
木
院
長
の
風
刺
画
が
掲
載
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
当
時
の

乃
木
院
長
の
イ
メ
ー
ジ
を
投
影
し
た
も
の
と
言
え
る
の
で
、
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
こ
の
風
刺
画
が
作
成
さ
れ
た
背
景
を
見
て
お
こ
う
。
前
年
に
学
習
院
長
に
就

任
し
た
乃
木
は
質
実
剛
健
な
教
育
方
針
を
掲
げ
、
奢
侈
を
廃
し
て
質
素
倹
約
を
説
き
、

精
神
修
養
や
身
体
鍛
錬
を
重
ん
じ
た
。
だ
が
、
女
学
部
長
の
下
田
歌
子
は
乃
木
の
方
針

に
反
発
し
、
同
年
末
に
辞
職
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
華
族
女
学
校
以
来
、
長
年
学
習
院

の
女
子
教
育
に
従
事
し
て
き
た
下
田
の
辞
職
は
、
ほ
か
の
教
職
員
に
も
影
響
を
与
え
、

多
く
の
連
袂
辞
職
を
引
き
起
こ
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
年
の
三
月
に
は
、
時
事
新
報
社
主

催
の
美
人
コ
ン
ク
ー
ル
で
一
等
と
な
っ
た
学
習
院
女
学
部
第
三
年
級
の
末
弘
ヒ
ロ
子
が

退
学
処
分
を
受
け
た
こ
と
が
、
世
間
で
大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
た）

11
（

。
乃
木
が
掲
げ
た

厳
格
な
教
育
方
針
は
改
革
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
少
な
か
ら
ぬ
軋
轢
が
生
じ
て
い
た
の

で
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、【
図
10
】
で
は
「
絹
布
来
車
禁
止
」
と
記
さ
れ
た
太
鼓
を
打

ち
鳴
ら
す
雷
神
に
扮
し
た
乃
木
院
長
に
、
怯
え
る
女
学
生
の
姿
が
描
か
れ
、「
ア
レ
又

雷
様
が
鳴
り
出
し
た
」
と
い
う
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
。【
図
11
】
で
は
、「
学

習
院
女
学
部
」
の
門
前
で
継
ぎ
布
を
当
て
た
服
を
着
た
女
学
生
が
、
乃
木
が
自
ら
学
生

に
指
導
を
行
っ
て
い
た
剣
道
の
真
似
を
す
る
姿
を
描
い
て
、「
斯
う
し
た
ら
乃
木
院
長

の
お
気
に
入
る
だ
ら
う
」
と
皮
肉
っ
て
い
る
。

（
二
）
乃
木
院
長
に
関
す
る
書
簡
史
料
の
紹
介

本
稿
の
最
後
に
、
本
展
に
向
け
た
調
査
・
研
究
の
過
程
で
分
析
を
行
っ
た
、
乃
木
院

長
に
関
わ
る
書
簡
五
通
の
史
料
紹
介
を
年
代
順
に
行
い
た
い
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
従
来
、未
翻
刻
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
最
初
の
一
通
を
除
い
て
、

本
展
で
大
き
く
取
り
上
げ
た
片
瀬
で
の
夏
季
游
泳
と
英
国
王
戴
冠
式
へ
の
随
行
に
伴
う

渡
欧
に
つ
い
て
の
内
容
で
あ
り
、
展
示
内
容
を
補
完
す
る
意
図
が
あ
る
。

本
節
で
紹
介
す
る
書
簡
の
う
ち
、
三
通
は
寺
内
正
毅
宛
て
の
書
簡
で
あ
る
。
本
展
で

展
示
し
た
、
乃
木
が
自
刃
す
る
二
週
間
ほ
ど
前
に
寺
内
へ
送
っ
た
和
歌
（
列
品
番
号
：

40
）、
お
よ
び
後
事
を
託
し
た
遺
書
（
列
品
番
号
：
39
）
に
表
れ
る
よ
う
に
、
同
郷
か
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【
書
簡
２
】
石
黒
忠
悳
宛
て
乃
木
希
典
書
簡

明
治
四
三
年
八
月
六
日

拝
啓

一
昨
日
ハ
御
来
臨
夫
々
御
示
之
儀
相
守
、
且
又
早
速
平
井
・
山
上
両
博
士

ノ
臨
診
手
術
も
相
受
今
朝
ハ
無
熱
、
痛
も
殆
ン
ト
無
之
（
今
暁
来
）
相
成
、
大
悦

至
極
。
乍
略
一
寸
御
礼
申
上
度
、
如
此
候
。
頓
首

　
　

六
日　
　
　
　

希
典

　
　
　

石
黒
賢
兄
尊
下

又
々
耳
鳴
り
候
間
、
御
覧
可
被
下
候
。

〔
封
筒
表
〕
牛
込
揚
場

石
黒
男
爵
殿

※
消
印
「
麻
布
／43.8.6

」

〔
封
筒
裏
〕
赤
坂

乃
木
希
典

※
消
印
「
牛
込
／43.8.6

」

〔
原
史
料
〕
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
石
黒
忠
悳
文
書
」
９
２
７

【
書
簡
２
】
は
、
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
の
夏
季
游
泳
中
に
耳
疾
に
罹
っ
て
、

の
ち
に
中
耳
炎
を
発
症
し
た
こ
と
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
様
子
は
、
次
の
よ
う

に
新
聞
で
報
じ
ら
れ
た）

11
（

。

　
　

乃
木
学
習
院
長
は
過
日
来
、
同
院
生
徒
と
共
に
片
瀬
に
旅
行
し
生
徒
と
共
に
水
泳

中
、
耳
中
に
水
入
り
て
一
時
痛
み
を
覚
え
し
が
甚
だ
し
き
事
も
な
か
り
し
に
、
其

後
毎
夜
深
痛
あ
り
し
為
め
一
時
帰
京
し
新
坂
町
の
自
邸
に
て
静
養
せ
し
も
、
何
分

痛
み
の
減
ぜ
ざ
る
に
加
へ
て
発
熱
さ
へ
あ
り
た
る
に
付
、
平
井
軍
医
監
の
診
察
に

依
り
一
昨
日
〔
引
用
者
註
：
八
月
九
日
〕
正
午
十
二
時
雨
中
を
冒
し
て
渋
谷
の
赤

十
字
社
病
院
に
入
り
た
り
。
大
将
の
病
状
に
付
、
昨
日
午
後
同
医
員
の
語
る
処
に

拠
れ
ば
大
将
の
病
は
左
耳
の
急
性
中
耳
炎
に
て
其
局
部
に
疼
痛
を
存
す
る
も
、
目

下
の
処
に
て
は
病
状
に
何
等
の
変
化
を
見
ず
、
熱
度
も
騰
ら
ず
食
慾
も
平
素
と
大

差
な
し
、
さ
れ
ば
此
際
外
科
手
術
を
施
す
程
の
事
も
な
く
、
此
分
な
ら
ば
今
後
二

週
間
内
に
全
癒
さ
る
べ
し
と
云
ふ
。

こ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
本
書
簡
を
書
い
た
時
の
乃
木
は
、
片
瀬
か
ら
一
時
帰
京
し
て

赤
坂
の
自
邸
で
静
養
中
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
石
黒
の
手
配
に
よ
っ
て
、
日
本
赤
十

字
社
病
院
副
院
長
の
平
井
政
遒
と
同
院
耳
鼻
咽
喉
科
主
幹
の
山
上
兼
善
が
診
察
に
訪
れ

た
の
ち
に
、礼
状
を
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
。当
時
、軍
医
総
監
の
地
位
に
あ
っ
た
石
黒
は
、

〔
封
筒
表
〕
寺
内
陸
軍
大
臣
殿

必
親
展

〔
封
筒
裏
〕
平
田
東
助

〔
原
史
料
〕
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
寺
内
正
毅
関
係
文
書
」
４
６
─
２
。

【
書
簡
１
】
は
、「
大
磯
」
に
い
る
山
県
有
朋
が
「
学
習
院
長
候
補
者
」
と
し
て
陸
軍

大
将
・
奥
保
鞏
を
挙
げ
た
の
で
、
当
人
へ
の
連
絡
を
寺
内
正
毅
に
依
頼
す
る
内
容
で
あ

る
。
乃
木
の
就
任
以
前
に
、
奥
が
学
習
院
長
の
候
補
に
挙
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

年
代
推
定
に
つ
い
て
は
、
文
中
に
出
て
く
る
宮
内
大
臣
・
田
中
光
顕
の
就
任
期
間
が

明
治
三
一
～
四
二
年
で
あ
り
、
そ
の
間
の
一
一
月
頃
に
学
習
院
長
の
後
任
が
問
題
と

な
っ
て
い
た
の
は
、
第
八
代
院
長
・
菊
池
大
麓
が
明
治
三
八
年
一
〇
月
一
二
日
に
宮
内

省
と
対
立
し
て
突
如
辞
任
し
た
事
案
が
あ
り
、
そ
の
後
任
問
題
だ
と
判
明
す
る
。

奥
は
日
露
戦
争
で
は
第
二
軍
司
令
官
で
あ
り
、
第
三
軍
司
令
官
の
乃
木
と
同
等
の
地

位
で
あ
っ
た
。
こ
の
書
簡
が
認
め
ら
れ
た
時
点
で
は
、
未
だ
戦
地
か
ら
帰
国
し
て
お
ら

ず
、
奥
が
新
橋
に
凱
旋
し
た
の
は
翌
年
一
月
一
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
直
後
の

一
月
一
八
日
に
、
院
長
空
席
期
間
に
院
務
事
務
取
扱
と
な
っ
て
い
た
山
口
鋭
之
助
が
後

任
院
長
に
就
任
す
る
こ
と
で
問
題
は
決
着
す
る
が
、
結
論
が
先
送
り
に
さ
れ
た
感
は
否

め
な
い
。

乃
木
が
宮
内
省
御
用
掛
に
任
命
さ
れ
、
学
習
院
の
教
育
に
参
与
す
る
よ
う
に
な
る
の

は
、こ
の
年
の
八
月
末
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
宮
内
省
御
用
掛
へ
の
就
任
に
際
し
て
も
、

長
州
閥
・
陸
軍
の
長
老
で
あ
る
山
県
の
「
配
慮
」
が
働
い
て
い
た
こ
と
が
、
田
中
宮
相

の
書
簡
か
ら
分
か
る）

11
（

。

な
お
、
乃
木
没
後
の
院
長
後
任
問
題
に
関
す
る
山
県
宛
て
平
田
書
簡
で
も
、「
学
習

院
長
は
東
郷
及
奥
両
大
将
固
く
之
を
辞
せ
ら
れ
、
小
笠
原
に
内
決
致
候
様
承
り
候
」
と

あ
り
、
依
然
と
し
て
奥
が
院
長
候
補
で
あ
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る）

11
（

。
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あ
っ
た
と
い
う）

11
（

。
ま
た
、
退
院
時
に
は
渡
辺
宮
内
大
臣
を
経
て
「
今
般
退
院
の
趣
聞
召

さ
れ
尚
精
々
休
養
候
条
」
と
い
う
御
沙
汰
が
下
さ
れ
た）

11
（

。

【
書
簡
３
】
寺
内
正
毅
宛
て
山
県
有
朋
書
簡

明
治
四
四
年
二
月
四
日

春
寒
峭
料
候
処
、
弥
御
情
壮
欣
然
之
至
に
候
。
老
生
も
如
例
寒
威
と
世
塵
を
避
、

湘
南
静
養
罷
在
候
故
、
過
日
御
帰
朝
後
も
心
外
之
御
陳
情
に
打
過
御
海
容
可
被

下
候
。
扨
英
国
皇
帝
戴
冠
式
挙
行
之
際
、
陸
軍
側
よ
り
可
被
差
越
人
物
に
付
乃

木
え
御
内
話
之
事
縷
々
被
仰
越
了
承
至
極
可
然
、
御
人
撰
も
御
同
意
を
表
し
候
。

此
派
遣
に
付
而
は
桂
首
相
と
も
示
談
之
節
、
大
山
元
帥
被
参
候
へ
は
至
極
之
好

都
合
と
相
勧
め
置
候
へ
共
、
強
而
辞
退
之
趣
に
付
甚
遺
憾
に
存
候
。
其
節
首
相

よ
り
内
談
有
之
ニ
付
、
奥
大
将
は
重
要
之
職
務
上
多
忙
に
付
、
乃
木
被
差
越
候

方
可
然
歟
と
相
答
置
申
候
。
旁
御
含
被
下
、
御
決
行
相
成
度
候
。
老
生
も
明
後

六
日
鳥
渡
帰
京
可
致
に
付
、
其
節
得
拝
光
万
縷
可
申
陳
候
。
拝
復
。
草
々
不
盡

　
　

二
月
四
日

古
稀
庵
に
て

有
朋

　
　
　

寺
内
陸
相
閣
下

内
啓

〔
封
筒
表
〕
寺
内
陸
軍
大
臣
殿

拝
復
親
展

※
別
筆
で
書
き
込
み
「
４
／
２
、
乃

木
将
軍
英
帯
冠
式
ニ
派
遣
」
あ
り

〔
封
筒
裏
〕
緘

有
朋

〔
原
史
料
〕
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
寺
内
正
毅
関
係
文
書
」
３
６
０
─

８
１
。

【
書
簡
４
】
寺
内
正
毅
宛
て
大
山
巌
書
簡

明
治
四
四
年
二
月
五
日

謹
啓

陳
は
御
書
面
忝
拝
読
仕
候
。
さ
て
閣
下
に
も
昨
年
末
御
旅
行
以
来
御
壮

栄
御
勉
職
被
成
御
座
候
条
奉
慶
賀
候
。

一
桂
首
相
一
月
一
日
拙
宅
に
相
見
得
今
般
英
皇
戴
冠
式
に
付
、
陸
軍
を
代
表
者

と
し
て
出
張
致
候
而
は
如
何
之
御
話
に
有
之
候
得
共
、
御
承
知
之
通
小
生
近
来

段
々
年
を
取
り
痤
作
近
過
意
の
如
く
な
ら
す
乍
遺
憾
御
断
申
上
候
次
第
に
御
座

軍
医
と
し
て
赤
十
字
社
に
も
創
立
以
来
関
係
し
、
常
議
員
を
務
め
て
い
た
。
新
聞
記
事

に
も
あ
る
よ
う
に
、
当
初
の
病
状
は
軽
度
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
平
井
ら
の
診
察

に
よ
っ
て
「
痛
も
殆
ン
ト
無
之
」
な
っ
た
と
い
う
。
だ
が
同
時
に
、「
又
々
耳
鳴
り
候
」

と
言
っ
て
石
黒
に
診
て
ほ
し
い
旨
を
伝
え
て
お
り
、
結
果
的
に
八
月
九
日
に
赤
十
字
病

院
へ
入
院
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、
石
黒
は
韓
国
統
監
で
あ
っ
た
寺
内
正
毅
に
宛
て
た
書
簡
に
お
い
て
、
逐
一

乃
木
の
容
体
を
伝
え
て
い
る）

11
（

。
ま
ず
、
八
月
一
二
日
の
書
簡
で
は
「
乃
木
伯
病
気
昨
日

は
よ
き
と
申
上
た
り
。
一
昨
日
施
術
已
来
よ
ろ
し
く
、
先
安
心
候
」
と
記
し
て
お
り
、

ま
た
前
日
に
見
舞
っ
た
際
に
は
「
還
籍
の
翌
年
障
子
突
破
り
」
と
詩
句
を
吟
じ
た
と
い

う
。
一
週
間
後
の
八
月
一
九
日
の
書
簡
で
は
「
乃
木
伯
昨
日
午
後
、
岡
田
、
加
古
、
山

上
立
会
、
岡
田
執
刀
施
術
い
た
し
、
爾
後
経
過
よ
ろ
し
く
、
今
日
午
前
一
一
時
初
め
て

調
節
交
換
い
た
し
検
し
候
処
、
創
処
も
よ
く
排
膿
も
十
分
、
痛
も
減
し
、
此
分
に
て
は

先
安
心
と
被
存
候
間
、
此
段
御
報
申
上
候
也
」
と
、
再
度
の
手
術
後
も
経
過
が
良
好
で

あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
八
月
二
一
日
の
書
簡
で
は
「
乃
木
大
将
耳
病
、
小
生

大
に
案
候
間
、
推
て
入
院
を
せ
し
め
両
度
之
施
術
に
て
遂
候
。
先
は
安
心
と
可
存
候
。

一
時
は
頗
る
心
配
仕
候
。」
と
伝
え
、
一
時
は
症
状
が
悪
化
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
も
っ
と
も
、
九
月
三
〇
日
の
書
簡
で
は
、「
乃
木
伯
爵
一
昨
日
見
舞
候
。
も
は

や
全
身
に
患
無
之
、
唯
致
施
術
候
耳
骨
之
一
部
い
ま
た
骨
膜
不
生
処
有
之
候
間
入
院
被

致
居
候
事
に
て
、
他
は
少
も
病
的
之
処
無
之
候
。」
と
記
し
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
容

体
が
安
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
の
乃
木
は
、
病
院
内
で
静
養
を
続
け
、
一
二
月
六
日
に
退
院
し
た）

11
（

。
そ
の
間

の
様
子
は
、
新
聞
に
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い
る）

1（
（

。

　
　

医
師
よ
り
も
纔
に
新
聞
紙
の
一
種
と
あ
り
し
を
二
種
三
種
に
増
さ
れ
、
又
読
書
も

許
さ
れ
た
れ
ば
、
大
将
は
夫
れ
以
来
飢
ゑ
た
る
者
の
食
を
需
む
る
如
く
、
年
来
愛

読
の
山
鹿
素
行
の
著
書
に
親
し
み
往
々
医
者
よ
り
も
余
り
凝
り
て
は
と
注
意
さ
る

る
迄
に
読
み
耽
ら
れ
、
忽
ち
読
み
果
て
は
更
に
同
著
の
和
本
洋
刊
を
取
揃
へ
て
見

較
べ
〳
〵
読
み
進
み
、
今
は
庭
上
の
運
動
以
外
に
之
の
み
唯
一
の
慰
楽
な
り
。

な
お
乃
木
院
長
の
入
院
は
、
皇
族
も
心
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
入

院
直
後
に
は
、
天
皇
・
皇
后
よ
り
菓
子
一
折
が
下
賜
さ
れ）

11
（

、
皇
太
子
か
ら
も
見
舞
い
が
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あ
っ
た
。
寺
内
は
、「
大
山
公
も
御
希
望
も
無
之
趣
」
な
の
で
「
乃
木
大
将
を
御
遣
し

相
成
候
て
は
如
何
」
と
述
べ
、「
同
氏
と
も
一
応
内
談
を
遂
候
処
命
あ
ら
は
御
請
可
致

と
の
意
向
に
御
座
候
」
と
も
伝
え
て
、
山
県
の
意
見
を
伺
っ
て
い
た）

11
（

。
こ
の
書
簡
は
秘

書
官
に
持
参
さ
せ
て
お
り
、
小
田
原
の
古
稀
庵
で
受
け
取
っ
た
山
県
は
、
そ
の
場
で
返

信
を
認
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
本
書
簡
で
山
県
は
、
前
段
で
述
べ
た
桂
と
の

相
談
結
果
を
述
べ
て
、
寺
内
の
意
見
に
同
意
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

翌
日
付
の
【
書
簡
４
】
は
、
も
う
一
人
の
候
補
者
で
あ
っ
た
大
山
当
人
が
、
寺
内
へ

辞
退
を
申
し
入
れ
た
書
簡
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
す
で
に
年
頭
の
一
月
一
日
に
桂

首
相
は
大
山
を
訪
ね
て
依
頼
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
桂
が
山
県
に
送
っ
た
同
日
付

の
書
簡
に
、「
大
山
元
帥
閣
下
往
訪
、
例
之
一
件
及
示
談
候
処
強
而
辞
退
被
致
候
に
付
、

其
侭
仕
置
き
他
に
適
当
之
人
有
之
間
敷
哉
意
見
承
り
試
候
処
、
乃
木
大
将
可
然
ら
ん
と

の
事
に
候
。
若
又
乃
木
大
将
派
遣
六
つ
ヶ
敷
候
は
ゝ
、
奥
大
将
に
而
は
如
何
哉
之
意
見

も
有
之
申
候
。〔
中
略
〕
陛
下
之
思
召
も
伺
ひ
定
め
可
申
候
。」
と
記
し
て
お
り
、
前
段

で
述
べ
た
経
緯
と
も
一
致
す
る
こ
と
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る）

11
（

。
な
お
本
書
簡
に
よ
れ
ば
、

大
山
が
辞
退
し
た
の
は
、「
近
来
段
々
年
を
取
り
痤
作
近
過
意
の
如
く
な
ら
す
」
と
い

う
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。

乃
木
の
派
遣
が
正
式
に
決
定
し
た
の
は
、
二
月
一
四
日
の
こ
と
で
あ
っ
た）

11
（

。

【
書
簡
５
】
石
黒
忠
悳
宛
て
乃
木
希
典
書
簡

明
治
四
四
年
六
月
七
日

拝
啓

五
月
十
二
日
附
貴
札
今
日
英
京
到
着
、
直
ニ
拝
読
。
当
両
殿
下
至
極
御

健
勝
御
安
意
有
之
度
候
。

東
宮
妃
殿
下
御
快
癒
奉
大
慶
候
○
寿
平
中
将
帰
独
書
状
到
来
、
大
満
足
御
蔭
ニ

テ
安
心
仕
候
。
福
島
・
大
蔵
・
松
本
諸
氏
近
況
御
報
被
下
相
喜
申
候
。
谷
中
将

は
終
に
薨
去
之
趣
き
残
念
之
至
に
御
座
候
。

小
生
儀
も
一
行
中
第
一
番
に
風
薬
を
相
用
ひ
、
何
共
無
申
訳
候
得
共
、
直
ニ
全

快
今
後
は
大
に
注
意
可
仕
御
安
意
奉
願
候
。
船
中
よ
り
衣
服
の
御
勤
め
に
困
り

候
處
、
着
英
後
は
一
段
と
厳
敷
相
成
苦
笑
之
至
に
御
座
候
。
先
は
乍
略
御
答
礼

御
報
知
如
此
候
。
匆
々
頓
首

候
。
付
而
は
誰
れ
を
御
差
遣
相
成
候
而
宜
敷
や
陸
軍
大
臣
も
留
意
中
之
事
に
付
、

意
見
有
之
候
得
は
、
承
度
と
の
事
に
有
之
候
間
、
乃
木
大
将
を
派
遣
相
成
候
而

如
何
と
申
上
置
候
次
第
に
而
、
乃
木
大
将
之
派
遣
に
付
而
は
更
に
異
存
無
御
座

候
。
左
様
御
承
知
被
下
度
不
取
敢
拝
答
迄
、
如
此
御
座
候
也
。
敬
具

　
　

二
月
五
日　
　

巌

　
　
　

陸
軍
大
臣
閣
下

追
而
小
生
に
は
例
年
之
通
一
月
早
々
よ
り
此
地
に
滞
留
無
事
消
光
罷
在
候
間
、

乍
緊
事
御
放
念
奉
仰
候
。
今
暫
時
之
所
御
願
申
上
候
。

〔
封
筒
表
〕
寺
内
陸
軍
大
臣
殿

親
展
拝
答

〔
封
筒
裏
〕
封

駿
州
沼
津

大
山
巌

〔
原
史
料
〕
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
寺
内
正
毅
関
係
文
書
」
２
３
３
─
４
。

【
書
簡
３
・
４
】
は
、
東
伏
見
宮
依
仁
親
王
の
英
国
王
戴
冠
式
へ
の
渡
欧
に
随
行
す
る

陸
軍
側
代
表
に
、
大
山
巌
が
辞
退
し
て
乃
木
に
決
ま
る
経
緯
が
う
か
が
え
る
も
の
で
あ

る
。
と
も
に
、
恐
ら
く
選
衡
の
決
定
権
者
の
一
人
で
あ
っ
た
陸
軍
大
臣
の
寺
内
正
毅
へ

宛
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
代
表
者
選
衡
は
、
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
月
一
〇
日
に
依
仁
親
王
が
明

治
天
皇
の
名
代
に
決
定
し
た
の
ち
本
格
化
し
た）

11
（

。
翌
日
の
新
聞
に
は
、
す
で
に
陸
軍
の

代
表
者
は
大
山
か
乃
木
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
旨
が
報
じ
ら
れ
て
い
る）

11
（

。
な
お
、
海
軍
側

の
代
表
者
は
早
く
か
ら
東
郷
平
八
郎
に
決
ま
っ
て
い
た
。

も
っ
と
も
、
山
県
と
桂
太
郎
首
相
の
間
で
は
、
す
で
に
前
年
一
〇
月
初
頭
の
段
階
で

選
定
が
行
わ
れ
て
い
た
。
当
時
、
山
県
が
桂
へ
送
っ
た
書
簡
に
は
、
山
県
が
「
御
内
諭

之
趣
同
人
御
断
申
上
候
由
」
の
大
山
を
訪
問
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
、
も
し
大
山
が
承

服
し
な
い
場
合
は
「
乃
木
之
外
無
之
」
と
い
う
桂
の
意
見
に
同
意
す
る
こ
と
、【
書
簡

１
】
に
も
登
場
し
た
参
謀
総
長
・
奥
保
鞏
は
「
重
要
之
職
務
に
従
事
居
候
付
、
可
相
成

は
乃
木
に
御
取
極
相
成
り
度
」
こ
と
、が
記
さ
れ
て
い
る）

11
（

。
大
山
の
固
辞
は
、「
御
内
諭
」

つ
ま
り
天
皇
の
意
向
を
断
る
ほ
ど
、
固
い
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
前

提
の
上
に
、【
書
簡
３
・
４
】
は
位
置
づ
く
こ
と
に
な
る
。

二
月
四
日
付
の
【
書
簡
３
】
は
、
実
は
同
日
付
の
寺
内
正
毅
書
簡
に
対
す
る
返
書
で
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歌
は
、
乃
木
が
五
月
五
日
に
ペ
ナ
ン
か
ら
学
習
院
初
等
学
科
へ
宛
て
て
送
っ
た
絵
葉
書

に
既
に
記
さ
れ
て
い
る
（〈
表
２
〉
参
照
）。
ま
た
、
本
書
簡
と
同
日
付
で
小
笠
原
長
生

に
送
っ
た
書
簡
に
も
、
同
じ
三
首
の
和
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
る）

11
（

。

本
展
で
は
学
習
院
長
と
し
て
の
乃
木
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
た
め
、
彼
の
政
治
的
位
置

に
つ
い
て
は
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
本
節
に
よ
っ
て
、
山
県
有
朋
・
寺
内
正
毅
と

い
っ
た
長
州
閥
に
深
い
繋
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
、
奥
保
鞏
と
並
び
陸
軍
を
代
表
す
る
軍

人
で
あ
り
奥
は
乃
木
に
代
わ
る
学
習
院
長
の
有
力
候
補
者
で
あ
っ
た
こ
と
、
石
黒
忠
悳

と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
、
少
な
く
と
も
以
上
の
点
は
明
瞭
に
な
っ
た
。

以
上
、
第
二
章
で
は
本
展
の
準
備
過
程
で
収
集
・
発
見
し
た
史
資
料
の
紹
介
を
行
っ

て
き
た
。
乃
木
は
歴
代
の
学
習
院
長
の
中
で
も
最
も
有
名
と
言
っ
て
も
良
い
人
物
で
あ

る
た
め
、
そ
の
関
係
資
料
も
ま
た
膨
大
に
存
在
す
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
史
資
料
は
、

そ
の
ほ
ん
の
一
端
に
過
ぎ
な
い
が
、
今
後
の
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

　
　

謝

辞

末
筆
な
が
ら
、
展
覧
会
の
開
催
及
び
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
下
記
の
諸
機
関
・

諸
氏
に
御
協
力
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
展
覧
会
会
期
中
及
び
事
後
に
も
新
た
な
関
連
資
史

料
の
寄
贈
や
情
報
提
供
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
研
究
を
新
た
に
展
開
す
る
機
会
を
い
た

だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
し
た
い
。（
敬
称
略
、
五
〇
音
順
）

明
石
元
紹
、
飯
島
正
弘
、
池
田
宏
、
宇
佐
川
瞳
、
及
川
益
夫
、
大
山
公
佑
、
加
藤
司

郎
、
岸
利
信
、
北
島
徹
也
、
木
村
真
実
、
桑
尾
光
太
郎
、
近
藤
順
子
、
坂
本
悠
紀
子
、

田
中
潤
、
田
中
精
一
、
谷
昭
子
、
丹
藤
真
子
、
千
葉
功
、
筑
波
常
遍
、
鶴
見
み
や
古
、

寺
内
多
恵
子
、
野
呂
美
月
、
橋
本
尚
美
、
長
谷
川
怜
、
松
田
和
也
、
松
田
好
史
、
三

島
昌
子
、
安
光
裕
子
、
山
口
輝
臣
、
米
井
慎
一

勧
修
寺
、
公
益
財
団
法
人
山
階
鳥
類
研
究
所
、
宮
内
庁
、
昭
和
天
皇
記
念
館
、
乃
木

神
社
、
目
白
警
察
署
、
山
口
県
立
大
学
図
書
館
、
靖
國
神
社
遊
就
館

六
月
七
日
夜　
　
　
　
　

希
典

　
　
　

石
黒
仁
兄
閣
下

　
　
　

航
海
中
ノ
二
三
御
笑
覧
に
供
候
。

朝
な
〳
〵
を
ろ
か
み
ま
つ
る
東
の

そ
ら
に
た
ふ
と
き
天
つ
日
の
影

ひ
ん
か
し
に
豊
栄
の
ぼ
る
天
つ
日
の

か
け
み
ち
渡
る
大
う
み
の
原

大
そ
ら
の
壁
た
つ
き
は
み
た
ひ
ら
け
く

青
海
原
に
さ
ヽ
な
み
も
な
し

〔
封
筒
表
〕
大
日
本
帝
国
東
京
牛
込

男
爵
石
黒
忠
悳
殿

V
ia

Siberia
T
okyo

Japan.

※
別
筆
で
「
乃
木
大
将
」
※
消
印
「LO

N
D
O
N
.S.W

.

／JU
N

8
11e

／12.30
PM

」

〔
封
筒
裏
〕
※
消
印
「T

O
K
IO

／25.6.11
／JA
PA

N

」
※
「H

Y
D
E

PA
RK

H
O
T
EL

」
の
ロ
ゴ
印
刷
あ
り

〔
原
史
料
〕
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
石
黒
忠
悳
文
書
」
９
２
４

【
書
簡
５
】
は
、
英
国
王
戴
冠
式
参
列
の
随
員
と
な
っ
た
乃
木
が
、
英
国
ロ
ン
ド
ン

に
到
着
し
た
日
に
、石
黒
忠
悳
へ
宛
て
無
事
の
到
着
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。「H

Y
D
E

PA
RK

H
O
T
EL,K

N
IGH

T
SBRID

GE,LO
N
D
O
N
.S.W

.

」
と
記
さ
れ
た
便
箋
を
使

用
し
て
お
り
、
当
ホ
テ
ル
で
認
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
消
印
か
ら
六
月
八
日
に

ロ
ン
ド
ン
を
発
し
、
同
月
二
五
日
に
東
京
へ
到
着
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

内
容
を
見
る
と
、ま
ず
「
谷
中
将
は
終
に
薨
去
之
趣
き
残
念
之
至
」
と
あ
る
よ
う
に
、

第
二
代
学
習
院
長
で
も
あ
っ
た
谷
干
城
が
、こ
の
年
の
五
月
一
三
日
に
死
去
し
て
い
た
。

次
に
「
小
生
儀
も
一
行
中
第
一
番
に
風
薬
を
相
用
ひ
」
と
あ
る
が
、
渡
欧
中
の
日
誌
に

は
六
月
二
日
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
越
え
る
頃
に
風
邪
に
罹
っ
た
が
、
翌
日
に
は
回

復
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る）

1（
（

。

書
簡
の
末
尾
に
は
三
首
の
和
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
大
そ
ら
の
」
の
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を
巡
る
一
考
察
」（『
学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要
』
二
四
号

平
成
三
〇
年
三
月
）

に
詳
し
い
。

（
10
）
学
習
院
輔
仁
会
編
纂
『
乃
木
院
長
記
念
録
（
以
下
、『
記
念
録
』）』（
三
光
堂

大
正
三
年
）
八
九
頁
。『
昭
和
天
皇
実
録
』
明
治
四
一
年
二
月
二
七
日
。

（
11
）
『
昭
和
天
皇
実
録
』
明
治
四
一
年
四
月
一
一
日
。

（
12
）
『
昭
和
天
皇
実
録
』
昭
和
五
〇
年
九
月
二
六
日
。
同
書
に
よ
れ
ば
昭
和
五
七
年

九
月
七
日
に
も
乃
木
院
長
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
る
。

（
13
）
学
習
院
百
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
学
習
院
百
年
史

第
一
編
（
以
下
、『
百
年

史
』）』
学
習
院
一
九
八
一
年
。

（
14
）
銀
製
花
瓶
な
ど
下
賜
品
に
関
し
て
は
前
掲
注
3
吉
廣
「
遺
書
と
そ
の
周
辺
」
に

詳
し
い
。

（
15
）
本
史
料
に
登
場
す
る
指
揮
者
の
う
ち
山
内
英
夫
は
作
家
・
里
見
弴
の
本
名
、
伊

達
九
郎
は
後
に
二
荒
伯
爵
家
に
養
子
に
入
り
二
荒
芳
徳
と
な
る
。

（
16
）
戸
澤
富
寿「
母
校
生
活
回
想
」『
輔
仁
会
雑
誌
』一
三
四
号

昭
和
三
年
一
〇
月
。

戸
澤
富
寿
は
学
習
院
の
講
師
を
務
め
、
昭
和
五
年
よ
り
教
授
と
な
っ
た
。

（
17
）
『
記
念
録
』
五
八
頁
。

（
18
）
『
記
念
録
』
六
六
七
頁
。

（
19
）
八
〇
個
の
石
は
陸
軍
軍
人
を
通
じ
て
次
の
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
朝
鮮
、
樺

太
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
、
千
島
、
旅
順
、
遼
東
半
島
、
台
湾
、
澎
湖
島
、
ベ
ー

リ
ン
グ
島
、
小
笠
原
島
、
八
丈
島
（『
記
念
録
』
五
九
～
六
一
頁
）。

（
20
）
こ
の
時
植
え
た
榊
は
二
年
の
後
、
天
皇
が
病
気
の
際
に
枯
れ
た
た
め
に
残
り
の

一
本
に
植
え
替
え
ら
れ
て
い
る
。

（
21
）
『
記
念
録
』
八
六
〇
頁
。

（
22
）
『
学
習
院
百
年
史
』
第
六
章
第
四
節
。
ま
た
学
習
院
校
地
と
寄
宿
舎
の
変
遷
に

つ
い
て
は
次
の
論
文
に
詳
し
い
。
冨
田
ゆ
り
・
丸
山
美
季
「
小
金
井
の
高
等
科

清
明
寮
の
歴
史
的
価
値
に
つ
い
て
」『
史
料
館
紀
要
』
二
四
号

平
成
三
〇
年

三
月
。

（
23
）
大
森
金
五
郎
「
院
長
の
平
生
（
其
の
一
）」『
記
念
録
』
一
三
六
頁
。
寄
宿
舎
の

第
一
・
二
寮
は
青
年
部
（
高
等
学
科
学
生
）、
第
三
～
五
寮
は
中
年
部
（
中
等
学

注（
１
）
平
成
二
八
年
度
は
「
幕
末
京
都
の
学
習
院
」、
昨
年
度
は
創
立
一
四
〇
周
年
記

念
と
し
て
「
黎
明
期
の
学
習
院
─
神
田
・
虎
ノ
門
の
こ
ろ
─
」
展
を
開
催
し
、

幕
末
に
端
を
発
す
る
学
習
院
の
歴
史
を
明
治
中
期
ま
で
繙
い
た
。

　
　
　

今
年
度
開
催
し
た
両
展
の
概
要
と
来
館
者
の
感
想
に
つ
い
て
は
、
本
誌
所
収
の

小
口
康
仁
・
丹
藤
真
子
「
来
館
者
の
声
か
ら
探
る
展
示
の
成
果
と
課
題
─
「
宮

中
和
歌
の
世
界
」
展
と
「
学
び
舎
の
乃
木
希
典
」
展
─
」
に
詳
し
い
。

（
２
）
た
だ
し
、
乃
木
希
典
関
連
の
展
示
を
希
望
す
る
来
館
者
の
声
は
毎
年
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
当
館
で
は
展
覧
会
期
間
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
が
、
設

問
「
今
後
希
望
す
る
展
覧
会
内
容
」
の
回
答
に
「
乃
木
希
典
」
の
名
は
毎
回
見

い
だ
さ
れ
る
。
本
展
の
開
催
は
こ
の
要
望
に
応
え
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

（
３
）
吉
廣
さ
や
か
「
学
習
院
所
蔵
の
乃
木
希
典
遺
書
と
そ
の
周
辺
」『
学
習
院
大
学

史
料
館
紀
要
』
第
二
四
号

平
成
三
〇
年
三
月
。

（
４
）
平
成
三
〇
年
九
月
発
行
。
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
レ
タ
ー
と
、
展
覧
会
場
で
配

布
し
た
列
品
一
覧
は
、
当
館
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

（
５
）
こ
の
御
製
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
3
吉
廣
「
遺
書
と
そ
の
周
辺
」
に
詳
し
い
。

（
６
）
宮
内
省
臨
時
帝
室
局
編
『
明
治
天
皇
紀

一
一
巻
』（
吉
川
弘
文
館

平
成

一
三
年
）、
明
治
三
九
年
八
月
二
五
日
の
項
。（
明
治
三
八
年
～
明
治
四
〇
年
は

平
成
一
三
年
発
行
の
一
一
巻
、明
治
三
九
年
～
明
治
四
五
年
は
一
二
巻
に
掲
載
。

本
稿
で
は
こ
の
二
冊
を
使
用
し
、
以
下
『
明
治
天
皇
紀
』
と
し
て
、
参
照
し
た

記
述
の
年
月
日
を
記
す
。）

（
７
）
乃
木
の
教
育
者
・
学
者
と
し
て
の
資
質
お
よ
び
学
習
院
長
と
な
る
経
緯
に
関
し

て
は
前
掲
注
3
吉
廣
「
遺
書
と
そ
の
周
辺
」
に
詳
し
い
。

（
８
）
宮
内
庁
編
『
昭
和
天
皇
実
録

第
一
』（
東
京
書
籍
発
行

二
〇
一
五
年
）、
明

治
四
一
年
二
月
二
七
日
の
項
。（
以
下
、『
昭
和
天
皇
実
録
』
と
し
、
参
照
し
た

記
述
の
年
月
日
を
記
す
。）

（
９
）
皇
族
就
学
令
に
よ
り
皇
族
が
学
習
院
に
入
学
す
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
の
は
大
正

一
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
同
令
と
明
治
二
〇
年
の
嘉
仁
親
王
の
学
習
院
入
学
に

関
し
て
は
長
佐
古
美
奈
子
「
明
宮
嘉
仁
親
王
（
大
正
天
皇
）
所
用
学
習
院
制
服
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（
42
）
飯
島
正
弘
氏
の
御
教
示
に
よ
れ
ば
、『
井
上
通
泰
文
集
』（
島
津
書
房��

一
九
九
五
）

三
二
五
頁
に
、
こ
の
晴
雨
計
の
由
来
が
載
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
晴
雨
計

は
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
九
月
八
日
、
和
歌
の
師
で
あ
る
井
上
通
泰
を
訪
れ

た
際
に
、
乃
木
か
ら
井
上
に
贈
ら
れ
た
。
こ
の
時
、
井
上
が
添
削
を
し
た
乃
木

の
妻
・
静
子
の
歌
は
、
数
日
後
に
辞
世
の
歌
と
な
っ
た
。

（
43
）
詩
人
・
歌
人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
乃
木
は
折
に
触
れ
て
歌
を
詠
ん
だ
。
本
展
の

会
場
に
は
、
院
長
時
代
に
乃
木
が
学
生
に
披
露
し
た
歌
を
所
々
に
パ
ネ
ル
紹
介

し
た
。
そ
の
い
く
つ
か
を
こ
こ
に
掲
載
し
て
お
き
た
い
（『
記
念
録
』
よ
り
）。

　
　
　

・
い
ぶ
せ
く
も
た
ゞ
茂
り
あ
ふ
夏
草
の
中
に
も
咲
や
撫
子
の
花

　
　
　
　
（
明
治
四
〇
年
、
片
瀬
遊
泳
場
に
て
学
生
の
扇
面
に
撫
子
の
絵
と
と
も
に
書

い
た
歌
）

　
　
　

・
波
風
を
は
や
く
や
す
め
て
學
び
子
の
さ
ち
を
守
れ
や
江
の
島
の
神

　
　
　
　
（
明
治
四
〇
年
、
江
の
島
周
泳
の
前
日
、
波
が
高
い
の
を
見
て
詠
ん
だ
歌
）

　
　
　

・
雨
ふ
ら
ば
降
れ
風
ふ
か
ば
吹
け
と
も
云
へ
ぬ
天
幕
か
な

　
　
　
　
（
明
治
四
〇
年
、
片
瀬
遊
泳
中
に
暴
風
雨
と
な
り
、
天
幕
も
危
険
に
な
っ
て

き
た
時
に
記
し
た
歌
）

　
　
　

・
益
荒
雄
が
獲
物
を
競
ふ
狩
く
ら
に
ね
づ
み
計
の
う
さ
き
一
疋

　
　
　
　
（
明
治
四
二
年
、
習
志
野
御
猟
場
で
の
兎
狩
に
際
し
て
詠
ん
だ
歌
）

　
　
　

・
宮
つ
こ
の
朝
ぎ
よ
め
す
る
袖
の
上
に
ほ
ろ
〵
と
ち
る
山
桜
か
な

　
　
　
　
（
明
治
四
五
年
、
第
五
寮
の
茶
話
会
で
黒
板
に
書
き
示
し
た
歌
）

（
44
）
列
品
番
号
：
35
、
学
習
院
初
等
科
蔵
「
学
習
院
初
等
学
科
遊
泳
記
録
」
明
治

四
〇
年
に
貼
り
込
ま
れ
る
。
詳
細
は
前
掲
注
３
吉
廣
「
遺
書
と
そ
の
周
辺
」
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
45
）
今
回
展
示
の
遊
泳
記
念
絵
葉
書
（
列
品
番
号
36
、
史
料
館
蔵
）
は
、
裕
仁
親
王

の
主
管
も
務
め
た
初
等
学
科
主
任
・
石
井
国
次
旧
蔵
の
品
で
あ
る
。

（
46
）
乃
木
神
社
社
務
所
編
『
乃
木
希
典
全
集

下
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
九
四
年
）

所
収
。

（
47
）
『
記
念
録
』
九
一
～
九
三
頁
。

（
48
）
「
昭
和
」（
昭
和
天
皇
聖
徳
記
念
財
団

二
〇
〇
六
年
）掲
載
の
展
覧
会
案
内「
学

科
四
～
六
年
）、
第
六
寮
は
幼
年
部
（
中
等
学
科
一
～
三
年
）
で
あ
っ
た
。

（
24
）
『
榊
壇
ト
乃
木
院
長
室
（
以
下
、『
榊
壇
』）』
学
習
院

昭
和
九
年
、
三
三
頁
。

（
25
）
松
井
安
三
郎
談
／
大
森
金
五
郎
記
「
寝
室
の
質
素
」『
記
念
録
』
一
五
三
頁
。

（
26
）
『
榊
壇
』
三
〇
頁
。

（
27
）
『
記
念
録
』
二
一
〇
頁
。

（
28
）
『
記
念
録
』
二
三
六
～
二
四
一
頁
。

（
29
）
『
記
念
録
』
二
三
六
～
二
四
一
頁
。

（
30
）
『
記
念
録
』
五
六
八
頁
、『
榊
壇
』
二
四
頁
。

（
31
）
目
白
校
地
を
購
入
後
、
移
転
が
お
こ
な
わ
れ
る
前
の
一
時
期
に
は
、
一
部
の
学

生
の
寄
宿
舎
「
主
一
館
」
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
（『
百
年
史
』
四
五
四
頁
、

前
掲
注
16
戸
澤
「
母
校
生
活
回
想
」
四
九
～
五
一
頁
、
前
掲
注
29
馬
場
七
三
～

七
四
頁
）。

（
32
）
『
記
念
録
』
五
六
二
頁
。

（
33
）
『
記
念
録
』
八
七
頁
。

（
34
）
『
記
念
録
』
五
六
四
頁
。

（
35
）
『
榊
壇
』
二
七
～
二
八
頁
。

（
36
）
前
掲
の
中
嶋
諒
論
文「
乃
木
希
典
と
小
柳
司
氣
太
─
学
習
院
大
学
図
書
館
蔵『
中

興
鑑
言
』
に
附
さ
れ
た
原
稿
用
紙
を
め
ぐ
っ
て
─
」（
本
誌
所
収
）
に
詳
し
い
。

（
37
）
山
崎
高
延
編『
旅
順
開
城
記
念
展
覧
会
写
真
帖
』（
旅
順
開
城
記
念��

一
九
二
八
）

に
、
今
回
の
展
示
に
出
品
の
長
靴
と
共
に
「
乃
木
将
軍
日
露
戦
役
中
使
用
の
長

靴
及
び
軍
用
鞄
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
。

（
38
）
『
記
念
録
』
三
五
五
頁
。

（
39
）
「
明
治
一
四
年
四
月
七
日
華
族
督
部
長
ヲ
経
テ
華
族
一
同
ニ
宮
内
卿
ヨ
リ
達
セ

ラ
レ
タ
ル
御
沙
汰
」。
そ
の
内
容
は
「
華
族
之
儀
ハ
兼
テ
勅
諭
ニ
モ
有
之
各
自

奮
励
文
武
ヲ
研
究
ス
ヘ
キ
ハ
勿
論
ニ
候
得
共
少
壮
之
者
ハ
一
層
精
神
ヲ
発
揮
シ

可
成
陸
海
軍
ニ
従
事
候
様
可
心
掛
旨
猶
又
被
仰
出
候
條
此
旨
相
達
候
事
」（
学

習
院
編
『
教
学
聖
訓
』
明
治
三
〇
年
版
）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
40
）
明
治
四
二
年
一
月
一
三
日
、
訓
示
の
概
要
よ
り
。『
記
念
録
』
一
八
七
頁
。

（
41
）
『
記
念
録
』
三
五
五
頁
。
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下
」
か
ら
引
用
す
る
。

（
61
）
『
学
習
院
大
学
史
料
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
レ
タ
ー
』
第
三
八
号
（
二
〇
一
八
年

九
月
）
八
頁
に
掲
載
し
た
「
現
存
す
る
乃
木
院
長
時
代
の
建
造
物
マ
ッ
プ
」
を

参
照
。

（
62
）
三
島
弥
彦
の
学
習
院
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
尚
友
倶
楽
部
・
内
藤
一
成
・

長
谷
川
怜
編
『
日
本
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手

三
島
弥
彦
』（
芙
蓉
書

房
出
版
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
。

（
63
）
長
与
善
郎
「
乃
木
将
軍
と
学
習
院
」（『
特
集
知
性
』
二
、
河
出
書
房
、

一
九
五
七
年
一
月
）
二
〇
一
頁
。

（
64
）
徳
川
義
親
「
思
ひ
出
す
ま
ゝ
に
」（「
学
習
院
物
語
」
所
収
）。

（
65
）
『
桜
友
会
報
』
六
七
号
、
一
九
四
三
年
三
月
。
こ
の
座
談
会
は
「
学
習
院
物
語
」

に
「
第
一
篇
華
族
会
館
座
談
会
記
録
」
と
し
て
収
録
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
も

の
で
あ
る
。

（
66
）
原
語
はschöne

arbeit

（
美
し
い
作
品
で
す
ね
）
か
。

（
67
）
「
乃
木
大
将
渡
欧
日
誌
」（
乃
木
神
社
社
務
所
編
『
乃
木
希
典
全
集
下
』
国
書

刊
行
会
、
一
九
九
四
年
）
四
〇
四
～
六
頁
。

（
68
）
本
節
は
、坂
上
康
博
『
昭
和
天
皇
と
ス
ポ
ー
ツ
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
六
年
）

の
「
武
道
と
の
出
会
い
と
遊
び

学
習
院
初
等
科
時
代
」
の
章
を
参
照
し
た
。

（
69
）
「
運
動
競
技
に
関
す
る
批
評
（
其
の
一
）」（『
記
念
録
』
二
七
八
～
二
八
〇
頁
）。

（
70
）
「
運
動
の
服
装
に
つ
い
て
」（『
記
念
録
』
二
六
六
～
二
六
八
頁
）。

（
71
）
「
各
道
場
の
寒
稽
古
（
二
）」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
一
年
一
月
二
〇
日
六

面
）。

（
72
）
「
末
弘
嬢
退
学
問
題
と
「
時
事
」
の
立
場
」（『
時
事
新
報
』
一
九
〇
八
年
三
月

二
九
日
）。

（
73
）
伊
藤
幸
司
ほ
か
編
『
寺
内
正
毅
と
帝
国
日
本
』（
勉
誠
出
版
、二
○
一
五
年
）
に
、

「
桜
圃
寺
内
文
庫
の
乃
木
希
典
書
簡
」
と
し
て
、
書
簡
一
〇
通
お
よ
び
和
歌
の

翻
刻
と
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
一
四
五
～
一
六
五
頁
）。

（
74
）
第
八
七
回
学
習
院
大
学
史
料
館
講
座
「
思
ふ
ど
ち
語
り
つ
く
し
て
―
乃
木
希

典
と
寺
内
正
毅
」、
於
学
習
院
創
立
百
周
年
記
念
会
館
正
堂
、
平
成
三
〇
年

習
院
制
服

ズ
ボ
ン
に
継
ぎ
」
の
記
事
を
参
考
に
し
た
。

（
49
）
『
記
念
録
』
一
〇
六
六
～
一
〇
七
二
頁

（
50
）
『
中
央
新
聞
』
明
治
三
九
年
一
月
一
五
日
二
面
。

（
51
）
原
田
稔
甫
「
乃
木
坂
と
新
年
」（『
歴
史
地
理
』
八
巻
二
号
、明
治
三
九
年
二
月
）。

（
52
）
『
麹
町
区
史
』（
東
京
市
麹
町
区
、
一
九
三
五
年
）
追
録
二
四
～
二
六
頁
。

（
53
）
『
女
子
学
習
院
五
〇
年
史
』（
女
子
学
習
院
、
一
九
三
五
年
）
の
「
附
表
類
」
の

う
ち「
旧
職
員
名
簿
」（
四
五
頁
）に
よ
る
と
、原
田
は
明
治
三
二
年（
一
八
九
九
）

三
月
か
ら
明
治
四
〇
年
一
二
月
ま
で
、
学
習
院
女
学
部
の
教
授
で
あ
っ
た
。

（
54
）
下
田
と
共
に
辞
職
し
た
原
田
は
「
下
田
門
下
の
四
天
王
」
の
一
人
で
あ
り
、
彼

ら
以
外
に
も
多
数
の
辞
職
者
が
出
た
と
い
う
（「
学
習
院
第
二
の
破
綻
」『
東

京
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
八
年
一
月
一
一
日
四
面
）。
下
田
の
辞
職
に
つ
い
て

は
、
大
濱
徹
也
『
乃
木
希
典
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
〇
年
〔
原
書

一
九
六
七
年
〕
二
一
八
～
二
二
三
頁
）
も
参
照
。

（
55
）
「
東
京
新
名
所
（
三
）」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
〇
八
年
一
二
月
三
日
六
面
）。

（
56
）
「
乃
木
坂
の
命
名
」（
横
山
健
堂
編
『
峰
間
鹿
水
伝
』
峰
間
氏
還
暦
祝
賀
会
記
念

刊
行
会
、
一
九
三
三
年
）
二
五
六
～
七
頁
。
引
用
箇
所
は
、
峰
間
の
口
述
を
小

泉
竹
雨
庵
が
補
修
し
た
自
叙
伝
を
掲
載
し
た
箇
所
。

（
57
）
「
乃
木
大
将
の
葬
儀
は
本
日
」（『
万
朝
報
』
一
九
一
二
年
九
月
一
八
日
）。

（
58
）
「
乃
木
坂
」
の
命
名
を
伝
え
る
新
聞
記
事
は
、
九
月
一
九
日
の
『
中
央
新
聞
』・

『
二
六
新
報
』・『
読
売
新
聞
』、
九
月
二
〇
日
の
『
中
央
新
聞
』・『
東
京
毎
夕
新

聞
』・『
都
新
聞
』
に
確
認
し
て
い
る
。

（
59
）
「
乃
木
邸
の
栗
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
二
年
一
〇
月
三
日
五
面
）
に
、

昨
日
よ
り
改
称
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
青
山
一
丁
目
～
六
本

木
間
の
路
面
電
車
は
同
年
六
月
七
日
に
開
業
し
て
い
た
が
、
乃
木
坂
の
名
称
と

な
る
こ
と
は
す
で
に
路
線
開
業
前
の
新
聞
記
事
で
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
（「
乃

木
坂
停
留
所
」『
読
売
新
聞
』
一
九
一
二
年
五
月
三
〇
日
三
面
）。

（
60
）
こ
の
回
想
録
は
、
一
九
四
〇
年
の
紀
元
二
千
六
百
年
を
記
念
す
る
事
業
と
し
て

企
画
さ
れ
な
が
ら
戦
争
の
影
響
で
未
刊
に
終
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
学
習
院

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
稿
本
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
以
下
「
第
二
篇
回
想
録
（
二
）
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（
85
）
『
官
報
』
一
九
一
一
年
一
月
一
一
日
一
一
頁
。

（
86
）
「
随
行
員
の
詮
衡
」（『
読
売
新
聞
』
一
九
一
一
年
一
月
一
一
日
二
面
）。

（
87
）
桂
太
郎
宛
て
山
県
有
朋
書
簡
、
明
治
四
三
年
一
〇
月
二
日
（
千
葉
功
編
『
桂
太

郎
関
係
文
書
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
、
四
三
六
頁
）。

（
88
）
山
県
有
朋
宛
て
寺
内
正
毅
書
簡
、
明
治
四
四
年
二
月
四
日
（
前
掲
『
山
県
有
朋

関
係
文
書
』
尚
友
叢
書
一
三
─
二
、三
九
四
頁
）。

（
89
）
山
県
有
朋
宛
て
桂
太
郎
書
簡
、
明
治
四
四
年
一
月
一
日
（
千
葉
功
編
『
桂
太
郎

発
書
翰
集
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
、
四
一
九
頁
）。

（
90
）
『
官
報
』
一
九
一
一
年
二
月
一
五
日
、
四
～
五
頁
。

（
91
）
前
掲
『
乃
木
希
典
全
集
下
』
三
一
八
～
三
二
二
頁
。

（
92
）
「
渡
欧
中
小
笠
原
子
爵
に
送
れ
る
書
簡
」（
学
習
院
輔
仁
会
編
『
乃
木
院
長
記
念

写
真
帖
』
審
美
書
院
、
一
九
一
三
年
）
七
七
頁
。

（
二
〇
一
八
）
一
〇
月
六
日
。

（
75
）
山
県
有
朋
宛
て
田
中
光
顕
書
簡
（
明
治
三
九
年
九
月
六
日
）
に
は
、「
乃
木
大

将
之
件
、種
々
御
配
慮
奉
懸
候
末
都
合
能
相
運
大
に
安
心
仕
候
」
と
あ
る
（『
山

県
有
朋
関
係
文
書
』
尚
友
叢
書
一
三
─
二
〔
尚
友
倶
楽
部
・
山
川
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
〕
三
五
三
頁
）。
ま
た
寺
内
も
山
県
へ
、
八
月
二
二
日
付
・
二
八

日
付
の
両
書
簡
で
、
乃
木
の
宮
内
省
御
用
掛
就
任
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
を
報

告
し
て
い
る
（
同
前
、
三
八
二
～
三
頁
）。

（
76
）
山
県
有
朋
宛
て
平
田
東
助
書
簡
、
大
正
元
年
一
〇
月
六
日
（『
山
県
有
朋
関
係

文
書
』
尚
友
叢
書
一
三
─
三
〔
尚
友
倶
楽
部
・
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
〕

一
二
三
頁
）。
実
際
に
は
、
奥
で
も
東
郷
平
八
郎
で
も
小
笠
原
長
生
で
も
な
く
、

一
一
月
二
五
日
に
大
迫
尚
敏
が
第
一
一
代
院
長
に
就
任
し
て
い
る
。
大
迫
は
日

露
戦
争
時
に
は
、第
七
師
団
長
と
し
て
第
三
軍
司
令
官
の
乃
木
の
下
に
あ
っ
た
。

（
77
）
「
乃
木
大
将
入
院
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
〇
年
八
月
一
一
日
二
面
）。

（
78
）
本
書
簡
に
は
石
黒
が
「
一
昨
日
」
の
八
月
四
日
に
乃
木
を
訪
ね
た
と
あ
る
が
、

そ
の
日
に
山
県
に
宛
て
た
書
簡
に
お
い
て
、
石
黒
は
「
乃
木
伯
片
瀬
に
学
習
院

生
徒
と
共
に
水
泳
中
一
昨
日
よ
り
耳
病
を
発
候
由
に
て
帰
京
と
之
事
昨
夜
承
り

大
に
心
配
、
今
朝
未
明
に
相
尋
ね
候
処
、
左
程
之
事
に
も
無
之
候
間
、
今
朝
平

井
に
一
托
耳
医
選
其
外
依
頼
仕
置
候
。
御
心
配
な
き
様
一
寸
申
上
置
候
。」
と

述
べ
て
い
る
（『
山
県
有
朋
関
係
文
書
』
尚
友
叢
書
一
三
─
一
〔
尚
友
倶
楽
部
・

山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
〕
七
一
頁
）。

（
79
）
寺
内
正
毅
関
係
文
書
研
究
会
編
『
寺
内
正
毅
関
係
文
書

一
』（
東
京
大
学
出

版
会
、
二
〇
一
九
年
）
一
九
五
～
一
九
八
頁
。

（
80
）
「
乃
木
院
長
退
院
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
〇
年
一
二
月
八
日
二
面
）。

（
81
）
「
病
院
内
の
乃
木
大
将
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
〇
年
一
〇
月
八
日
五
面
）。

（
82
）
『
明
治
天
皇
紀
第
十
二
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）
明
治
四
三
年
八
月

一
〇
日
条
、
四
五
〇
頁
。

（
83
）
「
乃
木
大
将
に
御
見
舞
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
〇
年
八
月
一
五
日
二
面
）。

（
84
）
「
乃
木
院
長
に
御
沙
汰
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
一
〇
年
一
二
月
一
八
日
二

面
）。
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表１　乃木希典院長と学習院年表
凡例：乃木の個人的な事項については冒頭に「乃木：」を、院長としての事項については冒頭に「院長：」を付した。
年 月日 乃木院長および学習院の出来事
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）

4月11日 華族女学校が学習院と合併して女学部となり、学習院学制・学習院規則が制定される（4月始期制、高等学科の廃
止が決定）

4月23日 北豊島郡高田村の学習院敷地内に校舎建築事務所を設置（以後新築に向けた工事が行われる）
8月25日 乃木：宮内省御用掛に任命され、学習院の教育に参与する
8月27日 乃木：学習院へ初登院
12月1日 乃木：職員一同へ挨拶。以後、登院して事務を視る

12月21日 乃木：学習院の教育方針等に関する上書を提出する（「学習院教育は特に品性の陶冶を以て第一要義と為さんとす
るに在り」）。とくに高等学科の存続を意見した結果、翌月には高等学科の存続が決定

明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
）

1月31日 乃木：第10代学習院院長を兼任する（軍事参議官 陸軍大将 正三位 勲一等 功一級 男爵）。
この時、乃木は軍職を辞して院長の職に専念しようとしたが、明治天皇の意向で現役軍人のまま学習院長となる

3月3日 輔仁会春季大会を開催

4月1日 職員分掌服務規程を廃し、事務分掌規程を定める
中等学科1・2年に武課の一部として剣道を練習させる

4月5日 隅田川上流にて第12回端艇競漕会を開催
4月11日 学年始業式
4月16日 乃木：フランス共和国政府よりレジオン・ドヌール勲章を受章
6月29日 院長：片瀬に出張し游泳場を視察
7月4日 院長：職員に向けて旅順攻撃に関し講話を行う
7月12日 卒業証書授与式

7月21日 学生166名、相州片瀬にて3週間の游泳と狭窄射撃を行う。初めて幕舎を片瀬川右岸に設け、青年学生の一部を収
容

9月21日 乃木：日露戦争の勲功により伯爵に列せられる
10月5日 学習院教職員、上野精養軒にて秋季懇親会を兼ねて乃木院長陞爵の祝賀会を開催

10月9日 院長：宮中へ参内し、迪宮裕仁親王の学習院入学に関して、前日に皇太子嘉仁親王へ啓上した学友・級友・教師
等を精選すべき旨を天皇へ報告

10月16日 北豊島郡高田村の校舎新築敷地内にて第11回陸上運動会を開催

11月15日 中等学科4年級〜高等学科の学生、陸軍特別大演習見学のため茨城県結城に4泊の行軍演習へ出発（従来の行軍演
習の代替として以後継続される）

12月21日 早朝に柔剣道の寒稽古を行う（〜 1月7日。1月1〜 3日は休止）

明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）

1月8日 新年始業式
2月27日 東宮職と乃木院長の間で検討されていた迪宮裕仁親王の学習院入学が決定
2月29日 剣道大会を開催
3月8日 輔仁会春季大会を開催
4月7日 隅田川上流にて第13回端艇練習競漕会を開催
4月11日 学年始業式。迪宮裕仁親王が初等学科1年級に入学
5月29日 宮内省令により、寄宿舎の設置および全寮制の採用が定まる
6月2日 乃木：旅順小案子山東麓の露国戦死者建碑除幕式へ参列のため満洲へ出張（6月19日帰京）
7月9日 卒業証書授与式
7月12日 学生171名、相州片瀬で3週間の游泳と狭窄射撃を行う。院長：櫓船「桜朶丸」を寄付。
8月5日 本院が目白校地（北豊島郡高田村）に移り、中等学科・高等学科が四谷校地から移転（初等学科・女学部は旧来のまま）
9月10日 寄宿舎入寮式。中等学科・高等学科の学生が入寮、院長は寄宿舎総寮部に寓居
9月11日 第2学期始業式
10月11日 輔仁会春季大会を開催
10月18日 開院記念式の後に第12回陸上運動会を開催（皇太子嘉仁親王の行啓）

10月31日
学習院事務分掌規程を改正し、あわせて馬術科規則・柔道科規則・剣道科規則・転地游泳演習規程および部長勤
務学生組長概則・部長職務心得・勤務学生職務心得中を改正。これにより、中等学科生に剣道・柔道を武課正課
として課す

11月10日 中等学科4年級〜高等学科の学生、陸軍特別大演習見学と修学のため奈良・京都・神戸地方に8泊の旅行へ出発
12月21日 寄宿舎炊事規程を制定

明
治
四
二
年

（
一
九
〇
九
）

1月8日 新年始業式
1月11日 夜間に柔剣道の寒稽古を行う（〜 31日。日曜祭日は早朝に施行）
4月5日 隅田川上流にて第15回端艇競漕会を開催（皇太子嘉仁親王の行啓）
4月28日 乃木：チリ共和国政府から金製有功章を受章
5月2日 輔仁会春季大会を開催
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明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）

5月8日 華族会館において学習院同志会を開催、院長・女学部長が講演
5月 乃木：総寮部において『中朝事実』を手写
7月14日 明治天皇が学習院に臨幸。選抜学生の講義を聴き、学生の製作品・武課演習・新築校舎の模様などを巡覧
7月16日 卒業証書授与式。皇太子嘉仁親王が行啓し、学生の製作品・武課の諸技、および新築の寄宿舎を巡覧
7月21日 学生169名、相州片瀬にて3週間の游泳と狭窄射撃を行う。院長：櫓船「満珠丸」を寄付
9月11日 始業式
10月12日 第13回陸上運動会を開催（皇太子嘉仁親王の行啓）
10月18日 開院記念式の後に輔仁会大会を開催
11月4日 中等学科4年級〜高等学科の学生、陸軍特別大演習見学のため栃木県那須野地方に5泊の行軍演習へ出発

11月21日 乃木：11月28日の旅順白玉山表忠塔除幕式参列のため出発（12月6日帰京）。夫人同伴で旅順を訪い、勝典・保
典の跡を弔う

12月20日 院長：午後放課後、寮生一同を柔剣道場に集め訓示を与える

明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）

1月8日 新年始業式
1月10日 夜間に柔剣道の寒稽古を行う（〜 1月30日。日曜祭日は早朝に施行）
1月17日 皇太子嘉仁親王が学習院に行啓し、授業および寄宿舎を巡覧
3月 前年の天皇臨幸を記念した榊をもって、院内の富士見台に御榊壇を造営
4月2日 卒業証書授与式（皇太子嘉仁親王の行啓）
4月5日 隅田川上流にて第16回端艇競漕会を開催
4月11日 第1学期始業式（この年より4月始まりとなる）
5月9日 輔仁会春季大会を開催
5月11日 院長：学生を小講堂に集めて富国強兵に関して講話
7月21日 学生162名、相州片瀬にて3週間の游泳
8月2日 院長：游泳場において耳疾に罹る。のち中耳炎に変じ、赤十字病院に入院（12月8日退院）
9月12日 第2学期始業式
10月18日 開院記念式の後に輔仁会秋季大会を開催
10月24日 第14回秋季陸上運動会を開催（皇太子嘉仁親王の行啓）

10月27日 中等学科第4年級〜高等科の学生、陸軍特別大演習見学のため栃木県宇都宮・今市付近へ4泊の行軍および野外演
習へ出発

12月20日 院長：学生に対して病中見舞いを受けたことについて挨拶

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）

1月9日 新年始業式
1月10日 夜間に柔剣道の寒稽古を行う（〜 1月30日。日曜祭日は早朝に施行）
1月21日 築地精養軒にて、本院職員春季親睦会を兼ね、院長の全快祝賀会開催
3月10日 院長：陸軍記念日につき奉天会戦について講話
3月31日 上野精養軒にて職員懇親会を兼ね院長の渡欧送別会を開催
4月2日 卒業証書授与式
4月5日 隅田川上流にて第17回端艇競漕会を開催
4月11日 新学年始業式。式後、院長より職員及び学生に対し告別がある

4月12日
東伏見宮夫妻の英国王戴冠式参列に東郷平八郎とともに随行し、英国へ向け横浜を出航（8月28日帰京）
6月7日イギリス、7月2日フランス、7月9日ドイツ、7月17日ルーマニア、7月21日トルコの後、ブルガリア、セ
ルビア、ハンガリーを歴訪し、8月16日モスクワからシベリア鉄道を経由し、8月28日敦賀上陸

4月14日 輔仁会春季大会を開催
7月21日 学生155名、相州片瀬にて3週間の游泳
9月11日 第2学期始業式
9月13日 院長：学生に対して英国視察談を講話
9月23日 院長帰朝の歓迎を兼ねて全寮茶話会を開催
10月18日 開院記念式の後に輔仁会大会を開催
10月22日 第15回秋季陸上運動会を開催
10月25日 乃木：ルーマニア皇帝から勲章を受章
10月26日 中等学科第4年級〜高等科の学生、青梅地方へ5泊の行軍演習へ出発

明
治
四
五
年

（
一
九
一
二
）

1月8日 新年始業式
1月10日 夜間に柔剣道の寒稽古を行う（〜 1月30日。日曜祭日は早朝に施行）
2月11日 学習院女子部の本館が全焼
3月12日 職員制服着用の場合における敬礼規程を制定
3月14日 学習院学制を改正（中等学科6年制を5年制に改める）
4月2日 卒業証書授与式
4月5日 隅田川上流にて第18回端艇競漕大会を開催（皇太子嘉仁親王の行啓）
4月8日 第1学期始業式
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明
治
四
五
年

（
一
九
一
二
）

4月 初等学科6年に木剣体操を課し、中等学科1・2年に武課正課として木銃教練を課す
5月10日 乃木：英国王からロイヤル・ヴィクトリア勲章を受章（6月5日にはバス勲章を受章）
5月12日 多摩川に輔仁会の遠足を行い乃木院長も同行する
6月7日 乃木：「奉台命書」（『中朝事実』の一部）を筆す
7月21日 学生170名游泳練習のため沼津へ出発するところ、天皇病気につき中止
7月31日 明治天皇、午前0時43分に崩御

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）

9月1日 乃木：大葬参列のため来日する英国皇族コンノート公の接伴員を仰せつけられる
9月10日 乃木：迪宮裕仁親王に『中朝事実』を献上

9月13日 大葬儀が行われる。学生一同及び監督職員青山御所前に整列して奉送する
乃木：午後8時の霊轜発車の号砲とほぼ同時に、自邸において妻静子とともに自刃

9月16日 学習院教授・白鳥庫吉、学習院長事務取扱に任命される

9月17日 高等学科・中等学科の学生が総寮部の院長居室に真影を掲げ、供物を捧げ、午前8時より翌朝5時30分まで交代で
通夜を執行

9月18日 乃木希典夫妻の葬儀が乃木邸において執行される。職員学生一同見送りをし、白鳥院長事務取扱・職員総代・男
女学生各総代・輔仁会副会長が弔辞を捧呈

9月19日 第2学期始業式
9月20日 乃木家遺族より小笠原長生に乃木自筆の批点が施された『中朝事実』・『中興鑑言』等が授けられる
9月22日 乃木院長十日祭が執行され、職員学生が青山墓所に参拝する
10月12日 乃木院長三十日祭を乃木邸内において執行
11月25日 大迫尚敏が第11代学習院長に就任
12月6日 乃木の蔵書が学習院に寄贈される

※�主要参考文献（年代順）　学習院輔仁会編『乃木院長記念録』（三光堂、1914年）／『明治天皇紀』第11・第12（宮内庁、吉川弘文館、1975年）
／『学習院百年史』第1編（学習院、1981年）／大濱徹也『乃木希典』（河出書房新社、1988年）／乃木神社社務所編『乃木希典全集』上・中・
下・補遺（国書刊行会、1994年）／『昭和天皇実録』第1（宮内庁、東京書籍、2015年）

表２　渡欧の洋上より乃木院長差出の絵葉書一覧　　　　　　　　　　　　 ※学習院アーカイブズ蔵
絵葉書情報 発（消印） 着（消印） 宛名 翻刻

1
Castle of Himeji.
Nippon Yusen Kaisha
S.S. "KAMO MARU."

Singapore
1911年4月30日

四谷 5月17日 大日本東京四谷
学習院初等科 御中

宮殿下御一行並ニ希典義も海路平安、今
日シンガホール着、御休息有之度候。御
報迄。匆々不尽

2
Singapore. The Sea
View Hotel─Front
Building, facing the
Sea.

Singapore
1911年5月3日

四谷 5月17日 大日本東京四谷
学習院初等科 御中

殿下御初　海路平安　四月三十日着

3
Singapore. The Sea
View Hotel─Tennis-
Court.

Singapore
1911年5月3日

四谷（5月）17日 大日本東京四谷
学習院初等 御中

今后三時放錨　ペナンニ向フ

4
Penang Date Trees,
Penang.

Penang
1911年5月5日
Singapore
1911年5月8日

四谷 5月20日 大日本東京四谷
学習院初等科 御中

両殿下御始一行健康、海上安泰波ヲ見ス
典
大そらの壁たつきはみ たひらけく 青海
原にさゝなみもなし

5
Water Gush at
Western Road,
Penang.

Penang
1911年5月5日
Singapore
1911年5月8日

四谷 5月21日 大日本東京 四谷
学習院初等科 御中

今朝着。午前中遊覧午後馬関出発後好雨
ヲ喜候　五月四日夜　希典　ペナン港

6
Kandy Temple of
the Holy Tooth.

Colombo
1911年5月11日

四谷 6月2日 大日本東京四谷
学習院初等科 御中

昨日着港。今日此地ヲ見物。明日出発西
航ス。此後ハ暫ク御報ヲナシ得ス、マル
セールヨリ差出ス郵便ハ此端書同時此着
スベク候。

7
Jaffna Fort. Ceylon.
"SKEEN-PHOTO"

Colombo
1911年5月11日

四谷 6月2日 大日本東京四谷
学習院初等科 御中

殿下御始一行至極健康。当地ハ充分冷気
八十六七度位。殿下其他諸生ノ勇健勉学
ヲ祈ル。

8

The Bund, Kandy.
"SKEEN-PHOTO"

Colombo
1911年5月11日

四谷 6月2日 大日本東京四谷
学習院初等科 御中

秋冬春夏褌之尺紅白紫黄花四時無地獄今
無極楽仏書万巻又何痴
　谷口中佐次韻
険路羊腸峯勢危追思釈氏入山時山僧不識
人間事寒寺祝経群小痴　（カンジー）ナリ
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表３　「故乃木院長ニ関スル事項」新聞記事スクラップブック内容目次

凡例
・年月日欄および「掲載紙」欄は、原則として本スクラップブックに記載のママで記した。
・�「掲載紙」欄は本スクラップブックでは略称となっているため、正式紙名を補って記した。但し、該当する紙名が複数ある場合、〔　〕内に「or」

で候補を示した（初出時のみとし、２回目以降は〔　〕内を省略した）。その際には、「全国新聞一覧表」（『新聞総覧』日本電報通信社、1911・
1913年）を参考にした。

・「記事名」欄には小見出しも採取した。また、見出しが無い場合は〔　〕で補い、署名および談話者などは《　》内に記した。
・「備考」欄には、該当記事のシリーズタイトルや、記事内容を補う情報などを簡潔に記した。
・本表の作成は西山直志が行った。作成に当たっては、大山公佑、木村真美、丹藤真子、野呂美月、各氏の協力を得た。

①朝日新聞切抜・故乃木院長に関する事項
番 年 月 日 掲載紙 記事名 備考
1 大正1年 9 14 東京朝日新聞 ●乃木大将自殺に就て　▽日本の風教道徳の一案　《黄洋》
2 大正1年 9 15 東京朝日新聞 ●自殺の動機　▽畳の上で死ぬることを▽いかにも口惜しく思ふ《文学

博士 井上哲次郎氏談》　▲死に関する用意　▲旅順戦と自責　▲先帝の知
遇　▲将軍の人生観　▲文学の嗜み

3 大正1年 9 15 東京朝日新聞 ●乃木大将を弔して偽れる者驕れる者に与ふる書　《戸谷白羽》 「乃木大将殉死に関する寄書」欄
4 大正1年 9 15 東京朝日新聞 ●自殺の動機　▽畳の上で死ぬることを▽いかにも口惜しく思ふ　《文学

博士 井上哲次郎氏談》　▲死に関する用意　▲旅順戦と自責　▲先帝の知
遇　▲将軍の人生観　▲文学の嗜み

5 大正1年 9 15 東京朝日新聞 ●辞世二首天覧に入る　▽乃木大将及び夫人が▽殉死の際に詠る和歌
▲自殺の現場　▲正装の夫妻　▲遺書及辞世

6 大正1年 9 15 東京朝日新聞 ●三皇子の御驚き「何故の切腹」？　▲平民的に御教訓　▲切腹の趣言
上　▲双の御目に御涙　▲最後の御教訓

7 大正1年 9 15 東京朝日新聞 ●懐しいお祖父様　▽初孫の様な華冑子弟《某昵近者談》　▲長い鎌で草
刈　▲児童と会食　▲一緒に遊戯　▲優しいお強請

8 大正1年 9 15 東京朝日新聞 ●日本武士の典型　▽揮毫にも現れたる人格《式部官 恩地轍氏談》
9 大正1年 9 15 東京朝日新聞 ●英独両親王の悼詞
10 大正1年 9 15 東京朝日新聞 ●ルボン中将の哀悼
11 大正1年 9 15 東京朝日新聞 ●殯宮祭の乃木大將　▽夫人も同伴▽平静なる顔色
12 大正1年 9 16 東京朝日新聞 ●幼児の教育　▽豪胆勤格は父の遺伝　▲厳父の遺伝　▲大将の幼時

▲大将の読書　▲高風の一斑
13 大正1年 9 16 東京朝日新聞 ●大将夫人静子　▽馬場徹氏談　▲全然家庭的婦人　▲西那須野で百姓

　▲大将の心事を解す　▲善通寺の一話
14 大正1年 9 16 東京朝日新聞 ●陣羽織の寄進　▽野木神社社司の談
15 大正1年 9 16 東京朝日新聞 ●乃木大将の殉死　▲時弊に対する清涼剤（一）《理学博士菊池大麓氏談》

　▲現代唯一の模範（二）《理学博士某教育家談》　▲将軍の苦痛（三）《法
学博士高田早苗氏談》　▲特別の例（四）《法学博士浮田和民氏談》

16 大正1年 9 16 東京朝日新聞 教育的影響　▽乃木夫人の殉死に対する▽三女流教育家の感想　▲矢島
女史　▲三輪田女史　▲嘉悦女史

17 大正1年 9 16 東京朝日新聞 ●忘られぬ訓戒　▽華族少年の肝に銘じたる　▲巧なる実物教訓　▲心
も体も強かれ　▲大将の頭を敲かせる　▲勅語集の講義

18 大正1年 9 16 東京朝日新聞 ●幽崇の感情　▽姉崎文学博士談　▲乃木大将の殉死に就て
19 大正1年 9 16 東京朝日新聞 ●凡人の死を以て論ずべからず（帝大生寄書） 「寄書」欄
20 大正1年 9 17 東京朝日新聞 ●満堂の生徒泣く　▽学習院の諭告▽数名の卒倒者　▲小笠原大佐の暗

涙　▲雨中に後姿を凝視る　▲感極まりて卒倒　▲全院生徒の通夜
21 大正1年 9 17 東京朝日新聞 ●乃木大将の和歌 「春（学習院学生の浜御殿参観の

際）」・「夏」の２首
22 大正1年 9 17 東京朝日新聞 ▲乃木夫人の壮烈　▽石黒男爵談　▲検案の模様　▲屍体尚ほ暖か

▲大将は長剣　▲夫人は短刀
写真あり「乃木将軍遺書石黒男
爵宛」

23 大正1年 9 17 東京朝日新聞 ●遺言状の変造　▽咄々寺内長谷川の小細工　▲乃木邸の保存方法
▲小笠原大佐の弁明　▲寺内長谷川の指図

24 大正1年 9 18 東京朝日新聞 ●中朝事実に就いて　▽乃木大将の経典　《文学博士井上哲次郎氏談》
25 大正1年 9 18 東京朝日新聞 ●那須原頭の乃木大将　▽渋紙袋に国旗
26 大正1年 9 18 東京朝日新聞 ●武士道より見たる乃木将軍の自刃《農学博士法学博士新渡戸稲造氏談》

　▲武士道とは如何なる者か　▲最も偉大なる人物　▲世界的見地より
見たる自殺　▲日本道徳の積極的発現　▲将軍の心事を了解せよ　▲暗
涙に咽んで揮毫の和歌　▲乃木大将の死によりて与へられたる教訓

写真あり「乃木大将より東宮殿
下に捧呈せる「中朝事実」附録
の標題」

27 大正1年 9 18 東京朝日新聞 ●思想変遷が三度　▽某将軍談
28 大正1年 9 18 東京朝日新聞 ●将軍は日本人の典型　▽山口少将の談
29 大正1年 9 19 東京朝日新聞 ●大将の遺書蔵書　▽日比谷図書館に陳列の企
30 大正1年 9 19 東京朝日新聞 ●正午迄に十万人　▽乃木大将の葬儀▽葬列沿道の群集　▲電車の大混

乱　▲屋根や柱に鈴生
31 大正1年 9 19 東京朝日新聞 ●十重廿重の人垣　▽学習院生徒の送葬▽女子供の押ッくら 写真あり（葬送行列）
32 大正1年 9 20 東京朝日新聞 ●大将邸宅の群集　▽昨日より一部縦覧
33 大正1年 9 20 東京朝日新聞 ●嗚呼乃木大将《十四日 京城 五老峯》
34 大正1年 9 20 東京朝日新聞 ●市民墓前に泣く　▽乃木大将夫妻の▽墓に参拝者多し▽朝来引も切ら

ず　▲徹宵跪坐黙祷　▲参拝者の涙　▲無礼な商人
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35 大正1年 9 20 東京朝日新聞 ●春よりも秋こそ　▽吉野山に於ける乃木将軍《十七師団長 仙波中将談》
36 大正1年 9 20 東京朝日新聞 ●武士の好典型（四）＝乃木将軍の逸歴＝　△真の武士　△礼節を尚ぶ

△松陰崇拝
37 大正1年 9 20 東京朝日新聞 ●殉死と小学生　▽小学校長の態度
38 大正1年 9 20 東京朝日新聞 ●市長失言を謝す（名古屋）
39 大正1年 9 20 東京朝日新聞 ●乃木大将哀悼（同上）《十九日奉天特派員発》 「本社満洲特電」欄
40 大正1年 9 20 東京朝日新聞 ●支那人大将を慕ふ　●乃木大将追悼會
41 大正1年 9 20 東京朝日新聞 ●長府の遙拜式　▽参列者感慨無量
42 大正1年 9 20 東京朝日新聞 ●乃木大将の感化　▽質素なる長府の風
43 大正1年 9 20 東京朝日新聞 ●乃木大将極秘の遺書　▽日本の軍務に就いて▽田中少将に与ふ
44 大正1年 9 20 東京朝日新聞 ●聯隊旗の思ひ出　▽乃木軍と賊軍の戦
45 大正1年 9 21 東京朝日新聞 ●乃木大将の面目（上）《桃水》
46 大正1年 9 21 東京朝日新聞 ●彼岸入の青山　▽轜車焼却は虚報▽乃木家墓の香煙
47 大正1年 9 21 東京朝日新聞 ●責任の自覚　▽福原文部次官談
48 大正1年 9 21 東京朝日新聞 ●乃木大将の養子論　▽井上頼圀氏談
49 大正1年 9 21 東京朝日新聞 ●卅五年前よりの心事　▽乃木大将が竹馬の▽友に与へたる遺書　桂弥

一宛ての遺書全文あり
50 大正1年 9 21 東京朝日新聞 ●米将卒の感嘆（長崎）
51 大正1年 9 21 東京朝日新聞 ●土国陸軍の表弔 「土耳古陸軍大臣マザン、パシヤ

氏」
52 大正1年 9 21 東京朝日新聞 ●乃木大将を悼み奉りてよめる《生野源太郎（投）》
53 大正1年 9 22 東京朝日新聞 ●乃木将軍の面目（下）《桃水》
54 大正1年 9 22 東京朝日新聞 ●独皇弟の殉死観　▽日本人の固有道徳▽民心に与ふる影響
55 大正1年 9 22 東京朝日新聞 ●『将軍と高嶋氏』に就て　聯隊旗奪取は村田三介の隊
56 大正1年 9 22 東京朝日新聞 ●乃木家と墓地　▲十日祭　▲御下賜品分配　▲数百通の謝状　▲線香

は危険
57 大正1年 9 22 東京朝日新聞 ●乃木大将の追悼会 千駄ヶ谷の加地和助氏
58 大正1年 9 22 東京朝日新聞 ●谷本博士不評判　▽神戸高商生の憤激
59 大正1年 9 22 東京朝日新聞 ●教材としての乃木将軍　▽文部当局者の方針
60 大正1年 9 22 東京朝日新聞 ●墓前に灑ぐ夜の雨　▽虫声哀歌を奏する▽乃木卿夫妻の墓畔
61 大正1年 9 23 東京朝日新聞 ●幼年時代の乃木将軍　▽質素を極めし生活　▲大将の絶家主義　▲日

下窪に生る　▲国詰の道中　▲自ら米を搗く　▲幼名は無人　▲集童館
の日課　▲熊野先生の保証　▲紐で髪を結ふ　▲乃木家の食置　▲玉木
家の食客　▲畑で学問

62 大正1年 9 23 東京朝日新聞 ●玄関払の乃木邸　▽無礼なる軍人の態度
63 大正1年 9 23 東京朝日新聞 ●乃木大将十日祭　▽燈籠鳥居等の寄贈申込
64 大正1年 9 23 東京朝日新聞 ●乃木邸閉鎖す
65 大正1年 9 23 東京朝日新聞 乃木大将の出生地 六本木周辺の略地図あり
66 大正1年 9 23 東京朝日新聞 ●西国御名代宮嘆賞　▽帰国後奏上せん
67 大正1年 9 24 東京朝日新聞 ▲乃木大将夫妻の謦咳に接したる方々に申す（理学博士鶴田賢次）　▲六

名士の見（本郷一読者）　▲愛馬と厩（新坂町一女子）　▲楠公に次ぐの
軍神たり（安政老人）　▲軍隊教育に害あり（土田清臣乃）　▲遺書の変
造（不求名子）　▲将軍の感激（不求名子）　▲嗚呼忠臣乃木将軍《大塩
学道》

「乃木大将殉死に関する寄書」欄

68 大正1年 9 24 東京朝日新聞 ●烈風猛雨　▽家屋倒潰電線切断▽東京市中の大被害
69 大正1年 9 24 東京朝日新聞 ▲宮城内の被害　▽自動車修理所倒潰す
70 大正1年 9 24 東京朝日新聞 ▲葬場殿の破損　▽一時拝観を停止す
71 大正1年 9 24 東京朝日新聞 ▲乃木将軍の墓　▽贈花乱れて哀感深し
72 大正1年 9 24 東京朝日新聞 ●乃木将軍と廃兵院　▽廃兵等の哀傷悲痛
73 大正1年 9 24 東京朝日新聞 ●乃木将軍に関する軍旗事件の真相　▽陸軍の功に非ず▽警察署長の発

見《発見者たる 大塚義彦氏談》　▲相違せる記録　▲天井裏に発見　▲功
を陸軍に譲る　▲熟知せる川村大将　▲寺内大将の冷淡

74 大正1年 9 24 東京朝日新聞 ●戦友乃木大将　▽某陸軍大将談　▲ス将軍慚づ　▲死処に葬れ　▲常
に臨戦の覚悟　▲素朴な凱旋将軍

75 大正1年 9 24 東京朝日新聞 周防艦上の扁額　▽乃木大将記念の墨痕 写真あり
76 大正1年 9 25 東京朝日新聞 曲学阿世の徒を製造する国《高島米峰》 「乃木大将殉死に關する寄書」欄
77 大正1年 9 25 東京朝日新聞 ●乃木大将と素行会　▽明日追悼記念祭挙行
78 大正1年 9 26 東京朝日新聞 ●我皇帝に告げん　▽旅順を見物せし▽ボ殿下の車中語
79 大正1年 9 26 東京朝日新聞 奢侈戒飭は目下の最急務《古志生 草生政恒稿》 「乃木大将殉死に關する寄書」欄
80 大正1年 9 26 東京朝日新聞 素行先生墓前の乃木将軍 写真あり（牛込弁天町宗参寺の

素行先生墓前で祭文を読む乃木）
81 大正1年 9 26 東京朝日新聞 ●乃木将軍富嶽の詩　▽三典歌の奇因縁美しき一個詩話　▲将軍殉死の

其朝　▲七年以前の追憶　▲支那学者の激賞
82 大正1年 9 26 東京朝日新聞 ●素行霊前の講演　▽山鹿素行の例祭と▽乃木大将の追悼会　▲会衆約

二百名　▲三名士の講演　▲時期を得た死
83 大正1年 9 28 東京朝日新聞 ●乃木大将と英人　▽英政府の弔辞
84 大正1年 9 29 東京朝日新聞 ▲乃木将軍教育談 「演芸」欄
85 大正1年 9 30 東京朝日新聞 乃木将軍歌《五江 小川通義》 「日日詞壇」欄、漢詩
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86 大正1年 9 30 東京朝日新聞 乃木大将夫妻自尽当日の記念撮影 写真3枚あり
87 大正1年 9 29 東京朝日新聞 ●乃木大将追悼会（仙台） 来月2日櫻ヶ岡公園にて
88 大正1年 9 30 東京朝日新聞 脱帽の乃木大将（自尽当日の撮影） 写真あり
89 大正1年 10 1 東京朝日新聞 ●乃木大将の希望実現　▽家は断絶に決し▽邸宅は市に寄附
90 大正1年 10 1 東京朝日新聞 ●乃木将軍追悼会 丁未倶楽部にて
91 大正1年 10 2 東京朝日新聞 秋のそゞろ歩き　雨の百花園 「乃木大将自筆楽焼」ほかの画あ

り
92 大正1年 10 2 東京朝日新聞 ●追悼演説会 丁未倶楽部にて
93 大正1年 10 3 東京朝日新聞 ●乃木邸の栗の実　▽新名乃木坂停留場
94 大正1年 10 4 東京朝日新聞 ●乃木神社の建設　▽乃木大将追悼会の決議 国学院大学講堂での追悼会
95 大正1年 10 7 東京朝日新聞 ●乃木将軍追悼会（仙台） 東北修養会主催
96 大正1年 10 7 東京朝日新聞 ●乃木大将書籍処分　▽墓地は両三日中に竣成
97 大正1年 10 8 東京朝日新聞 ●遊就館の乃木室
98 大正1年 10 11 東京朝日新聞 ●乃木将軍追悼の妨害　▽町長憤慨辞表を出す 萩町にて
99 大正1年 10 13 東京朝日新聞 ●血痕附着の遺物　▽乃木大将の常用品 写真あり
100 大正1年 10 13 東京朝日新聞 ●学習院学制改革
101 大正1年 10 13 東京朝日新聞 ●皇后宮御奉送　●両殿下乃木邸御成 山階宮武彦王芳麿王両殿下
102 大正1年 10 13 東京朝日新聞 ●偉人の寝床　▽学習院に於ける▽乃木大将追悼会　▲質素なる院長室

▲薬缶一杯二日分　▲歯磨は塩を使ふ　▲板敷の上の墨痕
103 大正1年 10 31 東京朝日新聞 ●乃木将軍の偽筆流行
104 大正1年 11 2 東京朝日新聞 ●乃木将軍記念写真配布
105 大正1年 11 2 東京朝日新聞 ●乃木将軍五十日祭《一日木浦特派員発》 「本社朝鮮特電」欄
106 大正1年 11 4 東京朝日新聞 ●乃木将軍追悼会（盛岡）

●奉悼追悼式（山形）
盛岡市武徳殿にて　
山形市第一小学校にて

107 大正1年 11 4 中央新聞 ▲乃木大将追悼会（盛岡） 盛岡市武徳殿にて
108 大正1年 11 4 東京朝日新聞 〔神田奨兵会主催の神田明神境内における日清日露戦病者及乃木大将追弔

祭典式〕
写真あり

109 大正1年 11 4 東京朝日新聞 ●国民大弔祭会　▽乃木将軍夫妻を偲ぶ　▲破風造の大神殿　▲神式祭
典執行　▲僧侶一千百名　▲毎年弔祭会を開く

110 大正1年 11 12 東京朝日新聞 ●源平武人と乃木大将《文学博士芳賀矢一氏談》遠く古武士に超越す
111 大正1年 11 30 東京朝日新聞 ●乃木家の跡仕末　▽沙々貴神社奉納の旗▽同邸引渡は百日祭後
112 大正1年 12 7 東京朝日新聞 ●乃木大将景慕修養会設立 東京大阪両朝日新聞愛読者の発

起にて
113 大正1年 12 9 東京朝日新聞 ●乃木将軍遺愛の徳利　▽昨日の乃木児玉両大将祭
114 大正1年 12 15 東京朝日新聞 ●サンとデスが大嫌ひ　▽乃木大将の蔵書百冊▽日比谷の遺墨展覧会
115 大正1年 12 16 東京朝日新聞 ●学習院学科課程改正
116 大正1年 12 19 東京朝日新聞 ●何をして遊びませう　▽新版のかるたや福笑ひ▽罪のない新春の娯楽

▲かるたと双六　▲御製と乃木大将　▲御伽物いろ??
117 大正1年 12 22 東京朝日新聞 ●乃木大将百日祭
118 大正2年 1 14 東京朝日新聞 ●廃兵院の乃木大将祭　▽院長以下追慕の涙
119 大正2年 1 16 東京朝日新聞 ●乃木邸市に寄附　▽公開か否か未定▽乃木神社も建設
120 大正2年 1 19 東京朝日新聞 ●市有後の乃木邸　▽現形の侭で保存
121 大正2年 1 21 東京朝日新聞 ●長府の乃木館　▽桂弥一氏の記念計画《長府電話》
122 大正2年 2 12 東京朝日新聞 ●乃木神社の建立決議　▽費用十四万四千円《長府特電》
123 大正2年 2 15 東京朝日新聞 ●乃木の遺物　▽我国政変と米紙《十三日紐育特派員発》 「本社米国特電」欄
124 大正2年 3 2 東京朝日新聞 ●哀しき記念　▽乃木大将邸の引渡▽去り行く老女の涙　▲火鉢より鏡

台迄　▲嗚呼此感慨無量　▲大将夫妻自尽の室
写真あり

125 大正2年 3 15 東京朝日新聞 ●軍神に捧ぐる真心　▽乃木邸の監守人　▲市の乃木邸招待会
126 大正2年 4 14 東京朝日新聞 ●乃木邸公開　▽昨日の霊前祭▽落花繽粉の庭
127 大正2年 4 15 東京朝日新聞 ●乃木邸公開の日　▽縦覧者邸内に満つ
128 大正2年 4 24 東京朝日新聞 ●乃木会の役員
129 大正2年 4 27 東京朝日新聞 ●乃木神社の神霊《金沢特電》
130 大正2年 4 29 東京朝日新聞 ●乃木会の進捗
131 大正2年 5 31 東京朝日新聞 ●宮廷録事　▲聖上御容体　▲東宮、両皇子御参内
132 大正2年 6 10 東京朝日新聞 ●乃木会首唱者会
133 大正2年 9 14 東京朝日新聞 ●乃木将軍一年祭（金沢） 素封家能生久治氏邸に於て
134 大正2年 9 14 東京朝日新聞 ●乃木将軍一年祭《十三日木浦特派員発》 「本社朝鮮特電」欄
135 大正2年 9 14 東京朝日新聞 ●乃木大将一年祭執行　▽落葉悲し墓前の秋▽追憶の涙に咽ぶ参拝者　

▲墓前の参拝者　●乃木会評議員会　▲旧大将邸の祭式　▲学習院の挙
式 ▽武術試合と訓話　▲乃木会の講演

136 大正2年 9 14 東京朝日新聞 ▲富豪の感奮 神戸の野村翁　▽乃木大将の事績に▽発奮して百万円を
▽公共事業に投ぜん　▲悲壮なる翁の家系 ▽殉死に次に切腹　▲老いて
子なき翁　▲徒弟学校の設立計画　▲伏見に乃木神社　▲村野翁の直話
▽全く独力で遣る

137 大正2年 11 21 東京朝日新聞 軍神の遺墨五千円　▽学習院の給仕が貰つた▽献上の書幅の下書 写真あり
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②国民新聞切抜・故乃木院長に関する事項
番 年 月 日 掲載紙 記事名 備考
1 大正1年 9 15 国民新聞 嗚呼武士道の権化　悲しい哉乃木大将今や亡し

惜しい残念！　東宮殿下の御諚《御養育係長 丸尾錦作氏談》
2 大正1年 9 15 国民新聞 悲壮鬼神を哭かしむ　見よ偉人の光輝ある最期を
3 大正1年 9 15 国民新聞 ▲亀鑑とすべき人《川村大将の談》
4 大正1年 9 15 国民新聞 ▲万人の師表《井上哲次郎博士談》
5 大正1年 9 15 国民新聞 ●乃木大将の面影　▲大将農夫と会飲す　▲栃木県の野木神社
6 大正1年 9 16 国民新聞 「日本の乃木」は死せり　至誠君国に殉せる将軍の一生　心事明白《寺内

朝鮮総督の談》
7 大正1年 9 16 国民新聞 ●院長としての大将　▲身を以て範を示す　▲慈愛の深き院長　▲生前

生徒を戒む　▲あれがお見納め
写真あり「乃木大将夫人」

8 大正1年 9 16 国民新聞 ●惨として声無し　十四日夜の乃木邸
9 大正1年 9 17 国民新聞 ●夫人は大将の後で自殺を遂ぐ《男爵 石黒忠悳氏談》
10 大正1年 9 17 国民新聞 ●弔客門に満ちて愁意又新なり
11 大正1年 9 17 国民新聞 ▲小笠原海軍大佐宛の遺書
12 大正1年 9 17 国民新聞 三十五年死処を求む　乃木邸の門前弔客群をなす　●学習院に宛たる大

将の遺書《福原文部次官談》
13 大正1年 9 17 国民新聞 ●暴風雨の日に御陵守護を命ず　将軍の忠誠斯くの如し
14 大正1年 9 17 国民新聞 ●旅順戦没者の遺族続々会葬せん
15 大正1年 9 17 国民新聞 ●大将夫妻の葬列
16 大正1年 9 17 国民新聞 ●乃木大将追悼会
17 大正1年 9 18 国民新聞 ●乃木大将履歴書　▲陸軍出身前の履歴　▲公傷公病　▲陸軍出身後の

履歴　▲賞典
18 大正1年 9 19 国民新聞 さらば！大君の辺へ　乃木将軍夫妻の英霊青山に眠る 沿道送葬十幾万真

に一代の盛儀　最期の決別 勅使参向せらる　夫妻の霊柩 愛馬三頭葬列に
従う　森厳荘重　永久の眠

19 大正1年 9 20 国民新聞 ●香煙空を掩ふ　偉人の新墓畔　昨日の乃木家墓地
20 大正1年 9 20 国民新聞 ●乃木家の宝刀　死に先ちて家宝を整理す
21 大正1年 9 20 国民新聞 常選謎々　「隅田川とかけて」 次回課題「乃木大将」
22 大正1年 9 20 国民新聞 ●米国大使の弔辞
23 大正1年 9 20 国民新聞 東郷大将の受勲
24 大正1年 9 20 国民新聞 哭乃木大将《仙波 勝島仙》／輓乃木将軍《大田道》／時事書感《嵩古香》

／乃木大将葬式の盛儀を見て《大塊 野田卯太郎》
漢詩3首・和歌1首

25 大正1年 9 20 国民新聞 ハガキ便り
26 大正1年 9 20 国民新聞 噂さ　吉右衛門泣く
27 大正1年 9 21 国民新聞 ●土耳其陸相弔辞
28 大正1年 9 21 国民新聞 或人と乃木大将の事をかたりあひてよめる《井上通泰》
29 大正1年 9 21 国民新聞 ハガキ便り
30 大正1年 9 21 国民新聞 大正元年九月十四日護　聖柩赴桃山途中有飛報曰く昨　霊轜出闕之時乃

木大将夫妻在家自殺不知遺書記何事就其志略可察知也驚歎賦此《股野琢》
漢詩2首、もう1首は「読新報所
録乃木将軍夫妻遺書感泣而賦」

31 大正1年 9 21 国民新聞 ●米国軍人の感称
32 大正1年 9 21 国民新聞 ●乃木将軍を弔す（大連電報）
33 大正1年 9 21 国民新聞 ●乃木将軍は台湾開発の恩人　暗黒時代の照魔鏡《竹島少佐の追懐談》
34 大正1年 9 21 国民新聞 ●乃木大将と教育《福原文部次官談》
35 大正1年 9 21 国民新聞 ●乃木大将 雑感《文学博士 井上哲次郎（一）》
36 大正1年 9 22 国民新聞 ●乃木大将 雑感《文学博士 井上哲次郎（二）》
37 大正1年 9 23 国民新聞 ●乃木大将 雑感《文学博士 井上哲次郎（三）》
38 大正1年 9 21 国民新聞 ●竹馬の友桂彌一氏に宛てたる遺書　養子の弊害を喝破す
39 大正1年 9 21 国民新聞 ●貧に育ち貧を通した一生　幼少からの厳格な修養　▲大将の幼年時代

　▲模範苦学　▲大将の赤貧
40 大正1年 9 21 国民新聞 ●乃木大将墓前に割腹を謀る　元小松宮邸の馬丁
41 大正1年 9 21 国民新聞 ●済まぬ済まぬ《賀古鶴所氏談》
42 大正1年 9 22 国民新聞 心事分明《蘇峰生》 「日曜講壇」欄
43 大正1年 9 22 国民新聞 ●情けに富んだ聯隊長　一兵卒の見たる乃木将軍 乃木が東京鎮台第1聯隊長時代に

一兵卒だった下谷坂町原新左衛
門の追想

44 大正1年 9 22 国民新聞 ●伏見宮殿下名馬乃木号を召させ給ふ
45 大正1年 9 22 国民新聞 輓乃木大将《杉田定一拝草》 漢詩1首
46 大正1年 9 22 国民新聞 ひとり言《愛山生》
47 大正1年 9 22 国民新聞 ハガキ便り
48 大正1年 9 22 国民新聞 ●学習院長の新任は未だし
49 大正1年 9 23 やまと新聞 ○伊勢山の将軍追悼 在郷軍人横浜分会発起し22日午

前10時より伊勢山皇太神宮境内
横浜奨兵事務所に於て

50 大正1年 9 23 国民新聞 ●忠魂逝て茲に十日　厳粛なる十日祭と雨中墓前の大賑ひ　▲冥福を祈
る群集　▲蕭然たる乃木邸

51 大正1年 9 23 国民新聞 乃木将軍歌《五江 小川通義》
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52 大正1年 9 23 国民新聞 ●凄愴を極めたる乃木隊の苦戦（上）　軍旗喪失の真相　▲熊本重囲に陥
り植木の戦正に酣也　▲旗手血戦して倒れ軍

53 大正1年 9 24 国民新聞 ●凄愴を極めたる乃木隊の苦戦（下）　軍旗喪失の真相　▲乃木聯隊長泫
然として自尽せんとす　▲奪はれたる軍旗敵陣の竿頭に翻る

54 大正1年 9 23 国民新聞 ●乃木将軍愛吟の詩「烏々歌」
55 大正1年 9 24 国民新聞 ●烏々歌の正誤
56 大正1年 9 24 国民新聞 ●大将夫人の教訓　何処までも日本婦人の典型
57 大正1年 9 23 大阪朝日新聞 ●幼年時代の乃木大将　大将の絶家主義　義士の墓に詣づ　徒歩で国詰

の道中　自ら米を炊く　大将はよく泣く子　言行一致を主とす　楠公の
遺命状　質素なる生活　風変りの握飯　玉木家に食客　畑中で学問修業

「乃木大将の竹馬の友たる長府仙
俗庵主人桂彌一氏は大将の少年
時代その他につき左の如く語れ
り」

58 大正1年 9 24 国民新聞 ●先帝の御優諚と乃木将軍
59 大正1年 9 25 国民新聞 ハガキ便り
60 大正1年 9 25 国民新聞 ●女学生は乃木夫人を如何に見る　▲生きた教訓　▲生害は別問題

▲特別な場合
61 大正1年 9 25 国民新聞 ●駐在の外人某紙の乃木評を憤る　口を極めて将軍を嘆賞す
62 大正1年 9 25 国民新聞 ●閑話休題
63 大正1年 9 25 国民新聞 ●将軍追悼記念祭 素行会にて26日牛込区弁天町宗

参寺に於て
64 大正1年 9 25 国民新聞 ●乃木大将　雑感《文章博士 井上哲次郎（四）》
65 大正1年 9 26 国民新聞 ●乃木夫人（一）《貴族院議員子爵 前田利定》
66 大正1年 9 26 二六新報 ○素行会と乃木将軍追祉会
67 大正1年 9 26 国民新聞 奉悼　明治天皇二首《宮路宗海謹稿》
68 大正1年 9 26 国民新聞 ハガキ便り
69 大正1年 9 26 国民新聞 〔写真「宗参寺なる山鹿素行の墓と去る四十年十二月二十九日乃木将軍の

朗読したる祭文」〕
70 大正1年 9 26 国民新聞 ●乃木大将　雑感《文学博士 井上哲次郎（五）》
71 大正1年 9 26 国民新聞 ●田園の乃木将軍　質素極まる石林の別荘
72 大正1年 9 26 国民新聞 ●子守唄を歌って呉れ　陣中の乃木大将
73 大正1年 9 27 国民新聞 ●遺烈千秋　山鹿素行と乃木大将の追悼法会　▲大将と素行の遺物

▲名士続々来会す　▲厳粛なる法要　▲各名士の講演
74 大正1年 9 27 国民新聞 常選謎々　「乃木大将とかけて」
75 大正1年 9 27 国民新聞 乃木夫人（二）《貴族院議員子爵前田利定》
76 大正1年 9 27 国民新聞 ●乃木大将　雑感《文学博士 井上哲次郎（六）》
77 大正1年 9 27 国民新聞 太息篇《艸莽微臣 谷謹朝軒泣血稿》／休息篇／恭輓陸軍大将乃木伯爵閣

下／恭輓乃木伯爵夫人閣下
漢詩4首

78 大正1年 9 27 国民新聞 ●深厚なる英国の弔辞　乃木将軍夫妻に対して
79 大正1年 9 28 国民新聞 ハガキ便り
80 大正1年 9 28 国民新聞 ●閑話休題
81 大正1年 9 29 国民新聞 ●乃木大将 雑感《文学博士 井上哲次郎（七の上）》
82 大正1年 9 30 国民新聞 ●乃木大将 雑感《文学博士 井上哲次郎（七の下）》
83 大正1年 9 30 国民新聞 ●乃木大将の追悼会 大日本武徳会附属武徳専門学校

主催にて28日京都武徳会本部に
於て

84 大正1年 9 29 国民新聞 ●遺言條々の実行　乃木邸の処分近し
85 大正1年 10 1 国民新聞 ●乃木大将 雑感《文学博士 井上哲次郎（八）》
86 大正1年 10 1 国民新聞 奉輓乃木大将及夫人《雲心 大庭景陽》 漢詩1首
87 大正1年 10 1 国民新聞 熟慮の将軍《角田柳作》
88 大正1年 10 2 国民新聞 ●烏々歌に就て　乃木大将愛吟の烏々歌
89 大正1年 10 2 国民新聞 ●乃木大将 雑感《文学博士 井上哲次郎（九）》
90 大正1年 10 2 国民新聞 乃木大将（一）　▲此の親にして此子あり 虚弱なりし大将の幼時
91 大正1年 10 3 国民新聞 乃木大将（二）　▲寒中水を浴せる教育法 子を持って知る親の恩
92 大正1年 10 3 国民新聞 ●湿やかなる廿日祭　乃木邸及青山墓地に執行
93 大正1年 10 3 国民新聞 ●乃木邸は現状の儘保存すべし　阪谷市長の処分説
94 大正1年 10 3 国民新聞 聞乃木大将夫妻自儘作殉死行《松坡 田邊新》 漢詩1首
95 大正1年 10 4 国民新聞 ●山本竹扁先生　乃木大将と一戸中将と半日の推敲に成し合作
96 大正1年 10 4 国民新聞 ●国学院の軍神追悼会
97 大正1年 10 4 国民新聞 乃木大将（三）　▲乃木式弁当が藩の名物 奇抜な食い溜めの練習
98 大正1年 10 4 国民新聞 ●乃木大将 雑感《文学博士 井上哲次郎（十の上）》
99 大正1年 10 5 国民新聞 ●乃木大将 雑感《文学博士 井上哲次郎（十の下）》
100 大正1年 10 5 国民新聞 乃木大将（四）　▲異彩を放つ乃木式筒袖 罪を獲て一家郷に帰る
101 大正1年 10 6 国民新聞 乃木大将（五）　▲唯った三間の小屋住居 始て父母の膝下を離る
102 大正1年 10 8 国民新聞 ●遊就館に乃木室
103 大正1年 10 8 国民新聞 乃木大将（六）　▲集童場の模範生となる 討論会では一方の旗頭
104 大正1年 10 9 国民新聞 輓乃木大将軍十首《耕雲 三谷仲》 漢詩10首
105 大正1年 10 9 国民新聞 乃木大将（七）　▲父にも優る厳格な叔父 武芸を嫌って鍬を執る
106 大正1年 10 10 国民新聞 ●乃木会設立計画
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107 大正1年 10 10 国民新聞 乃木大将（八）　▲始て萩の明倫館に入る 文学寮の士気大に振ふ
108 大正1年 10 11 国民新聞 ●乃木大将の追悼会　大日本武徳会
109 大正1年 10 11 国民新聞 ●乃木家寄贈金
110 大正1年 10 11 国民新聞 ●乃木大将追悼会
111 大正1年 10 12 国民新聞 乃木将軍《淞雨 松田敏》
112 大正1年 10 12 国民新聞 ●乃木大将追悼祭
113 大正1年 10 11 国民新聞 乃木大将（九）　▲高下駄で十九里の往復 四十余年前切腹の稽古
114 大正1年 10 12 国民新聞 乃木大将（十）　▲花々しき初陣の貫通傷 一躍少佐に任命せらる
115 大正1年 10 13 国民新聞 乃木大将　《杉重華（孫四郎）》
116 大正1年 10 13 国民新聞 乃木大将（十一）　▲不平の暴動各地に起る 将軍秋月の賊を掃蕩す
117 大正1年 10 14 国民新聞 輓乃木大将　五首《黄山 中川吉郎》 漢詩5首
118 大正1年 10 14 国民新聞 ●大将夫妻追悼会
119 大正1年 10 14 国民新聞 乃木大将（十二）　▲必ず戦場の露と消えよ 兄弟水盃を汲で別かる
120 大正1年 10 15 国民新聞 乃木大将自筆　註文状
121 大正1年 10 15 国民新聞 乃木将軍歌次小川五江韻《鈴山 大津淳一郎》 漢詩1首
122 大正1年 10 15 国民新聞 ●乃木大将遺言の効力　▲自署の効力　▲財産の処分
123 大正1年 10 15 国民新聞 乃木大将（十三）　▲弟は戦死叔父は割腹 兵を率いて熊本に向ふ
124 大正1年 10 16 国民新聞 乃木大将（十四）　▲植木に於ける一大血戦 聯隊旗を賊軍に奪はる
125 大正1年 10 16 国民新聞 ●乃木大将の実弟　石林の遺邸を守る
126 大正1年 10 17 国民新聞 ●秋寂し葬場殿
127 大正1年 10 17 国民新聞 乃木大将（十五）　▲切腹の覚悟を思止まる 壮烈な河原林騎手の死
128 大正1年 10 18 国民新聞 ●宛然聖姿を仰が如し
129 大正1年 10 18 国民新聞 ●遺芳薫る松陰神社　乃木大将遺墨陳列さる
130 大正1年 10 19 国民新聞 乃木大将（十六）　▲奪はれた聯隊旗の行衛 始めて会心の笑を漏す
131 大正1年 10 19 国民新聞 ●桃山に神苑設置　乃木大将銅像も
132 大正1年 10 21 国民新聞 十三日夜の総督邸《京城に於て 蘇峰生》
133 大正1年 10 21 国民新聞 ●乃木大将追悼会（名古屋） 20日偕行社に於て渡邉師団長主

催
134 大正1年 10 22 国民新聞 乃木大将（十七）　▲辛じて九死に一生を得 敵も亦其武者振を賞す
135 大正1年 10 23 国民新聞 ●乃木大将が愛読せし殉死に関する名著現はる
136 大正1年 10 23 国民新聞 ●乃木邸四十日祭　●乃木将軍弔祭会
137 大正1年 10 23 国民新聞 乃木大将の殉死《侯爵 鍋島直大》 短歌5首（記事名・署名は冒頭1首、

ほかに鍋島栄子・鍋島尚子の歌
あり）

138 大正1年 10 23 国民新聞 乃木大将（十八）　▲大将更に木葉に進軍し 怨を飲んで再び退却す
139 大正1年 10 24 国民新聞 乃木大将（十九）　▲命知らずの乃木と綽名 激戦の結果名誉の負傷
140 大正1年 10 25 国民新聞 乃木大将（二十）　▲戦報頻々創痍尚癒えず 一夜窃に病院を脱走す
141 大正1年 10 25 国民新聞 ●乃木将軍に頼まれた高綱の画像 絵は鞆音氏書は将軍の三幅対　▲一間

余の大鎌　▲記念の三幅対　▲故大将の読書法
写真あり「乃木将軍依託の佐々
木高綱の画像と将軍揮毫の二幅」

142 大正1年 10 14 朝日新聞 ●観樹山荘を訪ふ　△師団増設　△因襲的悪制　△教育問題か　△一個
の乃木に非ず　△先帝を誣蒙

143 大正1年 10 16？ 朝日新聞 ●乃木将軍追悼会 青森県八戸町老年会の発起にて
13日午後3時半町立小学校に於て

144 大正1年 10 26 国民新聞 乃木大将の殉死につきて《男爵 千家尊福》 短歌5首
145 大正1年 10 28 国民新聞 ●乃木大将の胸像成る 鋳金家岡崎雪声氏
146 大正1年 10 28 国民新聞 乃木大将（二十一）　▲官軍最後の強襲を試み 乃木軍田原の険を攀づ
147 大正1年 10 29 国民新聞 ●乃木大将追悼祭 大日本武術講習会が11月1日午後

1時より神田橋脇強楽堂に於いて
148 大正1年 10 29 国民新聞 乃木大将（二十二）　▲乃木軍の猛襲功を奏し 賊軍の本塁田原坂陥る
149 大正1年 10 30 国民新聞 乃木大将（二十三）　▲熊本鎮台の参謀となる 又た可愛岳の戦に加る
150 大正1年 10 31 国民新聞 ●乃木将軍大弔祭会 11月3日正午より芝公園新運動場

に於て神仏両式により執行
151 大正1年 10 31 国民新聞 乃木大将（二十四）　▲流石痩我慢の将軍も ハタと弱った結婚談
152 大正1年 10 31 国民新聞 乃木将軍歌《菖水 辻澤玄》 漢詩1首
153 大正1年 11 1 国民新聞 乃木大将（二十五）▲伊瀬知副官の媒人口 扨是からが見合の幕
154 大正1年 11 1 国民新聞 ●乃木将軍弔祭会寄贈　▲金一百円宛
155 大正1年 11 2 国民新聞 乃木大将（二十六）　▲大騒を演じた見合ひ 古式に拠った結婚式
156 大正1年 11 2 国民新聞 東京たより　十一月一日午後二時《門外漢》
157 大正1年 11 3 国民新聞 ●金沢に乃木神社
158 大正1年 11 3 国民新聞 ●乃木大将の写真寄附
159 大正1年 11 3 国民新聞 ●乃木将軍弔祭会 「乃木大将夫妻国民大弔祭会は予

記の通り今三日正午より芝公園
新運動場に設けられたる式場に
於て神仏両様にて執行さるゝ筈」

160 大正1年 11 4 国民新聞 ●国民相ひ会して乃木将軍を祀る 荘厳なりし将軍大弔祭会　▲神々しき
神式弔祭　▲盛荘なる仏式弔祭　▲乃木会の協議

161 大正1年 11 9 国民新聞 乃木大将（廿七）　▲静子夫人幼時の教育 男と同じ木綿の筒袖
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162 大正1年 11 11 国民新聞 乃木大将（廿八）　▲静子夫人の花嫁振り 和気藹々たる新家庭
163 大正1年 11 17 国民新聞 ●乃木将軍銅像の頒布 岡崎雪声氏製作の乃木大将胸像

を京橋区尾張町2丁目中村美術品
店にて実費領布

164 大正1年 11 19 国民新聞 ●乃木邸愈よ寄附　区裁判所より検認の通知
165 大正1年 11 24 国民新聞 乃木大将（廿九）　▲深夜の上のを騒がす 公園地で演習は禁物
166 大正1年 11 28 国民新聞 乃木大将（三十一）　▲大将夫妻の心づくし 兵営内に教室を設く
167 大正1年 11 30 国民新聞 乃木大将（三十二）　▲玉汗で出来た射撃場 途上兵卒に詰問さる
168 大正1年 12 3 国民新聞 乃木大将（三十三）　▲昇進祝に射撃の演習 空腹を抱へて解散す
169 大正1年 12 5 国民新聞 乃木大将（三十五）　▲木賃宿の茶代二十円 亭主警察署へ届出づ
170 大正1年 12 4 国民新聞 乃木大将（三十四）　▲独逸留学中の両将軍 大将厚く恩義に感ず
171 大正1年 12 6 国民新聞 乃木大将（三十六）　▲日清戦役には旅団長 外套を負傷兵に与ふ
172 大正1年 12 7 国民新聞 乃木大将（三十七）　▲勝も負るも戦の習ひ 捕虜を劬はって遣れ
173 大正1年 12 8 国民新聞 乃木大将（三十八）　▲難攻不落の金城鉄壁 大将大に敵を悩ます
174 大正1年 12 11 国民新聞 乃木大将（四十）　▲日清役に於ける殊勲 白刃を閃して突進す
175 大正1年 12 12 国民新聞 乃木大将（四十一）　 ▲此母にして此子あり 死を覚悟して渡台す
176 大正1年 12 9 国民新聞 ●世田ヶ谷の将軍祭　乃木大将愛用の徳利
177 大正1年 12 13 国民新聞 乃木大将（四十二）　▲禅寺の庫裡に男世帯 妻でも面会はならぬ
178 大正1年 12 14 国民新聞 乃木大将（四十三）　▲路上五円紙幣を恵む 遊廓の亭主連縮上る
179 大正1年 12 15 国民新聞 乃木大将（四十四）▲聯隊長不意討を喰ふ あの事だけは秘密だ
180 大正1年 12 17 国民新聞 ●乃木大将遺愛の書籍陳列さる 低徊去る能はず　▲大将を見る如し

▲墨痕鮮か也　▲精読せる書籍　▲色鉛筆の註釈
181 大正1年 12 18 国民新聞 ●誰か之を見て泣かざる者ぞ 乃木大将夫妻の遺物 遊就館に陳列せらる　

▲観る者皆泣く　▲凄愴の気充つ　▲輝ける外国勲章
182 大正1年 12 18 国民新聞 乃木大将（四十五）　▲那須野原の百姓生活 村民へ国旗を頒ばる
183 大正1年 12 18 国民新聞 ●誰か之を見て泣かざる者ぞ 乃木大将夫妻の遺物 遊就館に陳列せらる　

▲観る者皆泣く　▲凄愴の気充つ　▲輝ける外国勲章
184 大正1年 12 19 国民新聞 乃木大将（四十六）　▲旅順口に於ける大将 陣中に詔勅を賜はる
185 大正1年 12 21 国民新聞 乃木大将（四十六〔ﾏﾏ〕）　▲アンペラの上に瞑目 御馳走が過て叱らる
186 大正1年 12 22 国民新聞 ●毅魂去って百日　微雨蕭々墓畔の涙
187 大正1年 12 24 国民新聞 乃木大将（四十八）　▲二令息相次で戦死す 鬼神亦泣く陣営の夜
188 大正1年 12 25 国民新聞 乃木大将（四十九）　▲旅順遂に我手に帰す 健気なる夫妻の覚悟
189 大正1年 12 28 国民新聞 乃木大将（五十）　▲先帝の叡慮に感激す 学習院で生徒と合宿
190 大正1年 12 29 国民新聞 乃木大将（五十一）　▲あはれ大将夫妻の死 万民瞻仰の的となる
191 大正2年 1 12 国民新聞 ●米国紳士乃木将軍の遺物に泣く　何故落涙したかとは常識を欠いた質

問　▲観光団員の大喜び
写真あり「逝ける湯地翁」

192 大正2年 1 14 国民新聞 ●廃兵乃木将軍を祀る
193 大正2年 1 15 国民新聞 ●嗚呼忠烈乃木伯爵夫妻之遺跡　赤坂新坂町の伯爵邸愈々東京市に寄附

せらる　▲現状の儘永久に保存
194 大正2年 1 21 国民新聞 ●血！血染の敷物　南天棒禅師と故乃木将軍
195 大正2年 1 22 国民新聞 ●乃木邸寄附受領
196 大正2年 3 2 国民新聞 ●市民の宝市民の誇　乃木大将遺邸愈々東京市の有となる　●乃木大将

記念の鬚
197 大正2年 3 2 国民新聞 ●思出多き記念祭　一高の健児乃木将軍を偲ぶ
198 大正2年 3 6 国民新聞 ●忠実なる軍神の僕　乃木将軍と宿縁深き兵事係
199 大正2年 3 13 国民新聞 ●乃木邸に大防火壁が出来る　管理者の住宅は葬場殿の材木で造る＝追

て乃木会の設立を見ん
200 大正2年 3 16 国民新聞 ●美しく成った乃木邸　奥の方ではお歴々の保存法相談会
201 大正2年 4 26 国民新聞 ●乃木将軍桃山に現れん　国民表彰会の銅像建設計画
202 大正2年 4 8 国民新聞 ●愈軍神邸の公開　十四日より乃木邸参拝自由
203 大正2年 4 11 国民新聞 ●千古の記念乃木神社建設されん　境内には図書館と陳列館
204 大正2年 4 13 国民新聞 ●乃木会創設発表　乃木会設立趣意書　乃木会規定（草案）
205 大正2年 4 14 国民新聞 ●陸海の将星軍神の霊前に額く　乃木邸愈々公開せらる 写真あり「乃木邸の祠前」
206 大正2年 4 15 国民新聞 ●噫忠魂千古赫乎　公開された乃木邸の大賑ひ
207 大正2年 4 15 国民新聞 東京たより　四月十四日午後二時半《門外漢》
208 大正2年 4 25 国民新聞 ●乃木会創立準備
209 大正2年 4 18 国民新聞 ●乃木会創立準備
210 大正2年 5 25 国民新聞 ●乃木会創立の盛況
211 大正2年 5 26 国民新聞 ●乃木会創立総会
212 大正2年 5 30 国民新聞 ●乃木将軍写真帖 「学習院にては故乃木大将の事蹟

に関する材料を蒐集しつゝあり
しが写真帖の分だけ先づ脱稿せ
る由」

213 大正2年 6 17 国民新聞 ●乃木会正副会長
214 大正2年 8 7 国民新聞 ●乃木会々員募集
215 大正2年 8 12 読売新聞 ●小消息　▲乃木将軍記念写真帖
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216 大正2年 8 13 国民新聞 ●乃木将軍記念写真帖 「新刊紹介」欄。「学習院にて編
纂中なりしもの完成九月十三日
の記念日を以て発売すべく審美
書院では予約募集を開始した」

217 大正2年 8 15 国民新聞 ●乃木大将一年祭
218 大正2年 8 23 ●乃木大将一年祭 各国偉人の霊地恁なに繁盛さる　▲奈翁一世の落書　

▲文豪生家の公有　▲猶ほ実例が多い
219 大正2年 9 13 国民新聞 ●噫此の夜九月十有三日 英霊逝て茲に一年偉名赫々たり　▲真似も出来

ない　▲将軍最後の好意 大迫学習院長談　▲御勅披十三首 僅かに残る
八十三首 井上通泰博士の談　▲最後の歌談　▲七十首は自分の添削
▲尊き進献の五首

220 大正2年 9 23 国民新聞 ●露国の極東兵備を視察して慷慨　悲憤せる乃木大将を憶ふ《宮内大臣伯
爵 渡邊千秋氏談》

221 大正2年 9 23 国民新聞 ●偉人祭 哀愁今更に至て悲痛の涙新なり　▲英霊来り饗く 荘厳なる乃木
祭　▲素行会追悼祭　▲手向のけむり

222 大正2年 10 17 国民新聞 ●総売上高八万円　大阪美術倶楽部の入札 乃木大将の筆蹟も出る

⑳地方各新聞切抜・故乃木院長に関する事項
番 年 月 日 掲載紙 記事名 備考
1 大正1年 9 15 京城日報 嗚呼乃木将軍　千載不滅の模範的武人

▲武士の典型《柴軍参謀長談》乃木大将は全然古武士の典型也　将軍の精
神修練と質素なる生活　静子夫人に対する大将の感化力　大将にして始め
て殉死の誠意を達す
▲真乎の武人《山根正次氏談》

柴勝三郎（朝鮮駐剳軍参謀長）

2 大正1年 9 15 京城日報 ●将軍と共に殉死せし乃木夫人《藤田軍医監談》　●全軍の将卒皆泣く
《某憲兵大尉談》　●何人も将軍を悼む　

写真2枚あり「乃木将軍の手翰（山
根正次氏蔵）」・「乃木大将の真筆

（山根正次氏蔵）」。藤田嗣章（軍
医総監）

3 大正1年 9 17 神戸又新日報 ●逝ける乃木将軍 生ける東郷大将　●十五年前の乃木将軍　●乃木大将
夫妻追憶

4 大正1年 9 17 富山日報 ○記念の鍬　▼乃木将軍と飛騨踰
5 大正1年 9 17 弘前新聞 乃木大将を哭す《竹南性》
6 大正1年 9 17 豊国新聞 ▲乃木大将碑銘 寺内総督之を揮毫す　▲吁、陸海の双璧 東郷伯の感果た

して如何　▲悲壮なる葬儀 四個の柩は相共に送れん　▲物悲しき邸前 若
き婦人の黒髪　▲妃殿下の御愛惜 夫妻地下に冥ぜん

7 大正1年 9 18 信濃毎日新聞 ●乃木大将と松本（続）▲大将と正行寺
8 大正1年 9 18 上毛新聞 ●乃木将軍と連隊《土橋三橋両氏談話》 高崎歩兵第15連隊の土橋大尉と

三橋清氏（故乃木保典氏の又従
兄弟）に談話を聞く

8 大正1年 9 18 上毛新聞 ●十日前に乃木大将揮毫の分会旗　該旗を持し葬儀参列
9 大正1年 9 18 京都日出新聞 ●士人の典型乃木陸軍大将（二）《第十六師団長 山中中将談》 山中信儀（第16師団長）
10 大正1年 9 19 いばらき ●乃木大将と水戸 ▽四ヶ年前の思ひ出▽従者もなく只飄然　▲瑞龍西山

を訪ふ　▲将軍の謙譲倹素　▲喪祭式の写本
11 大正1年 9 18 高田〔高田新

聞or高田日報〕
逝ける乃木大将　▼自殺実状公表 ▽祖先は近江源氏　▼乃木家の祖先　
▼自刃せる実状

11 〃 〃 〃 　　〃 ▼第一の弔訪者《長岡将軍の談》　▲大葬後迄差控　▲遺書は幾通も
▲石黒男へ遺書　▲何等の変なし　▲武士道の典型　

写真あり「〔判読不能〕に於ける
乃木将軍」。長岡外史（第13師団
長）

11 〃 〃 〃 　　〃 ▼武士道地に落ず《レ中佐の談》▼健げなる最期　▼士道の真意義　▼揮
毫を家宝に

「墺洪国陸軍中佐フオン、レルヒ
氏」

12 大正1年 9 18 高田 ●小説に書かれた乃木伯 △徳富健次郎の『寄生木』
13 大正1年 9 18 北国新聞 連隊旗
14 大正1年 9 18 呉日々新聞 乃木家の後 「社説」欄
15 大正1年 9 18 京城日報 ●乃木大将の謹厳
16 大正1年 9 18 横浜貿易新報 時代漫評《暮村隠士》
17 大正1年 9 18 東洋新報 ●乃木邸に勅使
18 大正1年 9 18 豊国新聞 秋菊霜に傲る 芳魂は雲煙に随って散せず　△坂本中将閣下 未だ乃木将軍

の遺書在　△何たる悲愴ぞ 夫人は斯して自殺す　△訓戒肝に徹す《教育
総監本郷中将の談》　△今更に偲れて 女学部生紅涙に咽ぶ

本郷房太郎（教育総監部本部長）

19 大正1年 9 19 河北新報 噫乃木将軍（二）台湾総督を送る《隠士銕軒》
20 大正1年 9 19 河北新報 ●西南役の当夜 ▲死の遠因をなせる記念の夜 ▲乃木将軍手書の一感状書 写真あり「乃木将軍の岩片氏に

与えたる感状（明治十年）」
21 大正1年 9 19 信濃毎日新聞 ●乃木大将と松本（続）▲大将と正行寺
22 大正1年 9 19 信濃毎日新聞 陋習打破論（一）乃木将軍の殉死
23 大正1年 9 19 京都日出新聞 ●士人の典型乃木陸軍大将（三）《第十六師団長 山中中将談》 山中信儀（第16師団長）
24 大正1年 9 19 長野新聞 乃木将軍を偲ぶ ▲郡市長等を叱吃す▼　▼切殺すぞ　▼坊主嫌ひ　▼機

嫌直る　▼苗代質問　▼其後の事
25 大正1年 9 19 山梨日々新聞 ●大将の割腹を止む ▽西南役部下軍曹の談
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26 大正1年 9 19 福岡日々新聞 ●乃木大将と付属小学 二生徒の感想　▲大将と木剣体操　▲優しくて謙
遜　▲付属小学の講話

27 大正1年 9 19 岩手〔岩手日
報or岩手公論〕

乃木将軍を哭す《田鎖凌山（寄）》 「言論」欄

28 大正1年 9 19 長野新聞 乃木将軍と諏訪 ▲子供を集て訓諭
29 大正1年 9 19 長野新聞 乃木将軍と松本（四）▲在りし世の偲び草▼　▲夫人同伴三度の墓参　▲

碑前に立つ老将軍　▲二愛子の冥福を祈る　▲我将何顔看父老
30 大正1年 9 19 東奥日報 ●乃木将軍の絶筆　▲南郡藤崎村長に贈られし 「南郡藤崎村長長谷川英治氏」
31 大正1年 9 19 福岡日々新聞 ○長府町遙拝式 「昨日乃木陸軍大将葬儀執行に付

午後三時より同町豊浦小学校敬
業館に於て遥拝式執行」

32 大正1年 9 19 福岡日々新聞 ○従卒の遺子を憫む　匿名にて学資を給与す 写真あり「乃木静子夫人の筆跡」
32 大正1年 9 19 福岡日々新聞 ○軍旗紛失の当時　西南役植木激戦の回顧 河原林少尉未亡人の談 「 河 原 林 少 尉 の 未 亡 人 徳 子

（六十二）を小倉市堺町の寓居に
訪ひ」

33 大正1年 9 19 福岡日々新聞 ○乃木大将追懐談《小倉連隊長時代の部下 福岡典獄山縣斉高氏談》
34 大正1年 9 19 芸備日々新聞 ●乃木大将の半面　▲同将軍の逸話と教訓
35 大正1年 9 19 京城日報 ●生前の訓戒　一言一行悉く亀鑑　▲清朝に忠臣無し　▲決死事に当れよ

　▲軍刀に対する礼　▲飽迄も至誠資至忠
36 大正1年 9 19 日本電報通信 ●将軍墓地参詣者陸続
37 大正1年 9 21 二六新報 ○土国陸軍の表弔 「土耳古陸軍大臣マザン、パシヤ

氏」
38 大正1年 9 19 新愛知 学習院長としての乃木将軍《学習院主事 松井安次郎氏談》　▲高潔謹直の

士　▲寮舎に於ける院長　▲慈愛に富みし院長　▲修養家たりし院長
39 大正1年 9 19 日本電報通信 ●乃木将軍と老紳士
40 大正1年 9 20 横浜貿易新報 ●蕭殺たる堕涙 墓畔香華多し △弔者黎明より雑踏す
41 大正1年 9 20 横浜貿易新報 ●十年後の賊将　故将軍を語る △宛然たる『大觸』の△直孝と三郎兵衛
42 大正1年 9 20 横浜貿易新報 ●床しき大将の半面 △美談佳話に満つ　▼表札何時か紛失　▼拍車附の

長靴　▼何事も人手藉らず　▼煙草一本でも分配　▼大将の凱旋上奏文　
▼「爾霊山」の由来

43 大正1年 9 20 横浜貿易新報 ●江州の痛悼式 ▽遺書中の佐々木神社境内に 江州蒲生郡安土村の佐々木神社
44 大正1年 9 20 横浜貿易新報 〔乃木将軍自刃の教訓について〕 「時言閒語」欄
45 大正1年 9 20 東洋新報 ●昨朝の将軍墓前 ▲押し返されぬ雑踏
46 大正1年 9 20 横浜貿易新報 ○乃木大将追悼式 ▽廿ニ日横浜奨兵義会にて
47 大正1年 9 20 豊国新聞 偉大なり将軍の死！《木村鷹太郎氏談》 「名家談叢」
48 大正1年 9 20 横浜貿易新報 ○乃木大将追悼会 「中郡城島村在郷軍人分会長新藤

鶴太郎氏」
49 大正1年 9 20 東洋新報 ●佐々木神社奉弔式 江州蒲生郡安土村の佐々木神社
50 大正1年 9 20 東洋新報 ●乃木夫人を亀鑑とせよ ▲某女学校長談
51 大正1年 9 20 横浜貿易新報 〔乃木の葬式に山県・桂が欠席、長州閥の行く末について〕 「東西南北」
52 大正1年 9 20 〔記載なし〕 ●「極秘」の遺書　乃木大将より田中軍務局長に宛しもの
53 〔記載なし〕 千葉毎日新聞 ○乃木大将に対する感想（つづき）　▲永久忘られぬ偉人《清古弁護士談》

▲大将の真骨髄《小池高女校長談》
54 大正1年 9 20 千葉毎日新聞 ○仁科校長乃木邸弔問 「千葉町寒川小学校長仁科要氏」
55 大正1年 9 20 河北新報 〔第二師団長・仙台時代の乃木について〕
56 大正1年 9 20 信濃毎日新聞 ●乃木大将と松本（続）《正行寺住職談》　▼宇多天皇に出づ　▼大将自殺

当夜来松す　▼逸話の一二
57 大正1年 9 20 信濃毎日新聞 ●乃木大将（下）▲塩尻から松本までの大将《上諏訪信毎支局 穂苅松東》

　▼遂々網に罹った　▼余りは茶代ジャ　▼三人とも面喰ふ　▼塩尻駅の
将軍　▼是れが桔梗ヶ原　▼猛烈な攻撃ジャ　▼よく勉強しろ

58 大正1年 9 20 いばらき 乃木将軍と余が友《富岡如夢》
59 大正1年 9 20 いばらき ●卅五年前の敵と敵　▽老将の乃木将軍談 「雑報」欄
60 大正1年 9 20 いばらき ●僕は麦飯と缶詰が大好物なり ▽馬場歩兵大佐談話
61 大正1年 9 20 河北新報 噫乃木将軍（三）��《隠士銕軒》丸亀に於ける再会
62 大正1年 9 20 信濃毎日新聞 陋習打破論（二）乃木将軍の殉死
63 大正1年 9 20 神戸又新日報 ●将軍の挨拶 ▽玄関の大瓢 「小倉聯隊在勤当時の事」
64 大正1年 9 20 扶桑新聞 ●乃木大将に愛せられし陶工─泣いて其高潔を語る 「岐阜県不破郡赤坂町に清水石僊

と云へる陶工あり」
65 大正1年 9 20 新愛知 ●乃木将軍逸話（一）　▲乃木新田　▲将軍の綽名　▲瓢逸の一面　▲馬

車を斥く
66 大正1年 9 20 京都日出新聞 ●京わらんべ 「乃木大将夫妻葬儀の活動写真を

浅草では一昨夜から映じてゐる
京都にも早くほしい」

67 大正1年 9 20 京都日出新聞 ●士人の典型乃木陸軍大将（四）《第十六師団長 山中中将談》 山中信儀（第16師団長）
68 大正1年 9 20 京都日出新聞 ●乃木将軍逸事　▲中朝事実に雅懐　▲将軍師恩を忘れず　▲将軍の旧知

己
69 大正1年 9 20 京城日報 ●名誉ある木賃宿 四畳半で大将一泊
70 大正1年 9 20 京城日報 ●乃木夫人追悼会 愛国婦人会有志が近日南山本願

寺に於て
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71 大正1年 9 20 京城日報 ●乃木大将追悼会 大和町一丁目浄土宗開教院にて
19日午後2時より

72 大正1年 9 20 芸備日々新聞 ●乃木将軍祭典 ▲於神宮奉斎会本部執行 広島赤穂義士追悼会員中有志者
の発起

73 大正1年 9 20 浜松新聞 ●鷹森専二氏の表誠 「浜名郡天王村天王遠江報国隊員
なる鷹森専二氏」

74 大正1年 9 20 下野新聞 ●石林人民の哀悼 乃木別邸に修行す 「乃木将軍別荘所在地なる那須郡
狩野村大字石林字民等」

75 大正1年 9 20 浜松新聞 ●乃木大将の染筆 ▲高野連隊長の珍蔵▲大将の雅号は秀顕 「当歩兵第六十七連隊長高野毅
氏」

76 大正1年 9 20 福岡日々新聞 ○記念の香遠木 乃木大将手植の名木《大迫第十八師団長談》 大迫尚道（第18師団長）は第11
代学習院長大迫尚敏の弟

77 大正1年 9 20 福岡日々新聞 ○乃木夫人の生立 鹿児島湯地家の事
78 大正1年 9 20 三重新聞 ●故乃木大将の追善 「佐々木家の末裔たる伊賀国名賀

郡箕輪村大字夏見深山卯太郎氏
が発起人」

79 大正1年 9 20 広島中国新聞 ●福山通信　▲故乃木大将追悼式 「福山町南波高橋金尾諸医師及歯
科赤尾巌氏其他」が18日に福山
公園に於て

80 大正1年 9 20 いばらき ●乃木大将追悼式 西茨城郡笠間町にて20日午後2時
より稲荷神社後園に於て

81 大正1年 9 21 豊国新聞 沙々貴神社縁起
82 大正1年 9 21 横浜貿易新報 ●乃木大将追悼会 「溝方面」欄／高座郡大澤村にて

18日午後3時より学校前の忠魂碑
前に神籬を設け

83 大正1年 9 21 横浜貿易新報 ○横商の乃木大将追悼会 横浜商業学校同窓会有志が27日
午後8時伊勢山太神宮社に於て

84 大正1年 9 21 東洋新報 ●乃木将軍に殉せんとす ▲元小松宮家ノ馬丁 「芝区白金三光町三九一井上源三
郎方同居平野正太郎（二六）」

85 大正1年 9 21 東洋新報 ●乃木大将の感化 ▲福原文部次官談 福原鐐二郎（文部次官）
86 大正1年 9 21 横浜貿易新報 ○乃木家と遊行寺 ▲乃木家最初の菩提所は末寺▲亡き夫人は遊行上人随

喜者
「藤沢方面」欄

87 大正1年 9 21 横浜貿易新報 ○乃木大将陣中に都々逸を物す ▽法公門放捷の一夜 写真あり（葛谷寛次氏所持の乃
木直筆の都々逸1首）

88 大正1年 9 21 信濃毎日新聞 陋習打破論（三）乃木将軍の殉死
89 大正1年 9 21 いばらき ●乃木将軍に仕し調馬師 ▽下市に住む馬術の名家▽泣て将軍の逸事を語

る　▲乃木将軍に見ゆ　▲紅鹿毛の駿馬英　▲提灯は目に付く　▲田打、
稲刈、畑堀　▲いざきこし召せ　▲困ったと只一言《一記者》

写真あり「夫人シツ子の留吉氏に
送りたる書状」。「元水戸家の馬術

（大坪流）師範役たりし鈴木清忠
氏の二男留吉（四七）氏を昨日
其の自宅に訪ふ」

90 大正1年 9 21 河北新報 噫乃木将軍（四）《隠士銕軒》　玉藻楼の招飲　仁慈惻隠の一端
91 大正1年 9 21 扶桑新聞 〔かつて長府で乃木将軍宅に同居した名古屋電燈の技師長岡本高介氏の語

る所〕
「黄金ペン」欄

92 大正1年 9 21 福岡日々新聞 ○乃木大将の追懐《栗田歩兵第三十五旅団長談》 栗田直八郎（歩兵第35旅団長）
93 大正1年 9 21 新愛知 ●乃木将軍逸話（二）　▲知ってゐるの一語　▲乃木は武士である　▲木

賃宿に泊らる　▲年金は馬丁と馬
94 大正1年 9 22 岐阜日々新聞 乃木大将の殉死《一記者》
95 大正1年 9 21 千葉毎日新聞 ○千葉に隠れし乃木大将の姻戚 ▲元秋田県令の国司氏……少年時代将軍

と同居▼
千葉高等女学校前通りに隠居生
活を営む国司仙吉氏

96 大正1年 9 21 千葉毎日新聞 ○乃木大将に対する感想（つづき）　▲高風照萬春《告森知事談》　▲御美
事の最期《宇佐美農銀頭取談》

告森良（千葉県知事）、宇佐美敬
三郎（千葉県農工銀行頭取）

97 大正1年 9 21 神戸又新日報 ●露将と乃木将軍（下）△記念すべき水師営の会見 写真あり「乃木将軍の戯墨（日
露役の陣中にて）」

98 大正1年 9 21 京都日出新聞 家名と邸宅と墓碑
99 大正1年 9 21 東洋新報 ●偉人死の反響 ▲勤倹の風出現す
100 大正1年 9 22 横浜貿易新報 戯曲的巨人 乃木大将の自殺を論ず《小島鳥水》 「日曜文壇」欄
101 大正1年 9 22 岐阜日々新聞 ●将軍慰霊祭 山県郡葛原村軍人会分会発起と

なり19日午後7時より
102 大正1年 9 22 千葉毎日新聞 ○乃木大将に対する感想（つづき）　▲静思瞑想せよ《元田教育課長談》　

▲百代貞烈の鏡《神田郡長談》
元田敏夫（千葉県内務部教育課
長）、神田清治（千葉郡長）

103 大正1年 9 22 京都日出新聞 ●乃木大将追悼講演会 大日本武徳会武術専門学校にて
104 大正1年 9 22 扶桑新聞 ●乃木将軍の戯歌─好個の記念と崇む
105 大正1年 9 22 東洋新報 ●伏見大将宮の乃木号
106 大正1年 9 22 東洋新報 ●彼岸入りと青山 ▲葬場殿と乃木将軍墓畔の賑ひ
107 大正1年 9 23 横浜貿易新報 ●在郷軍人雨中に乃木大将を悼む △横浜奨兵義会に於て
108 大正1年 9 23 横浜貿易新報 ○軍旗を奪はれし刹那の乃木将軍 ▽割腹を企て部下に支へられ▽部下将

軍を縛して死を支ゆ
109 大正1年 9 23 河北新報 噫乃木将軍（五）《隠士銕軒》　金倉寺の寓を訪ふ　夫人の香川下り
110 大正1年 9 23 二六新報 ○雨中の賽者一万 △乃木大将十日祭▽
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111 大正1年 9 23 横浜貿易新報 〔乃木家の跡目の処置不当、山県公寺内伯等は芳名を汚瀆するもの〕 「時言閒語」欄
112 大正1年 9 17 台南新報 ●噫乃木将軍 自死の教訓《鰐石》
113 大正1年 9 21 松陽新報 ●乃木将軍追悼会 東伯郡安田村にて18日午後3時よ

り同村小学校講堂にて
114 大正1年 9 21 朝鮮〔朝鮮新

聞or朝鮮時報〕
●竹下氏方の乃木大将揮毫 「当民団議員竹下佳隆氏」

115 大正1年 9 21 京城日報 ●安東だより　▲乃木将軍追悼式 官民有志30余名発起にて18日午
後5時より西本願寺にて

116 大正1年 9 21 京城日報 ●乃木将軍追悼会《平壌支局》 橋本第4旅団長ほか発起にて18日
午後7時よりへ平壌大和町華頂寺
にて

117 大正1年 9 21 長崎〔長崎新
聞or長崎日々
新聞or長崎民
報〕

●乃木大将追悼法会 長崎市内各宗37 ヶ寺及び山口県
人の主催にて23日大音寺にて

118 大正1年 9 21 東奥日報 ●貞淑なる乃木夫人 ▲一戸第四師団長夫人の談 一戸兵衛（第4師団長）
119 大正1年 9 21 鳥取新報 ○故乃木大追悼式 帝国在郷軍人会赤碕町分会主催

で23日午後1時より同町尋常校に
て

120 大正1年 9 21 山陰新聞 ●乃木将軍の親切 元63聯隊長歩兵大佐石黒千久之
介氏を記者往訪

121 大正1年 9 21 広島中国新聞 ●竹原町の乃木将軍追悼会 村上町長・桑原署長主催者とな
り18日午後3時に照蓮寺にて

122 大正1年 9 21 広島中国新聞 ●枕の弾傷 乃木将軍の訓戒《在呉一記者》
123 大正1年 9 21 鹿児島新聞 ●乃木夫人の人格 ▲尋常の烈婦に非ず □息の欠点を挙げて教育者に語る

《芹沢登一氏》▲花の如き洋装の中に一人緋の袴《石黒男爵の談》　▲宿屋
を驚かす　▲家風の遺訓

芹沢登一は「今より十五年前乃
木大将家の家庭教師を嘱託せら
れたる」人

124 大正1年 9 22 下野新聞 ●乃木将軍の別墅 思出多き那須野の秋　花に早きコスモス　秋雨の音の
如く落つ　噫嗟淋し、悲し　無頓着な中農の家

125 大正1年 9 22 福岡日々新聞 ○旅順土産の鎌《乃木大将の親族大館氏談》
126 大正1年 9 22 函館毎日新聞 ●九星の話（廿八）乃木大将の性格（上）《京都 広田花月》
127 大正1年 9 22 福岡日々新聞 ▲乃木将軍と本邦 「宮崎より」欄
128 大正1年 9 22 小樽新聞 △乃木大将追弔演説会▽ 「悪い事は云はんから演説は抜き

にして追弔会だけに止めて置き
給へ」

129 大正1年 9 22 山形〔山形新
聞or山形日報
or山形新報〕

〔乃木将軍に対する追悼詩歌〕　自由短語 「見聞雑記」欄

130 大正1年 9 22 静岡民報〔静
岡公報or静岡
新報ヵ〕

●涙ある雄将《小島少将談》 藤枝に隠退している小島好問（予
備役の陸軍少将）を記者が訪う

131 大正1年 9 22 下野新聞 ●野木村の大将弔悼 下都賀郡野木村野木神社の社司
が18日上京、村民一同は追悼式
挙行

132 大正1年 9 22 東洋日出新聞 ●乃木将軍追悼会 23日午後2時より長崎市今籠町大
音寺にて勤行

133 大正1年 9 22 広島中国新聞 ●乃木家の礼状 広島市長の弔電に対する礼状
134 大正1年 9 22 新愛知 ●乃木将軍逸話（三）　▲厳父と帯剣　▲馬が可哀さうだ　▲外套と炭を

斥く
135 大正1年 9 23 新愛知 ●乃木大将追悼会 ●追悼会と参列申込 23日午後6時より愛知県会議事堂

に開催
136 大正1年 9 23 岐阜日々新聞 ●思出づる乃木将軍 ▲依田岐阜中学校長談（承前）　▲無造作な揮毫　▲

お断り申す　▲時間の厳守　▲忙しい四時間
依田喜一郎（岐阜中学校長）

137 大正1年 9 23 高田 ●乃木将軍追悼会 直江津町在郷軍人分会が22日午
後4時より光明寺にて

138 大正1年 9 23 芸備日々新聞 〔例の谷本博士が神戸高商で乃木大将の事を云々した処生徒が騒然として
噪ぎ立ち〕

「耳窓目牖」欄

139 大正1年 9 23 京都日出新聞 ●両善光寺と乃木将軍
140 大正1年 9 23 福岡日々新聞 ○乃木大将の追懐《山根第十二師団長談》 「雑報」欄。山根武亮（第12師団長）
141 大正1年 9 23 神戸又新日報 ●乃木大将忠魂碑建立 明石郡の有志が明石人丸山上に

記念忠魂碑の建設を協議決定
142 大正1年 9 23 山陰新聞 ●芝居で見る陣屋 ▽夫人を追ひ帰したる乃木将軍 「乃木将軍と親交ありし退職奥田

歩兵中佐の談なり」
143 大正1年 9 24 信濃毎日新聞 其人格を仰いで其死を見るな（下）
144 大正1年 9 24 神戸又新日報 ●ナイムー大人 ▽乃木大将の司令部跡　▲二ヶ月間の司令部　▲剣山の

占領　▲建物と建札　▲乃木大人の徳望
145 大正1年 9 25 日本電報通信 〔山県公は乃木大将に対して太だ不興の噂、ほか〕 「閑談語」欄
146 大正1年 9 26 横浜貿易新報 〔京都大学の谷本博士は乃木大将の自刃に対して異論あり、ほか〕 「時言閒語」欄
147 大正1年 9 26 東洋新報 ●馬丁の見たる故将軍 「十年間乃木大将の馬丁たりし谷

田某」
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148 大正1年 9 25 河北新報 噫乃木将軍（六）《隠士銕軒》　夫人の香川下り（続）　琴平に両雄の邂逅
149 大正1年 9 25 いばらき ●妾もお蔭で墨磨りの名人になりました ▽乃木夫人の諧謔
150 大正1年 9 25 下野新聞 ●嗚呼乃木将軍 △余は大将崇拝者なり《新渡戸博士談》
151 大正1年 9 25 高田 ●乃木将軍追悼式 直江津町在郷軍人会にて22日午

後4時より光明寺に於て
152 大正1年 9 25 高田 ●乃木将軍追悼会 直江津在郷軍人分会にて22日午

後4時より光明寺に於て
153 大正1年 9 25 広島中国新聞 ○追悼法会と仏教演説会 広島市山崎町本行寺に於て23日

に彼岸法要を兼ね追悼法会
154 大正1年 9 24 九州〔九州日々

新聞or九州新
聞〕

●乃木大将の追弔式 五高防長会の主催 昨23日午前11時より熊本市内京
町加藤神社々務所に於て

155 大正1年 9 25 千葉毎日新聞 ▲武士道新生命《遠山町長談》
156 大正1年 9 25 千葉毎日新聞 ▲倭魂の権化《藤代弁護士談》 後欠
157 大正1年 9 27 横浜貿易新報 ○山鹿素行先生と乃木大将を悼む △二偉人を同時に悼△雨に流れる宗参

寺
158 大正1年 9 27 横浜貿易新報 ○北雪に印せし乃木大将の美徳 △将軍の親戚井上包太郎氏談　▼塩鱒に

舌鼓打つ　▼雪袴を奨励す　▼無用の長物のみ　▼一小学生より学ぶ
▼博く知識を求む

「故乃木大将と不思議の縁辺に当
る北海道石狩国空地［ﾏﾏ］郡瀧
川屯田尋常高等小学校々長井上
包太郎氏」

159 大正1年 9 25 北国新聞 故乃木将軍銅像建設の議《今枝恒吉》
160 大正1年 9 25 東洋日出新聞 ●誠実を以て修められし乃木二霊追悼会 一昨日午後2時長崎市今籠町大音

寺に於て執行した各宗連合並に
山口県人主催の乃木大将夫妻追
悼法要

161 大正1年 9 25 呉日々新聞 ●将軍と赤穂義士
162 大正1年 9 25 呉日々新聞 ●乃木大将夫妻の追弔法会 静子夫人の令姪参拝 一昨日午後1時より湯船下禅刹神

応院に於て
163 大正1年 9 26 神戸又新日報 ●乃木大将と岩沼町
164 大正1年 9 26 扶桑新聞 ●市長失言に対する名士の所見（承前）　▲野村朗氏　▲御宿正定氏 名古屋市長阪本釤之助氏の失言

に対する市会議員諸氏の意向
165 大正1年 9 26 千葉毎日新聞 ○乃木大将に対する感想（つづき）　▲崇高の殉死《筒井医学博士談》

▲凡人と非凡人　▲責任論と憤死論　▲医学の為に感謝　▲是れ向上の一
念

166 大正1年 9 26 神戸又新日報 ●乃木将軍追悼講演会 東北修養会が10月5日前後に片平
丁神宮（仙台大神宮）に於て

167 大正1年 9 26 新愛知 ●阪本市長の陳告
168 大正1年 9 26 東洋新報 ●乃木将軍遺愛の福禄寿
169 大正1年 9 26 神戸又新日報 噫乃木将軍（七）《隠士銕軒》　風紀に関する注意
170 大正1年 9 28 横浜貿易新報 〔御大葬の葬場殿と乃木大将墳墓を拝観する者の心構えについて〕 「時言閒語」欄
171 大正1年 9 22 鹿児島新聞 ●乃木夫人追悼会《吉田将軍の談》 乃木静子の従妹である吉田豊彦

（陸軍中将）の21日報徳会での講
演大要

172 大正1年 9 23 鹿児島新聞 ●百発を打て 日州の野と乃木将軍
173 大正1年 9 22 鹿児島新聞 ●先帝と乃木将軍《奈良原男追懐談》 奈良原繁（男爵）が往訪の記者

に語る
174 大正1年 9 25 広島中国新聞 ●乃木大将追弔会 ▲湯船山下神應院に於て 式で詠まれた弔詩（漢詩）・弔歌

（短歌）あり
175 大正1年 9 26 下野新聞 ●乃木将軍の別墅（三）思出多き那須野の原　飄然として去来せり　山廻

りの将軍　夫人の百姓振り　鎮守祭礼の宿　作物の生育は何した　お産は
心配なもの

176 大正1年 9 26 函館毎日 福島だより（廿四日福山特置員発）　▲偉人の追悼
177 大正1年 9 26 下野新聞 噫乃木さん《でんはち》 「乃木大将に関する寄書」欄
178 大正1年 9 27 千葉毎日新聞 ○乃木大将に対する感想（つづき）　▲大将に得たる教訓《海塩中学校長

談》　▲千秋一死尊《永井赤十字支部幹事談》
海塩錦衛（千葉県立千葉中学校
長）

179 大正1年 9 27 河北新報 噫乃木将軍（八）《隠士銕軒》　死す者一人もなし　北清事件の余波
180 大正1年 9 27 扶桑新聞 ●市長失言に対する名士の所見（承前）　▲堀田幾三郎氏 名古屋市長阪本釤之助氏の失言

に対する市会議員諸氏の意向
181 大正1年 9 27 新愛知 ●乃木大将追悼会 暴風雨で延期となった追悼会は

28日午後6時より愛知県会議事堂
に於て開催

182 大正1年 9 27 いばらき ●今にして思ひ当る乃木大将の書簡　▽一旦受し贈物を返す 写真あり「乃木大将の書簡」
183 大正1年 9 28 豊国新聞 乃木将軍愛読書　学習院教授有馬祐政氏は左の如く語る
184 大正1年 9 28 日本電報通信 ●乃木邸の跡始末
185 大正1年 9 29 横浜貿易新報 乃木大将を悼みて 「貿易歌壇」欄、短歌13首
186 大正1年 9 29 豊国新聞 至誠の家
187 大正1年 9 29 豊国新聞 ローマ字と将軍　▲単に昔風の武士に非ず　▲ローマ字の宣伝者　▲東溜

の間でローマ字論
「熱心なローマ字論者にして日本
式綴方の主張者なる田丸卓郎博
士は乃木将軍とローマ字につい
て左のやうに語つた」
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188 大正1年 9 17 台南新報 ●古武士の風格　▽乃木大将を訪へる▽督府某事務官の談　▲武士道の伝
統者　▲真率なる夫人　▲水牛の皮の敷物　▲大将の至孝

189 大正1年 9 17 台南新報 ●乃木大将の印象 ▽萩野少将の追懐 萩野末吉（台湾第2守備隊司令官）
190 大正1年 9 18 台南新報 ●故大将追弔会 ▽内地人協会第一著の事業 内地人協会準備会の席上会衆一

同賛成
191 大正1年 9 28 河北新報 噫乃木将軍（九）《隠士銕軒》　将軍善通寺を去る
192 大正1年 9 28 富山日報 ○将軍記念の幅 ▼殉死間際の執筆 写真あり。「婦負郡八尾町字上新

町石戸長太郎（三八）氏」
193 大正1年 9 28 神戸又新日報 ●江湖片々 乃木学習院長の後任説
194 大正1年 9 28 小樽新聞 ●公会堂で故将軍追弔 29日午後6時より公園内の公会堂

に於て開催に予定変更
195 大正1年 9 28 神戸又新日報 ●将軍と南天棒 ▽某平生は悟道より来る　▽干物に酒一陶　▽バンザイ

バンザイ
196 大正1年 9 28 上毛新聞 ●大将に御礼を忘る 三郷在郷軍人恐懼 佐波郡三郷村の表忠碑揮毫につ

いて
197 大正1年 9 28 山陽新報 ●乃木夫人の姪を訪ふ ▲摂津軍医長夫人 乃木静子実姪の軍艦摂津軍医長

秋田松二郎氏夫人の談話
198 大正1年 9 28 扶桑新聞 ●市長失言に対する名士の所見（承前）　▲安東敏之氏　▲井上茂兵衛氏 名古屋市長阪本釤之助氏の失言

に対する市会議員諸氏の意向
199 大正1年 9 28 北海タイムス ●小樽乃木将軍追悼会 29日午後6時より公園内公会堂に

於て開会する筈
200 大正1年 9 28 千葉毎日新聞 ○乃木大〔将に対する感想（つづき）〕　▲自殺の倫理観《青木牧師談》 タイトル破れにより欠
201 大正1年 9 29 千葉毎日新聞 ○乃木大将に対する感想（つづき）　▲日本の守護神《荻生医学校長談》　

▲大将の智的方面《長谷川警察部長談》
荻生録造（千葉医学専門学校長）、
長谷川久一（千葉県警察部長）

202 大正1年 9 29 神戸又新日報 ●楠氏の遺跡に将軍の英霊を弔ふ ▽盛んなりし昨日の追悼式　▼式場の
内外《婦人記者》

昨28日午後1時より湊川遊園地に
て

203 大正1年 9 29 扶桑新聞 ●市長失言に対する名士の所見（承前）　▲伊藤由太郎氏　▲伊藤繁丸氏 名古屋市長阪本釤之助氏の失言
に対する市会議員諸氏の意向

204 大正1年 9 29 河北新報 噫乃木将軍（十）《隠士銕軒》　赤坂邸の新築　山鹿自筆の配処残筆
205 大正1年 9 29 扶桑新聞 ●将軍以て瞑す可し 昨夜の追悼会と演説 28日午後6時より愛知県会議事堂

に於て
206 大正1年 9 27 京城日報 内外片々
207 大正1年 10 1 東洋新報 ●乃木将軍と光山 楽焼師堀川光山が学習院に陶器

原料と器械類一式を寄贈した御
礼の乃木揮毫扇面の内容

208 大正1年 10 1 横浜貿易新報 ○哀詩「双殉行」△乃木大将夫妻の殉死を悼みて　双殉行《井々居士》 「井々居士竹添進一郎氏」の漢詩
209 大正1年 9 20 琉球新報 ○故乃木大将追悼会 那覇区内久茂地本願寺にて昨19

日午後8時より
210 大正1年 9 22 琉球新報 ○武士の典型乃木大将軍《八巻太一》
211 大正1年 9 27 京城日報 ●乃木将軍追悼会 京城府永楽町本派本願寺にて26

日午後1時より
212 大正1年 9 27 〔不明〕 ●乃木大将追悼□□ ▲総泉禅□□ 破れにより冒頭下部欠。総泉寺

に於て（鳥取県米子ヵ）
213 大正1年 9 27 長崎 ●厳かなる追悼会 ▲光源、光永、西勝三寺に於る 昨26日に長崎市伊良林光源寺･桶

屋町光永寺･東仲町西勝寺にて
214 大正1年 9 27 鹿児島新聞 〔山鹿先生と乃木伯の関渉、ほか〕 「荒村雑筆」欄
215 大正1年 9 28 東洋日出新聞 旧日本？新日本？ 破れにより冒頭下部欠
216 大正1年 9 29 富山日報 ▲乃木大将追悼会 「各種の会合」欄。富山市梅澤町

日蓮宗立像寺に於て一昨日正午
より

217 大正1年 9 29 福岡日々新聞 ○乃木大将銅像記念碑 山口県豊浦郡長府町二の宮社内
公園地へ

218 大正1年 9 29 高田 ●本県に於ける乃木将軍の逸話 ▽香々のお代りで昼食▽貧乏士は之で沢
山だ

219 大正1年 9 29 高田 ●絶句を電送して励ます ▽戦死の電報を待つ▽堀内少将んも談片
220 大正1年 10 3 東洋新報 ●乃木夫人の追悼法会 酬恩社婦人部にて来る6日午前10

時より浅草今戸町称福寺に於て
221 大正1年 10 3 横浜貿易新報 ○乃木大将の高徳一顆の栗実も尊し △乃木おこし乃木団子△停留場まで

名が変る
222 大正1年 9 30 河北新報 噫乃木将軍（十一）《隠士銕軒》　三十七八年戦役
223 大正1年 10 1 河北新報 噫乃木将軍（十二）《隠士銕軒》　双玉並びに砕く
224 大正1年 10 2 河北新報 噫乃木将軍（十三）《隠士銕軒》　双玉並びに砕く（つづき）
225 大正1年 9 28 鹿児島新聞 ●乃木将軍追悼講演会 28日午後7時より上町共立学舎に

於て国体擁護会員と市内有志者
合同にて

226 大正1年 9 28 京城日報 ●乃木将軍追悼会 釜山実業同志会主催にて29日午
前10時龍頭山神社に於て

227 大正1年 9 28 下野新聞 ●乃木神社建立計画 那須郡有志の希望 石林字民の乃木神社建設の第一
回相談会開催
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228 大正1年 9 28 馬山新報 ●乃木将軍の追悼会 釜山実業同志会主催にて29日午
前10時龍頭山神社に於て

229 大正1年 9 28 朝鮮 ●乃木大将追悼式 29日午前10時より龍頭山にて当
地実業同志会の主催

230 大正1年 10 1 河北新報 ●乃木大将追悼会 東北修養会々員主催で5日午後6
時より片平丁神宮社内に於て

231 大正1年 10 1 京都日出新聞 ●乃木夫人静子の甥を訪ふ《馬場京阪電鉄技師談》 「京阪電鉄株式会社運輸課長技師
馬場齋吉氏」

232 大正1年 9 30 福岡日々新聞 ○乃木大将追悼会 昨日秋雨粛々中挙行 福岡市会議員発企で昨日午前8時
半より東公園亀山上皇銅像下に
於て

233 大正1年 10 2 河北新報 ●乃木大将追悼法会 明3日午後3時より新寺小路松音
寺に於て

234 大正1年 10 2 神戸又新日報 ●将軍と楠公と赤穂義士 ▽桂弥一氏の談
235 大正1年 9 29 朝鮮 〔釜山に乃木将軍の記念碑を作ると云ふ〕 「余滴」欄
236 大正1年 9 29 朝鮮 ●召物は木綿か紬に限る 乃木大将夫人の事 「鹿児島の某将校婦人の談に曰

く」
237 大正1年 9 29 鹿児島新聞 〔乃木への先帝の御信任、ほか〕 「輪転記」欄
238 大正1年 9 29 鹿児島新聞 ○乃木大将談話会 26日都城男子小学校に於て
239 大正1年 9 30 門司新報 ●乃木大将追悼会 福岡市会議員主催 昨29日福岡市東公園に於て
240 大正1年 9 30 門司新報 ●筐の軍服軍刀 洋服屋の見た乃木大将　▲心持腰が曲る　▲絹裏は勿体

ない　▲衣襯は一夏半打　▲自刃用の軍刀　▲渡英の際の背広
「廿数年来乃木大将の軍服及び軍
刀調製の御用を勤めて居た東京
芝区露月町寿屋商店高島氏の話」

241 大正1年 10 1 秋田〔秋田魁
新報or秋田時
事or秋田毎日
新聞〕

○嗚呼乃木将軍 杉謙二氏編纂で今回東京至誠社
より出版

242 大正1年 10 1 高田 ●乃木将軍と高田 ▽少将堀内文治郎　五八将士及高田市民へ
243 大正1年 10 2 芸備日々新聞 ●乃木夫人の書簡 ▲附り大将父子の書簡▲逸見晴三郎氏の所蔵　▲乃木

大将夫人静子刀自自筆の書簡　▲乃木大将の書（絹本）　▲日露戦役の際
旅順包囲軍に参加せる乃木少尉（保典）氏よりの書簡

「本市大手町三丁目横浜火災株式
会社広島出張所員逸見晴三郎氏」

244 大正1年 10 4 横浜貿易新報 ●乃木大将追悼会 横浜市内野毛町高野山出張所大
聖院に於て今4日午後2時より

245 大正1年 10 4 豊国新聞 〔学習院長の後任について〕 「活殺自在」欄
246 大正1年 10 4 横浜貿易新報 〔乃木の愛読書について〕 「時言閒語」欄
247 大正1年 10 7 横浜貿易新報 時代漫評《暮村隠士》
248 大正1年 10 3 いばらき ●乃木大将追悼式 北相馬郡取手町にて近々の内に
249 大正1年 10 4 河北新報 噫乃木将軍（十五）《隠士銕軒》　夫人湯地氏の逸事
250 大正1年 10 4 河北新報 ●乃木大将追悼会 昨3日午後3時より新寺小路松音

寺に於て
251 大正1年 10 4 河北新報 ●乃木大将追悼講演会 明5日午後6時より片平町神宮に

於て
252 大正1年 10 1 朝鮮 ●乃木大将夫人追悼式 実業同志会主催で一昨日午後10

時より龍頭山頂の広場に於て
253 大正1年 10 2 福岡日々新聞 ○乃木大将追悼会 小倉歩兵第14聯隊にて今2日午後

0時30分より同聯隊営庭に於て
254 大正1年 10 3 河北新報 ●乃木大将追悼講演会 明後5日午後6時より片平町神宮

に於て
255 大正1年 10 4 いばらき ●乃木大将と水戸 △水戸学著書の愛読
256 大正1年 10 4 いばらき ●乃木大将追悼祭 去29日筑波郡上郷村別雷神社々

頭の日露戦役記念碑前に於て
257 大正1年 10 2 京城日報 ●乃木大将追悼会 京大諸博士の口演 大日本武徳会附属武術専門学校

の主催にて28日午後2時より京都
武徳会本部にて

258 大正1年 10 3 河北新報 噫乃木将軍（十四）《隠士銕軒》　涙の歓迎　将軍二典の墓を営む　中朝事
実を贈らる

259 大正1年 10 5 横浜貿易新報 ●乃木将軍追弔 ▲鎌倉和合団の第一着歩 「鎌倉方面」欄
260 大正1年 10 2 山陽新報 〔乃木が自費刊行した素行･松陰の著書を乃木本と称して尊重せんと云ふ井

上哲次郎博士の説について〕
「東京より」欄

261 大正1年 9 30 馬関毎日新聞 ●乃木大将追悼会《釜山支局報》 釜山実業同志会主催で昨29日午
前10時より龍頭山上に於て

262 大正1年 9 30 馬関毎日新聞 ●筆の雫
263 大正1年 10 1 関東タイムス ●乃木将軍墓守の出願 群馬県館林町矢木宮三郎（23）が

出京して青山警察署へ出頭
264 大正1年 9 30 鹿児島新聞 ●乃木将軍追悼講演会 一昨28日共立学舎に於て
265 大正1年 9 27 台南新報 ●賊軍の将霊前に泣く
266 大正1年 9 29 松陽新報 乃木大将の甍去を悼みて《岡本重昌》／乃木大将の殉死をいたむ《嶋多豆

夫》／おなしく夫人静子をかなしむ／嗚呼乃木将軍《内藤訥堂》／乃木伯
爵夫人

短歌・俳句など計7首
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267 大正1年 10 1 北国新聞 〔乃木の自刃について〕 「一顰一笑」欄
268 大正1年 10 1 北国新聞 偶感《在東京 森川生》
269 大正1年 9 30 山陰新聞 ●陣中の乃木大将 △落合軍医監談　▲両典の死は幸福　▲真似られぬ点

　▲外套を旧主人の子に　▲外国武官に甘藷
落合泰蔵（日露戦争当時の第3軍
軍医部長）

270 大正1年 10 5 上毛新聞 ●乃木大将の遺影 前橋市内曲輪町の猪谷写真店よ
り頒布（猪谷学習院学生監が同
店主の実弟）

271 大正1年 10 4 下野新聞 再び乃木将軍と贈答せし書翰に就て《横堀三子》　作間氏より三子氏に寄
せし書翰

272 大正1年 10 4 北海タイムス ●留萌時事（二日支局報）　△乃木大将追悼会 29日正覚禅寺に於て
273 大正1年 10 4 九州 ▲故乃木伯追悼会 皇典講究所主催で今3日午後1時

より國學院大學に於て
274 大正1年 10 3 門司新報 ●乃木大将招魂祭 昨日小倉連隊に於て 昨2日午後0時30分より小倉歩兵

第14聯隊営庭の娯楽場に於て
275 大正1年 10 8 豊国新聞 ■遊就館の乃木室■
276 大正1年 10 3 福岡日々新聞 ○乃木大将追悼会 「雑報」欄。小倉歩兵第14聯隊に

て昨日午後0時半より
277 大正1年 10 1 馬山新報 ●乃木大将の追悼会 29日釜山龍頭山上に於て
278 大正1年 10 5 河北新報 ●乃木大将追悼講演会 本日午後6時より片平町神宮に於

て
279 大正1年 10 5 河北新報 噫乃木将軍（十六）《隠士銕軒》　夫人の逸事　殉死に就いて
280 大正1年 10 3 芸備日々新聞 乃木大将と旅順《陸軍少将 伊豆凡夫氏談》　◎大将の為に弁ず　◎四億万

円の要塞　◎要塞の内部が知れぬ　◎正攻法を執る　◎乃木大将の子息　
◎余が命を伝へる

281 大正1年 10 5 神戸又新日報 ●趙州露刃剣 ▲乃木大将と南天棒 西宮海清寺南天棒老師が3日の乃
木大将追悼会席上語りて曰く

282 大正1年 10 5 神戸又新日報 ●乃木大将追悼会 西宮町海清寺南天会下巨鼇会の
企催にて3日午後4時より海清寺
本堂にて

283 大正1年 10 5 東洋日出新聞 ●乃木大将追悼会（高商主催） 7日午前10時半より長崎高等商業
学校講堂に於て

284 大正1年 10 5 朝鮮 ●乃木将軍を詠す《楽外》 短歌5首
285 大正1年 10 5 富山日報 ○乃木大将追悼会 富山市在郷軍人分会が明6日午前

10時総曲輪武徳会場内に於て
286 大正1年 10 6 河北新報 噫乃木将軍（十七）《隠士銕軒》　婦人観、団体観　葬儀遙拝
287 大正1年 10 7 河北新報 ●乃木大将追悼会 ▲一昨夜の神宮奉斎会 東北修養会主催で一昨夜7時より

片平丁神宮奉斎会に於て
288 大正1年 10 7 神戸又新日報 ●再び乃木将軍と南天棒師 西宮南天棒老師の語る所
289 大正1年 10 10 横浜貿易新報 ●乃木将軍追弔会 「鎌倉方面」欄。鎌倉郡川上村在

郷軍人会有志者主唱で6日午後2
時より同村小学校に於て

290 大正1年 10 4 台南新報 ●乃木大将と台南
291 大正1年 10 4 台南新報 ●故乃木大将の祭典　▲別室の展覧品 2日午後4時台南公館に於て
292 大正1年 10 6 鹿児島新聞 〔乃木大将殉死の遠因たる丁丑役の聯隊旗奪取の事件について〕 「万年筆」欄
293 大正1年 10 8 長崎 ●乃木将軍と趙州露刃剣の偈《南天棒老師之談》 神戸西宮海清寺南天棒老師が語

りて曰く
294 大正1年 10 8 山陰新聞 ●高商の将軍追悼会 長崎高等商業学校にて7日午前11

時同校講堂に於て
295 大正1年 10 9 扶桑新聞 ●第三師団乃木大将追弔会 来る20日渡辺師団長主催の下に

師団偕行社に於て
296 大正1年 10 8 酒田新聞 ●乃木大将追悼会 弘道会飽海支会にて一昨日午後1

時より酒田寺町浄福寺に於て
297 大正1年 10 8 岩手 ●かくして小乃木を造れ △真摯なる乃木会の設立 神田青年会館内の鉄道青年会幹

事益富政助氏が今回乃木会なる
ものを設立

298 大正1年 10 8 北国新聞 乃木将軍の片影─追悼演説の印象記─《東京 笹川生》
299 大正1年 10 9 新愛知 ●乃木大将追弔会 第3師団の追弔会は愈来る20日師

団偕行社に於て
300 大正1年 10 9 芸備日々新聞 ●火裏蓮
301 大正1年 10 8 東洋日出新聞 ●乃木大将追悼会 長崎高等商業学校講堂にて 昨日長崎高等商業学校講堂にて
302 大正1年 10 8 河北新報 噫乃木将軍（十八）《隠士銕軒》　女傑を逐ふ
303 大正1年 10 9 河北新報 噫乃木将軍（十九）《隠士銕軒》　山鹿の学風
304 大正1年 10 8 下野新聞 ●将軍夫妻は神様です《橋本氏家駅長談》 西那須野停車場勤務中に知遇を

得た現氏家駅長橋本嘉三郎氏の
感話

305 大正1年 10 9 下野新聞 ●乃木将軍の遺書に石林に五百金 △農民の感涙 那須郡狩野村大字石林民の代表
が上京

306 大正1年 10 9 下野新聞 世界の乃木大将《在倫敦 松岡俊三》 「海外持信」欄
307 大正1年 10 10 河北新報 噫乃木将軍（二十）《隠士銕軒》　学術品性　和歌漢詩
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308 大正1年 10 11 横浜貿易新報 ○乃木大将直筆の悶着 △抵冨に入れて真偽の争ひ 偽筆の乃木大将直筆掛軸
309 大正1年 10 12 豊国新聞 ●銘刀の切れ味 故将軍夫妻が周到なる注意 「故乃木大将の喪主たりし玉木砲

兵少佐目下金沢聯隊に在り往訪
の汽車に語つて曰く」

310 大正1年 10 9 九州日々新聞 ●乃木将軍招魂祭の議 熊本市に於て招魂祭執行の議あ
り

311 大正1年 10 9 酒田新聞 ●乃木大将哀悼文　▲土方副支会長の弔辞　▲徳川会長の弔辞　▲献詠の
和歌漢詩等　▲陳列品

日本弘道会飽海支会主催で6日浄
福寺に於て挙行の哀悼文･陳列品
等

312 大正1年 10 10 浜松新聞 ○乃木大将追悼会 浜名郡豊西村中善地区の撫松庵
に於て去る8日午後3時より

313 大正1年 10 13 東洋新報 ●乃木大将追悼式（山口） 本日午後2時大殿小学校にて
314 大正1年 10 13 東洋新報 ●乃木将軍の卅日祭 12日午前11時より
315 大正1年 10 11 扶桑新聞 〔愛知県会議事堂での乃木大将追悼演説会に対する二六新報の報道は曲解〕「黄金ペン」欄
316 大正1年 10 11 岐阜日々新聞 ●乃木将軍追悼会 岐阜市在郷軍人団が新嘗祭当日

に伊奈波社に於て開催予定
317 大正1年 10 10 松陽新報 ●乃木大将追悼祭 12日大社教本院にて千家管長主

催にて
318 大正1年 10 11 山陽新報 ●乃木大将追悼講演会 岡山医学専門学校々友会講演部

にて12日午後1時より同校控室に
於て

319 大正1年 10 10 山陰新聞 ●乃木陸軍大将と南天棒老師 西宮南天棒老師の云ふを聞く
320 大正1年 10 11 河北新報 ●地方雑信 名取郡長町瀧澤寺に於て去る8日

に大施餓会を勤修
321 大正1年 10 11 河北新報 噫乃木将軍（廿一）《隠士銕軒》　殉死の先例
322 大正1年 10 12 河北新報 噫乃木将軍（廿二）《隠士銕軒》　女性の殉死　将軍の肖像
323 大正1年 10 15 豊国新聞 ■将軍墓前の玉串■
324 大正1年 10 16 横浜貿易新報 〔シユレーダア氏発起の乃木会について〕 「時言閒語」欄
325 大正1年 10 8 台南新報 ●乃木将軍祭典寄贈 2日台南公館に於て挙行の祭典に

寄贈少からず
326 大正1年 10 12 北国新聞 茶の煙
327 大正1年 10 13 湖南日報 ●故乃木将軍追悼会 群山防長親睦会と民団役所の合

同で催すことになる
328 大正1年 10 13 広島中国新聞 ●乃木大将追悼会 広島赤穂義士追遠会有志の主催

にて昨12日午前10時広島市大手
町五丁目神宮奉斎会本部に於て

329 大正1年 10 13 馬関毎日新聞 ●乃木大将追悼会 昨12日午後2時より山口町の大殿
小学校に於て

330 大正1年 10 14 馬関毎日新聞 ●乃木神社建設 長府町にて乃木神社建設費を募
集すべく準備計画中

331 大正1年 10 13 中国民報 ○乃木大将追悼講演会 岡山医学専門学校講演部の主催
にて12日午後1時より学生控所に
於て

332 大正1年 10 13 大獅子 乃木将軍と信仰《棲叢》 正式紙名不明
333 大正1年 10 13 根室新聞 ●乃木将軍の奉悼会 本日帝国在郷軍人会根室分会が

表忠碑境内に於て
334 大正1年 10 13 信濃毎日新聞 ●乃木大将追悼会 東筑摩郡嶋立村字南栗林の正行

寺にて13日正午より
335 大正1年 10 15 信濃毎日新聞 ●乃木大将追悼式 佐々木高綱の墳墓地たる東筑摩

郡嶋立村北栗林の正行寺に於て
執行

336 大正1年 10 17 神戸又新日報 ●乃木将軍宝塚追悼演説会 15日午後5時より宝塚宝遊館に於
て

337 大正1年 10 14 岐阜日々新聞 ●乃木大将追悼祭《十三日高山電報》 本日八幡神社境内に於て
338 大正1年 10 16 扶桑新聞 ●曹長の乃木神社 愛知郡豊明村字栄84番戸後備憲

兵曹長浜島伊三郎氏自邸内の乃
木神社竣功

339 大正1年 10 15 岩手 ●八戸特報（十月十三日）▲乃木将軍追悼会 13日午後1時より八戸老年会主催
となり長者小学校講堂に於て

340 大正1年 10 14 山陰新聞 ●乃木大将追悼祭 去る12日午後1時より簸川郡杵築
町の大社教本院に於て斎主千家
管長

341 大正1年 10 15 京城日報 ●乃木大将追悼式 京城在住有志者発起となり13日
午後1時より京城ホテルにて

342 大正1年 10 15 尾三新聞 ●乃木大将の密書 上野知多郡長の手に在り
343 大正1年 10 15 函館毎日新聞 ●乃木将軍追悼会 △八戸町立長者小学校に就て 八戸老年会発起となり去る13日

午後3時半より
344 大正1年 10 14 北海タイムス ●月形村に住む乃木将軍親戚　▲乃木家の家系　▲井上家の系統　▲津奈

子乃木家を思ふ　▲突然の訪問
写真あり（井上津奈子宛て乃木
希典書簡、明治29年3月23日）。
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345 大正1年 10 13 佐賀〔佐賀新
聞or佐賀日々
新聞〕

●乃木大将は立腹…弔電一万五千通…

346 大正1年 10 15 佐賀 ●乃木大将の日常生活《東京 井上胤文》　▲乃木大将の寝室　▲終始寮舎
に宿泊せられた　▲大将の白手袋　▲大将の生活費は一日四十銭　▲香の
物に醤油を用ひられず

347 大正1年 10 12 広島中国新聞 ●乃木大将追悼会 市内婦人有志者発起により来る
30日午後正1時広島高等女学校講
堂に於て

348 大正1年 10 16 福岡日々新聞 ○東京より（十三日）《八千八聲山房主人》
349 大正1年 10 16 馬関毎日新聞 ●乃木大将追悼会 門司市有志者が来る11月3日に開

催の筈
350 大正1年 10 15 根室新聞 ●故乃木将軍の追悼会 一昨13日帝国在郷軍人会根室分

会にて午後3時より表忠碑境内に
於て

351 大正1年 10 15 馬関毎日新聞 ●筆の雫 長府の乃木神社建設計画につい
て

352 大正1年 10 17 東奥日報 ●八戸たより（十四日）▲乃木将軍追悼会 13日午後1時より八戸老年会主催
にて長者小学校に於て

353 大正1年 10 17 長崎 ●大野の乃木将軍追悼会 去る13日北松浦郡大野村の西蓮
寺に於て

354 大正1年 10 17 秋田 ○乃木将軍の逸事《霞城記》　▲秋田に於ける大将の半日《大久保市長談》 大久保鉄作（秋田市長）
355 大正1年 10 22 東洋新報 ●乃木将軍の四十日祭 22日午前11時より赤坂新坂町の

乃木大将邸に於て
356 大正1年 10 15 樺太日々新聞 ●乃木将軍追弔会 大泊通町西本願寺別院にて一昨

13日午後1時より
357 大正1年 10 18 山陽新報 〔読書人としての乃木大将について〕 「東京より」欄
358 大正1年 10 19 高田 ■崇高なる犠牲的行為■《五味監督判事》 「一日一話」欄
359 大正1年 10 20 京都日出新聞 ●乃木将軍追悼講演会 24日午後6時より高倉通万年寺下

る稚松尋常小学校にて
360 大正1年 10 20 京都日出新聞 ●乃木大将と銅像 大浦子と大森知事
361 大正1年 10 20 福岡日々新聞 ○乃木大将観《加藤弘之男談》
362 大正1年 10 20 芸備日々新聞 ●乃木大将夫人追悼会 本日午後1時より有志婦人会発起

により
363 大正1年 10 21 扶桑新聞 ●師団の乃木祭 祭主は渡邊師団長 渡辺章第3師団長主催で昨20日午

前9時より名古屋偕行社内に於て
364 大正1年 10 22 日本電報通信 ●乃木将軍大弔祭会 ▲来月三日芝公園に執行 都下各新聞通信の有志記者主唱

の国民的な大弔祭会を執行予定
365 大正1年 10 22 新愛知 ●乃木大将追悼祭 渡辺章第3師団長主催で昨20日午

前9時より名古屋偕行社に於て
366 大正1年 10 20 秋田 ○北人南况《橘生》
367 大正1年 10 20 山陰新聞 ●乃木将軍銅像建設の議《東京帝国大学生 小川弥太郎》
368 大正1年 10 20 松陽新報 ●乃木将軍逸話 ▲粗食と勉学《元副官塩田大佐談》
369 大正1年 10 21 山形 ●乃木将軍の感化 ▼山形市内質素の風
370 大正1年 10 21 北海タイムス ●乃木将軍追悼会 13日樺戸郡月形村小学校に於て
371 大正1年 10 22 いばらき ●乃木大将追悼会 北相馬郡取手町在郷軍人及び同

町有志が会合し11月1日に挙行決
定

372 大正1年 10 24 豊国新聞 ■将軍夫妻大弔祭会■─来月三日日比谷で─ 都下新聞通信有志記者らの主唱
で11月3日に日比谷公園内に於て

373 大正1年 10 24 横浜貿易新報 ○五千円の貸金 証文一通も無き ▲乃木大将追懐談 「横須賀市」欄。葉山村青年会堀
内支部会は一昨22日午後7時より
大会を開き元乃木大将副官の塚
田清市大佐の実話あり

374 大正1年 10 21 広島中国新聞 ●乃木夫人追悼会 ▲昨日於県立高女講堂挙行 昨日午後1時40分より県立広島高
等女学校講堂に於て

375 大正1年 10 22 山形 〔山形で乃木の殉死以来質素の風が起った〕 「見聞雑記」欄
376 大正1年 10 25 東洋新報 ●乃木大将の歌 ▲省議に上り検定済となる 東京音楽学校教授吉丸一昌氏の

作歌･学習院助教授小松玉巌氏の
作曲

377 大正1年 10 23 下野新聞 輓乃木将軍次小峴詞宗詩礎将軍会見贈肖像七八故及《横堀鉄研》／同 三
首《同人》／同次将軍富岳詩韻二首／同用梅村郡宰詩韻

「文苑」欄。漢詩6首

378 大正1年 10 23 芸備日々新聞 ●乃木大将追悼会 帝国在郷軍人会可部分会主催に
て明24日午後7時より品窮寺に於
て

379 大正1年 10 23 山陰新聞 ●乃木大将追悼会 来る31日午後1時より八束郡乃木
村善光寺に於て

380 大正1年 10 24 下野新聞 ●乃木神社建立議 有志熱心に運動す 那須郡有志の石林に乃木神社建
立の進行
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381 大正1年 10 24 広島中国新聞 ●乃木大将追悼講演会 広島市外己斐町の己斐小学校に
て明25日午後8時より

382 大正1年 10 25 山陽新報 本日の招魂祭 故乃木大将追悼兼修
383 大正1年 10 29 東洋新報 ●乃木将軍追悼会 大日本武術講習会が11月1日午後

1時より神田橋和強楽堂に於て
384 大正1年 10 26 芸備日々新聞 ●乃木大将追悼会 帝国在郷軍人会可部分会主催と

なり一昨24日午後7時より品窮寺
に於て

385 大正1年 10 27 福岡日々新聞 ○師団長時代に於ける乃木大将の書簡《渡邊佐賀連隊長の議》 写真あり（乃木が讃岐善通寺第
11師団長時代の幕僚渡辺小太郎

（佐賀歩兵第55連隊長）が秘蔵す
る乃木書簡）

386 大正1年 10 25 北海タイムス 乃木大将論（上）六日弘道会札幌支部に於ける代議士浅羽靖氏の講演要旨
387 大正1年 10 27 北海タイムス 乃木大将論（下）六日弘道会札幌支部に於ける代議士浅羽靖氏の講演要旨
388 大正1年 10 30 東洋新報 ●華族会館役員の更迭
389 大正1年 10 29 日本電報通信 ●乃木将軍夫妻弔祭会彙報
390 大正1年 10 27 中国民報 著述家に問ふ《散木迂人》
391 大正1年 10 27 高田 秋晴二日《柳下鰌》　将軍の墓に詣づ
392 大正1年 10 27 馬関毎日新聞 ●乃木大将追悼祭 11月1日午後3時より長府町豊浦

小学校内敬業館に於て
393 大正1年 10 30 日本電報通信 ●乃木将軍大弔祭会 11月3日正午より芝公園新運動場

に於て
394 大正1年 10 29 神戸又新日報 ●乃木将軍追悼演説会 26日午後7時より川辺郡宝塚の池

田町川西座に於て
395 大正1年 10 31 東洋新報 ●将軍の偽筆濫造 ▲一度は生ける将軍を驚か
396 大正1年 10 31 横浜貿易新報 ○乃木将軍追弔 ▲浄土本山光明寺に於て
397 大正1年 10 28 松陽新報 ●乃木大将追悼法会 31日午後1時より八束郡乃木村善

光寺にて
398 大正1年 10 28 佐賀 ●故乃木将軍国民大弔会 東京市内各新聞通信記者の発起

により11月3日芝公園に於て
399 大正1年 10 28 中国民報 ○乃木神社建立 ▽御野立所に面する地 備前上道郡可知村大字大多羅芥

子山の句々廼神社跡へ乃木神社
建設を計画

400 大正1年 10 28 山陰新聞 ●乃木将軍弔祭会 東京各新聞記者が発起となり11
月3日に東京芝公園にて

401 大正1年 10 29 秋田 ○故乃木将軍追悼法要 来る31日午後2時より由利郡本荘
町仏教各宗合同宣正期成会主催
となり浄土宗大然寺に於て

402 大正1年 10 31 扶桑新聞 ●乃木大将追慕法会 名古屋市内門前町西別院に於て
三重仏教教学財団主催となり明1
日午後1時より

403 大正1年 11 1 豊国新聞 ■乃木大将夫妻弔祭会■ 11月3日正午より芝公園新運動場
に於て

404 大正1年 11 1 東洋新報 ●故将軍夫妻の大弔祭会 11月3日正午より芝公園新運動場
に於て

405 大正1年 11 2 横浜貿易新報 ○乃木大将五十日祭 ▲故将軍副官の追善 葉山村堀内の別邸に滞在中の元
乃木大将副官塚田清市陸軍大佐
が執行

406 大正1年 10 31 芸備日々新聞 ●乃木大将追弔法会 安芸郡江田島村有志者の発起に
より去る27日午前9時より同村教
法寺に於て

407 大正1年 11 3 豊国新聞 ■乃木大将の俸給■
408 大正1年 11 3 東洋新報 ●将軍国民大弔祭 ▲愈々本日執行 本日正午より芝公園にて
409 大正1年 11 4 横浜貿易新報 哭乃木大将《横浜木村寧静》／秋日送友《横浜康同鼎》 「貿易歌壇」欄、漢詩2首
410 大正1年 11 4 横浜貿易新報 ○乃木大将国民大弔祭 ▲枯葉散り敷く芝公園の一角▲壇を設け千古の偉

人を弔ふ　▲青山墓前の奉告祭　▲道楽にて入場挙式　▲各宗連動同大法
要　▲参拝者一万人に上

411 大正1年 11 1 富山日報 ○乃木将軍追悼会 新湊在郷軍人会は一昨30日正午
より新湊町字長徳寺町光正寺に
於て

412 大正1年 11 2 岩手 ●乃木大将追悼会彙報 2日午前中までに申込すべし
413 大正1年 11 2 岩手 ●乃木大将追悼会 去る30日午後7時より稗貫郡花巻

河口町浄土宗松庵寺に於て
414 大正1年 11 2 鹿児島新聞 ●乃木大将五十日祭 赤穂義士追善会有志主催 広島赤穂義士追遠会有志が本市

大手町5丁目神宮奉斎会本部に於
て

415 大正1年 11 2 馬関毎日新聞 ●乃木大将追弔会 明3日午前9時より小倉市米町永
照寺に於て帝国在郷軍人会小倉
分会発起となり
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416 大正1年 11 3 岩手 ●乃木将軍追悼会《一記者》 本日は盛岡市長其他の発起の当
日

417 大正1年 11 3 九州 ●乃木大将追悼会 来る13日午後3時より熊本市の武
徳殿に於て開催、昨日発起人会
を開く

418 大正1年 11 3 北国新聞 ●乃木大将の祭祀 神霊たるべき遺品を求む
419 大正1年 11 4 福岡日々新聞 ○乃木大将追弔会 小倉在郷軍人分会主催で昨3日午

前10時より米町永照寺に於て。昨
3日午後1時より甘木町主催で甘
木尋常小学校々庭に於て

420 大正1年 11 5 東洋新報 ●自転車の産婆さん ▲乃木大将が自殺の発奮の因
421 大正1年 11 4 馬関毎日新聞 ●乃木大将記念事業協議 長府町にて故乃木将軍紀念事業

の協議会を開催
422 大正1年 11 5 岩手 ●乃木将軍追悼式 △荘厳質素の内に終る 3日午前10時より盛岡市内丸の武

徳殿内にて
423 大正1年 11 5 石見新聞 哭乃木将軍《百辛 橋本重平》 漢詩1首
424 大正1年 11 5 石見新聞 ●乃木大将追悼会 去る1日午後当町小学校に於て
425 大正1年 11 6 山陽新報 ●服部綾雄氏の乃木大将談 明治軍人の典型 服部綾雄（金川中学校長）
426 大正1年 11 6 京城日報 ▲乃木将軍追悼祭 「木浦より」欄。11月1日午後4時

半より松島神社境内に於て
427 大正1年 11 8 岐阜日々新聞 悼乃木将軍《雲涛 連尭》／大風吹倒庭前大樹戯作／秋山帰樵図／江上散

策《城谷 柏木萬》／述懐《柳村 森雅樹》／探蕈《小碧 奥田芳男》／賞菊
「文苑」欄。漢詩7首

428 大正1年 11 8 新愛知 ●乃木大将と教材 知多郡教育会が小学校修身教材
に

429 大正1年 11 8 京都日出新聞 ●乃木大将銅像に就て 伏見町有志者間の銅像建設計画
430 大正1年 11 12 京城日報 謁乃木将軍墓賦懐《正道学人》／壬子中秋無月 「漢詩」欄。漢詩2首
431 大正1年 11 13 京都日出新聞 乃木大将夫人歌《南豊 園田恒四郎（未定稿）》 「日出詩壇」欄
432 大正1年 11 15 横浜貿易新報 ○学習院生徒の演習 行軍及び野外演習
433 大正1年 11 5 光州日報 乃木大将追悼祭 木浦官民の発起にて1日午後4時

30分より松島神社境内に於て
434 大正1年 11 11 鹿児島新聞 ●戦塵余録（其二）《九日宮崎町於大淀河畔 狐竹生》　△都城と乃木将軍
435 大正1年 11 17 馬関毎日新聞 ●乃木大将弔魂祭 門司有志の発起にて本日午前10

時より甲宗八幡宮境内に於て
436 大正1年 11 19 東洋新報 ●乃木大将追悼会（門司） 門司官民有志の発起にて18日朝

10時より八幡宮に於て
437 大正1年 11 21 東洋新報 ●乃木将軍に殉死 福岡県三養基郡基里村鶴田猛

（17）が阿蘇山噴火口に投身
438 大正1年 11 23 小樽新聞 ●興聖寺と乃木将軍 小樽区手宮裡町興聖寺別院にて

12月5日創立七週年紀念大法会に
合わせて故乃木大将追悼法会を
営む

439 大正1年 11 25 上毛新聞 ●乃木大将の追悼会 高崎市上野日々新聞社主催にて
昨24日午前10時より高崎公園英
霊殿前に於て

440 大正1年 11 22 馬関毎日新聞 ●乃木将軍記念事業委員会 長府町に於て
441 大正1年 12 4 京都日出新聞 ●銅像木標撤去
442 大正1年 12 9 鹿児島新聞 ●乃木将軍夫妻追悼会 在郷軍人会鹿児島分会主催とな

り来る14日午後2時より照国神社
境内に於て

443 大正1年 12 13 東洋新報 ●乃木大将の遺墨 ▲日比谷図書館に陳列
444 大正1年 12 15 鹿児島新聞 ●乃木大将夫妻追悼祭　▲祭典開始　▲祭場と参列諸団体　▲当日参拝者

▲特志者寄附
14日午後2時より山下町鶴嶺山麓
の照国廟畔に於て

445 大正1年 12 14 横浜貿易新報 ○乃木大将の硯 ▲近き沙々貴神社に寄附さる 硯の名工なる東京浅草区東三筋
町6大森頼三翁（63）

446 大正1年 12 14 豊国新聞 ●乃木将軍遺愛の硯 ▼沙々貴神社に寄附 硯の名工なる東京浅草区東三筋
町6大森頼三翁（63）

447 大正1年 12 15 山陰新聞 木次電話（十四日）　●乃木将軍追悼会 大原郡木次町洞光寺に於て13日
午後2時より

448 大正1年 12 18 読売新聞 ●故乃木将軍夫妻供養 来る12月21日午後1時より青山南
町2丁目玉窓寺に於て

449 大正1年 12 19 東洋新報 ●乃木将軍の銅像 ▲廃兵院へ寄附せらる 本郷区西片町の鋳金家齋藤清美
（37）

450 大正1年 12 19 函館毎日新聞 ●乃木将軍追悼祭 「雑報」欄。函館教育会主催にて
21日午後1時より宝小学校に於て

451 大正1年 12 20 鳥取新報 ●乃木大将百日祭 岩美郡教育会第一部会主催にて
明21日午前10時より宇倍野第一
尋常小学校に於て

452 大正1年 12 23 鳥取新報 ●乃木大将百日祭 岩美郡第一教育会主催にて一昨
日午前10時より宇倍野第一尋常
小学校に於て
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453 大正1年 12 24 山陰新聞 ●乃木将軍追弔会 迩摩郡温泉津町にて21日西楽寺
に於て

454 大正1年 12 24 東奥日報 〔弘前出身の彫刻家前田照雲氏は乃木将軍胸身像を製作して広く予約募集
中〕

455 大正1年 12 25 高田 ●雪艇季に入る 東部の学生団来高 「学習院学生三島、有嶋、内藤、
二荒、三井、戸田、相馬の各貴
公子は長岡師団長令息護一君と
共に来高直接にレルヒ中佐の指
導を受け」

456 大正1年 12 22 台湾日々新報 ●乃木母堂祭典 27日午前9時より台北庁主催にて
三板橋共同墓地に於て

457 大正1年 11 11 家庭新報 乃木将軍夫妻国民大弔祭会 「雑録」欄。11月3日芝公園地内
に於て

458 大正1年 12 27 台南新報 ●乃木将軍の遺物を観る《十七日 在京一記者》　▼血染の襯衣　▼腥気に
打る　▼遺書に狂歌

459 大正1年 12 28 台湾日々新報 ●乃木母堂例祭 台北庁主催にて27日午前9時より
墓地三板橋に於て

460 大正2年 1 1 石見新聞 ●乃木大将追悼会 津和野小学校々友会鷲原部会が
去月15日法音寺に於て

461 大正2年 1 3 松陽新報 乃木将軍と山中鹿之助《高橋龍雄》
462 大正2年 1 8 馬関毎日新聞 ●乃木神社設計 長府町経営事業
463 大正2年 1 11 九州 ●鬼将軍と乃木大将の銅像 京都市外深草村字山村の手伝業

北宗こと北村宗次郎（59）が加
藤清正と乃木の銅像作成中

464 大正2年 1 14 馬関毎日新聞 ●柳井通信 山口県玖珂郡柳井
465 大正2年 1 19 福岡日々新聞

〔ヵ〕
●乃木大将記念碑建設 紙名かすれ判読困難。大分県下

毛郡上津村在郷軍人会にて
466 大正2年 1 19 京都日出新聞 ●乃木大将銅像見合 紀伊郡深草村字山村請負師北村

宗次郎が作成中
467 大正2年 1 21 京都日出新聞 ●乃木将軍と小説
468 大正2年 1 28 豊国新聞 ●乃木邸保存内定
469 大正2年 1 27 日本電報通信 ●乃木邸保存内定
470 大正2年 2 17 京都日出新聞 ●伏見町より　▲名誉助役問題　▲宇治川浜地払下問題　▲乃木大将銅像

問題
471 大正2年 2 22 大坂朝日新聞 ●乃木大将講演会 23日午後6時より西区立売堀南通

1丁目の金光教大阪境界所に於て
472 大正2年 2 20 弘前新聞 ○明治最末史を飾る老将の面影 ▽藤崎村乃木将軍追慕会 2月23日午前10時より藤崎小学校

にて
473 大正2年 3 9 徳島日々新聞 ●忠実なる軍神の僕 ▲乃木将軍と因縁深き本県出身の兵事係り▽
474 大正2年 3 15 山陽新報 ●宝の宿帳 乃木大将の自
475 大正2年 3 16 東洋新報 ●乃木邸の公開準備
476 大正2年 3 27 東洋新報 ●乃木大将の銅像建設 桃山御陵付近に建設する国民表

彰会を組織
477 大正2年 3 29 大正□□ ●乃木邸の公開 ▲四月十三日記念祭▲十四日公開に決定 紙名判読困難
478 大正2年 3 31 扶桑新聞 ●御睦まじき三殿下 児島高徳と乃木大将
479 大正2年 4 14 馬関毎日新聞 ●乃木大将追悼会 山口県佐波郡中関村勲七等有末

直佐氏が一昨13日正善寺に於て
480 大正2年 4 19 新愛知 ●乃木邸の卅分間
481 大正2年 4 21 福岡日々新聞 ○東京より（十八日）《八千八聲山房主人》
482 大正2年 4 29 横浜貿易新報 ○乃木将軍遺墨 ▲宮谷小学校へ寄贈さる
483 大正2年 5 5 石見新聞 乃木邸の公開《千雲》
484 大正2年 5 15 東洋新報 ●乃木会の盛況
485 大正2年 5 29 京都日出新聞 ●乃木夫人に関する講話 乃木大将家の家庭教師たりし芹

沢登一氏の京都市立高等女学校
における講話

486 大正2年 6 14 東洋新報 ●乃木会の創立総会 昨日午後1時より市会議室に於て
487 大正2年 7 14 扶桑新聞 十日帝国大学卒業式に於て 台覧の貿易図 市茶屋町茶屋の珍蔵品（二）　

▲茶屋新田開拓　▲交趾国へ発途　▲見聞悉く異様
写真あり（貿易図）

488 大正2年 7 14 扶桑新聞 十日帝国大学卒業式に於て 台覧の貿易図 当市茶屋町茶屋の珍蔵品（三）
▲其貿易の状態　▲夕顔棚の娯楽　▲王へ自由の謁見

写真あり（貿易図）

489 大正2年 7 18 門司新報 ●乃木将軍記会成る
490 大正2年 8 9 京都日出新聞 ●卒塔婆物語 乃木勝典氏墓標の浜寺漂着
491 大正2年 9 6 いばらき ●乃木大将碑除幕 ▽大迫学習院長訓話《龍ヶ崎電話》 龍ヶ崎町女子部小学校門前に建

設
492 大正2年 9 14 東洋新報 ●乃木将軍一周年祭 ▼学生の参拝者多し
493 大正2年 9 14 憲政新報 ●嗚呼将軍 △昨日の一年祭　▲旧乃木邸　▲青山斎場　▲青山墓地

▲学習院
494 大正2年 9 13 京都日出新聞 ●乃木大将馬上の銅像 紀伊郡深草村大字宮山村北林宗

次郎氏の建設竣工
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495 大正2年 9 13 函館毎日新聞 乃木将軍一年祭
496 大正2年 9 14 函館毎日新聞 ●乃木大将一年祭　▲将軍夫妻の大写真　▲祭式始まる　▲日射病続出 函館教育会主催にて13日午後1時

より公園広場に於て挙行
497 大正2年 9 13 京城日報 ●嗚呼乃木大将！ 懐ひ起す九月十三日 写真あり「代々木にて飛行機を

観つつある故乃木大将（中耳炎
にて全快せし当時）」

497 〃 〃 〃 〃 ▲大将の平生《富永 太郎氏談》　▲鈴木天眼凹む　▲必ず毎朝墓参　▲
夫人から梨五十　▲食ふ丈けで可い

497 〃 〃 〃 〃 ▲珍しき逸話《山根正次氏談》　■公の品は一も無い　■是れは驚き入っ
た　■珍無類天長節祝宴　■十余里を一直線に

497 〃 〃 〃 〃 ▲検死の役《元赤坂警察署長 本堂警視談》　▲武人最後の典型　▲卅五年
死所を求む　▲死が与へた印象　▲茲に覚悟相定め候

497 〃 〃 〃 〃 ▲夫人の面影《富永夫人談》　■台所のお指揮　■召し物は木綿　■差向
のお食事　■夫人と葡萄酒　■何時もお丈夫

498 大正2年 9 13 京城日報 ●満堂嗚咽 老若悉く逸話と遺品に泣く　■本社主催追慕大講演　■珍し
い遺墨　■本願寺の法要

499 大正2年 9 14 京城日報 〔本日は乃木将軍自尽の一周年、ほか〕
500 大正2年 9 15 新愛知 ●乃木将軍一週年祭 愛知県西春日井郡枇杷島町仏教

少年教会主催にて去る13日午後7
時より同町蛭子痤に於て

501 大正2年 9 17 京都日出新聞 ●乃木神社と桃山
502 大正2年 9 27 河北新報 ●乃木大将と小国民 ▲附属小学生徒の廃兵慰籍
503 大正2年 9 28 小樽新聞 ●乃木将軍追悼演説会 27日午後0時半より小樽中学校弁

論部に於て
504 大正2年 10 8 台湾日々新報 ●乃木将軍建碑に就て ▲木村匡氏談
505 大正2年 10 8 台湾日々新報 ●乃木大将遺髪と同情
506 大正2年 10 14 芸備日々新聞 ●乃木記念館建設　乃木将軍記念会趣意書 子爵毛利元雄氏の主唱にて山口

県長府町の旧邸内に
507 大正2年 11 4 東洋新報 ●蕃山会の乃木祭 来る9日午前10時茨城県猿島郡古

河町男子尋常高等小学校に於て
508 大正2年 11 4 東洋新報 ●碧血千年色青松万古心 乃木将軍逸事　▲戦勝記念松　▲将軍の謙徳　

▲天真流露　▲履歴の書
写真2枚あり（①乃木揮毫書 ②大
正元年12月13日付の佐藤正署名
の由緒書）。
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